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日
に ち よ う び

曜日

イエス 様
さま

と 弟
で し

子 たち
は、疲

つか
れきっていま

した。朝
あさはや

早くにユダヤを出
しゅっぱつ

発
して、ガリラヤを目

め ざ
指し、ひ

たすら歩
ある

きつづけていたから
です。彼

かれ
らが歩

ある
いていたその

道
みち

は、サマリヤ人
びと

が住
す

んでい
る国

くに
をとおっていました。ヨハ

ネ 4:3,4。

長
なが

いあいだ、サマリヤ人
びと

とユダヤ人
じん

の仲
なか

は
良
よ

くありませんでした。ユダヤ人
じん

がサマリヤ
人
びと

に話
はな

しかけるのは、せいぜい物
もの

を売
う

り買
か

いする時
とき

ぐらいで、サマリヤ人
びと

に助
たす

けを求
もと

め
ることもめったにありませんでした。

サマリヤをめぐる道
みち

は、スカルという町
まち

に
も通

つう

じており、そこにはヤコブが何
なんびゃくねん

百年も前
まえ

に掘
ほ

った井
い ど

戸がありました。スカルの町
まち

とそ
の井

い ど

戸は、美
うつく

しい谷
たに

の手
て ま え

前にあり、イエス
様
さま

と弟
で し

子たちがそこに着
つ

いたのは、ちょうど
お昼

ひる

どきでした。弟
で し

子たちが近
ちか

くの町
まち

へ食
た

べ

物
もの

を買
か

いに行
い

く間
あいだ

、イエス様
さま

は井
い ど

戸のそばに腰
こし

かけて休
やす

ん
でいました。彼

かれ

は空
くうふく

腹で、の
どがかわき、とても疲

つか

れてい
ました。

そこにすわりながら、イエ
ス様

さま

はこの井
い ど

戸の水
みず

のことを
考
かんが

えていました。水
みず

はすぐ見
み

えるところにありますが、バケ
ツとロープをもっていないた
めに、水

みず

をくんで飲
の

むことが
できません。イエス様

さま

は、海
うみ

や湖
みずうみ

や川
かわ

をお造
つく

りになりまし
たし、また、どんな奇

き せ き

跡でも行
おこな

うことができ
ますが、今

いま

はひとりの人
にんげん

間でしかありません。
ですから、人

にんげん

間として生
い

きることを楽
らく

にする
ための奇

き せ き

跡は、決
けっ

しておこないませんでした。
イエス様

さま

は、井
い ど

戸のそばにすわって、わたし
たちと同

おな

じように、ただ待
ま

つしかありません
でした。

考
かんが

えてみよう：もしイエス様
さま

がご自
じ し ん

身のた
めに奇

き せ き

跡をおこなっていたら、わたしたちの
ようにふるまったと言

い

えますか？サタンは、イ
エス様

さま

がご自
じ し ん

身のために奇
き せ き

跡をおこなうよう

井
い ど

戸のそばの女
おんな

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしの食
しょくもつ

物というのは、わたしをつかわされたかたのみこ

ころを行
おこな

い、そのみわざをなし遂
と

げることである。」ヨハネ 4:34

暗暗暗暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句
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に、誘
ゆうわく

惑したと思
おも

いますか？たとえだれも
見

み

ていなかったとしても、もしもイエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分のために奇
き せ き

跡をおこなっていたとし
たら、彼

かれ

は本
ほんとう

当の人
にんげん

間であったと言
い

えます
か？

月
げ つ よ う び

曜日

ヤコブの井
い ど

戸のそばにすわっていた
イエス様

さま
は、疲

つか
れておなかをすか

せ、とてものどがかわいていました。する
とそこへ、ひとりのサマリヤ人

びと
の女

おんな
が水

みず
を

くみにやってきました。彼
かのじょ

女はイエス様
さま

に
気
き

づきましたが、ユダヤ人
じん

だとわかると、
話
はな

しかけようともしませんでした。彼
かのじょ

女の
かめには一

いっぽん
本のロープが結

むす
びつけられて、

それを井
い ど

戸におろしながら、イエス様
さま

のこ
とに気

き
づいていないかのようにふるまいま

した。イエス様
さま

から水
みず

を求
もと

められたとき
に、彼

かのじょ
女はとてもおどろきましたが、それ

は無
む り

理もないことでした。女
おんな

は何
なん

と言
い

い
ましたか？ヨハネ 4:7-9。

パレスチナ地
ち ほ う

方では、敵
て き ど う し

同士でさえも
水
みず

を分
わ

け合
あ

うことがあります。しかしそれ
でも、女

おんな

はユダヤ人
じん

から水
みず

を求
もと

められて、
とてもおどろいていました。それで彼

かのじょ

女は、
冗
じょうだん

談まじりにイエス様
さま

をからかいながら答
こた

えたのでした。ところが、イエス様
さま

の次
つぎ

の
言
こ と ば

葉に、彼
かのじょ

女はさらにおどろくことになり
ます。10 節

せつ

。

女
おんな

はイエス様
さま

を見
み

つめました。「いった
い、どういう意

い み

味だろう？」と考
かんが

えました。
彼
かのじょ

女の顔
かお

は、真
しんけん

剣な表
ひょうじょう

情に変
か

わっていき
ます。「明

あき

らかに、このユダヤ人
じん

はロープ

もかめも持
も

ってい
ないので、井

い ど

戸か
ら水

みず

をくみあげるこ
とはできないはず
なのに。この人

ひと

は、
どんな水

みず

のことを話
はな

しているのだろう？」
と、ふしぎに思

おも

ったわけです。11,12 節
せつ

。

こんどはイエス様
さま

の答
こた

えを、女
おんな

は真
しんけん

剣
に聞

き

きました。語
かた

られる言
こ と ば

葉が、あまりに
も興

きょうみぶか

味深かったからです。13,14 節
せつ

。

それから、イエス様
さま

が話
はな

しているのが
ヤコブの井

い ど

戸の水
みず

のことではなく、自
じ ぶ ん

分に
必
ひつよう

要な、何
なに

かとても大
たいせつ

切なものだとわかり
ました。女

おんな

は、その水
みず

を欲
ほ

しいと思
おも

いま
した。15 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

がなんのことを
話
はな

しておられたのか、女
おんな

はわかったと思
おも

い
ますか？あなたは、イエス様

さま

が何
なん

について
話
はな

しておられたと思
おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

井
い

戸
ど

のそばで女
おんな

を見
み

たとき、イエス
様
さま

は、自
じ ぶ ん

分が彼
かのじょ

女に与
あた

えること
のできる「水

みず
」を彼

かのじょ
女が必

ひつよう
要としているこ

とを知
し

っておられました。しかし、イエス
様
さま

がそれを与
あた

える前
まえ

に、彼
かのじょじしん

女自身がその
「水

みず
」を必

ひつよう
要とする理

りゆう
由を知

し
らなくてはな

りません。イエス様
さま

は、女
おんな

に何
なに

をたずねま
したか？ヨハネ 4:16。

なんと！イエス様
さま

が女
おんな

にたずねた質
しつもん

問
は、彼

かのじょ

女が恥
は

ずかしさで顔
かお

を赤
あか

らめてし
まうほどのものでした。人

ひと

には話
はな

したくな
いようなことに、ふれたのでした。すぐに
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答
こた

えてはいますが、おそらく彼
かのじょ

女は別
べつ

の
方
ほうこう

向を見
み

ていたことでしょう。それでもイ
エス様

さま

は、ご自
じ ぶ ん

分がすでに彼
かのじょ

女のことを
何
なに

もかも知
し

っておられることを、彼
かのじょ

女にわ
からせたのでした。17,18 節

せつ

。

女
おんな

は少
すこ

し恐
こわ

くなり、 震
ふる

えだしました。
自
じ ぶ ん

分の犯
おか

した数
かずかず

々のあやまちを、だれに
も知

し

られたくありませんでした。ところが
イエス様

さま

は、すべてをご存
ぞん

じだったので
す。そればかりか、すべてをご存

ぞん

じであ
るにもかかわらず、彼

かのじょ

女のことを気
き

づかっ
ておられるのが伝

つた

わってきました。それか
ら女

おんな

は、急
いそ

いで話
わ だ い

題を変
か

えようとしました。
イエス様

さま

は、彼
かのじょ

女のするままにさせました。
19,20 節

せつ

。

女
おんな

は、ユダヤ人
じん

とサマリヤ人
びと

が長
なが

いあ
いだ言

い

い争
あらそ

ってきた、あることにふれま
した。しかしイエス様

さま

は、それが重
じゅうよう

要で
ないことを彼

かのじょ

女に気
き

づかせました。ユダ
ヤ人

じん

は神
かみさま

様から十
じっかい

戒を与
あた

えられた民
みんぞく

族で
あることを、イエス様

さま

は女
おんな

に思
おも

い出
だ

させ
ました。そして、ユダヤ人

じん

であろうとサマ
リヤ人

びと

であろうと、また他
ほか

のだれであって
も、神

かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

し、信
しんらい

頼し、神
かみさま

様に
したがう選

えら

びをする人
ひとびと

々を
神
かみさま

様は求
もと

めておられると、
彼
かのじょ

女に話
はな

したのでした。

サマリヤ人
びと

たちは、 い
つの日

ひ

かメシヤが来
く

ること
を信

しん

じていました。女
おんな

は
イエス様

さま

に何
なん

と言
い

いました
か？またイエス様

さま

の答
こた

えを
聞
き

いて、女
おんな

はどんな気
き も

持
ちになったと思

おも

いますか？

25,26 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：井
い ど

戸には水
みず

があります。
イエス様

さま

は、すべての人
ひと

への愛
あい

とゆるし
に満

み

ちた、井
い ど

戸のようなお方
かた

です。女
おんな

には
それがわかったでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

井
い

戸
ど

のそばで、イエス様
さま

はご自
じぶん

分が
メシヤであることを女

おんな
に告

つ
げ、 女

おんな

はそれを信
しん

じました。彼
かのじょ

女はすでに、イエ
ス様

さま
について書

か
かれた約

やくそく
束を読

よ
んでいて、

そのことをもっと深
ふか

く知
し

りたいと願
ねが

ってい
ました。そして今

いま
、そのメシヤが彼

かのじょ
女に話

はな

しかけておられるのです！彼
かのじょ

女は、イエス
様
さま

が本
ほんもの

物のメシヤであると信
しん

じました。

そのうちに、弟
で し

子たちが食
た

べ物
もの

を持
も

っ
てもどってきました。イエス様

さま

がサマリヤ
人
びと

の女
おんな

と話
はな

しているのを見
み

て、彼
かれ

らはたい
そうおどろきました。ヨハネ 4:27。

弟
で し

子たちは、この女
おんな

が水
みず

の入
はい

ったかめ
を井

い ど

戸のそばに置
お

いたまま、あわてて町
まち

へもどっていく様
よ う す

子を見
み

ていました。彼
かれ

ら
は、イエス様

さま

が空
くうふく

腹での
どがかわいておられるの
を知

し

っていましたが、イエ
ス様

さま

はまるでそのことを気
き

にしていないようです。す
わって野

の は ら

原を見
み

わたし、う
れしそうな表

ひょうじょう

情をうかべて
います。弟

で し

子たちはしばら
く待

ま

ってから、食
た

べ物
もの

と飲
の

み物
もの

を彼
かれ

にすすめました。
イエス様

さま

の返
へ ん じ

事は、どうい
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う意
い み

味でしたか？31-34 節
せつ

。

あなたは今
いま

までに、自
じ ぶ ん

分の
していることに夢

むちゅう

中になって
しまい、おなかがすいている
ことも、食

しょくじ

事の時
じ か ん

間であるこ
とも忘

わす

れてしまったことはあり
ませんか？その日

ひ

のイエス様
さま

は、まさにそういう状
じょうたい

態でし
た。また、女

おんな

がイエス様
さま

をメ
シヤだと信

しん

じただけでなく、彼
かのじょ

女のおか
げで、他

ほか

のたくさんの人
ひとびと

々がそのことを信
しん

じるようになることもご存
ぞん

じでした。彼
かれ

がう
きうきしていたのも、無

む り

理はありません！

それからイエス様
さま

は、野
の は ら

原の向
む

こう側
がわ

の町
まちまち

々を指
ゆ び さ

差しました。そして、何
なん

と言
い

わ
れましたか？35-38 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：世
せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々が、イエス
様
さま

について学
まな

び、イエス様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、
イエス様

さま

にしたがうことを選
えら

んでいるとい
う話

はなし

を聞
き

いたら、あなたはどんな気
き も

持ちに
なりますか？あなたの家

か ぞ く

族によってみちび
かれ、あなたの通

かよ

っている教
きょうかい

会でバプテ
スマを受

う

けた人
ひと

を見
み

たことがありますか？

木
も く よ う び

曜日

イエス様
さま

がメシヤであることを知
し

っ
たサマリヤの女

おんな
は、このことを早

はや

く他
ほか

の人
ひと

に伝
つた

えたくてたまりません。次
つぎ

か
ら次

つぎ
へとふれまわったので、この知

し
らせは、

あっという間
ま

に広
ひろ

まりました。女
おんな

の話
はなし

を聞
き

いた人
ひと

たちは、彼
かのじょ

女がこのことを心
こころ

から信
しん

じて話
はな

しているのがよく分
わ

かりました。そ
してもちろん、彼

かれ
らもイエス様

さま
に会

あ
いたい

と思
おも

ったのです。ヨハネ 4:39。

おおぜいの人
ひと

がやって来
き

たとき、イエス様
さま

はまだ井
い ど

戸
のそばにすわっておられまし
た。人

ひとびと

々はイエス様
さま

のまわり
に群

むら

がって集
あつ

まり、次
つぎ

から次
つぎ

へと質
しつもん

問をして、自
じ ぶ ん

分たちが
これまで理

り か い

解できなかった多
おお

くのことをイエス様
さま

が説
せつめい

明す
るのを聞

き

きました。聞
き

いているうちに、もっ
と聞

き

く必
ひつよう

要があることに気
き

づきました。彼
かれ

らは、イエス様
さま

に何
なに

をお願
ねが

いしましたか？
40 節

せつ

。

イエス様
さま

は、とても喜
よろこ

ばれたことでしょ
う。神

かみさま

様にえらばれた民
たみ

であるユダヤ人
じん

のほとんどが、イエス様
さま

がメシヤだと信
しん

じ
たくありませんでした。しかし、ユダヤ人

じん

が嫌
きら

っているこれらのサマリヤ人
びと

たちは、
喜
よろこ

んでイエス様
さま

を受
う

け入
い

れ、心
こころ

から彼
かれ

を
信
しん

じたのでした。41,42 節
せつ

。

食
た

べ物
もの

を買
か

って町
まち

からもどった弟
で し

子たち
は、イエス様

さま

がサマリヤ人
びと

の女
おんな

と話
はな

して
いるのを見

み

てショックを受
う

けました。そし
て、サマリヤ人

びと

たちが続
ぞくぞく

々とやってきてイ
エス様

さま

のまわりに集
あつ

まったときには、おそ
らく弟

で し

子たちは、彼
かれ

らから離
はな

れたことでしょ
う。さらに、イエス様

さま

がサマリヤ人
びと

のとこ
ろにあと 2 日

か

とどまると言
い

われたときには、
そこで起

お

こっていることが信
しん

じられなかっ
たにちがいありません。ユダヤ人

じん

はサマリ
ヤ人

びと

の好
こ う い

意を決
けっ

して受
う

けてはいけないと、
教
おし

えられていたからです。ところが現
げんじつ

実に
今
いま

、弟
で し

子たちはこれからサマリヤ人
びと

の家
いえ

でサマリヤ人
びと

と食
しょくじ

事をし、泊
と

めてもらうの



5

です。彼
かれ

らはきっと、自
じ ぶ ん

分たちの本
ほんとう

当の
気
き も

持ちを表
おもて

に出
だ

さないように、必
ひ っ し

死でこら
えていたことでしょう。弟

で し

子たちにとって、
それがどんなに大

たいへん

変なことだったか、あ
なたには分

わ

かりますか？

考
かんが

えてみよう：サマリヤ人
びと

に対
たい

するイエ
ス様

さま

の思
おも

いとは異
こと

なり、弟
で し

子たちのサマリ
ヤ人

びと

に対
たい

する思
おも

いは、どのようなものでし
たか？なぜイエス様

さま

が正
ただ

しかったのでしょ
う？

金
き ん よ う び

曜日

井
い

戸
ど

のそばで、イエス様
さま

がサマリヤ
人
びと

の女
おんな

と話
はな

されたときの物
ものがたり

語に
ついて、考

かんが
えてみましょう。

ご自
じ ぶ ん

分が女
じょせい

性を尊
そんちょう

重〔価
か ち

値あるもの、
尊
とうと

いものとして大
たいせつ

切に扱
あつか

うこと〕なさって
いることを、イエス様

さま

はどのように示
しめ

しま
したか？

自
じ ぶ ん

分たちと同
おな

じように考
かんが

えず、行
こうどう

動もち
がう人

ひと

たちでも、愛
あい

し尊
そんちょう

重すべきであるこ
とを、イエス様

さま

はどのように示
しめ

しましたか？

この女
おんな

は、どこへ行
い

って礼
れいはい

拝すべきであ
るかについて、議

ぎ ろ ん

論〔言
い

い争
あらそ

うこと〕した
がっていました。人

ひとびと

々と言
い

い争
あらそ

うのは賢
かしこ

い
ことだと、あなたは思

おも

いますか？イエス様
さま

は、そうなさいましたか？

サマリヤ人
びと

に対
たい

する弟
で し

子たちの考
かんが

えは
間
ま ち が

違っていると言
い

って、イエス様
さま

は彼
かれ

らを
お叱

しか

りになりましたか？自
じ ぶ ん

分たちとちがう
人
ひと

たちのことを、神
かみさま

様はどう思
おも

っておられ
るのかを示

しめ

すために、イエス様
さま

は弟
で し

子た
ちに何

なに

をなさいましたか？

正
ただ

しい生
い

きかたをしてこなかった人
ひと

たち
をも、神

かみさま

様は愛
あい

しておられるということを、
イエス様

さま

はどのように示
しめ

しましたか？

ヨハネ 4:4 を読
よ

みましょう。サマリヤに
いる人

ひとびと

々がイエス様
さま

を必
ひつよう

要としていて、彼
かれ

らがイエス様
さま

を信
しん

じる選
えら

びをするだろうと
いうことをイエス様

さま

はご存
ぞん

じで、サマリヤ
の町

まち

を通
とお

る「必
ひつよう

要があった」のだと思
おも

い
ますか？

この物
ものがたり

語は、女
じょせい

性も伝
でんどうしゃ

道者になれると
いうことを、どのように示

しめ

していますか？

あなたの知
し

っている人
ひと

の中
なか

には、みん
なから嫌

きら

われたり、不
ふ し ん せ つ

親切にされたりし
ている人

ひと

はいませんか？そのような人
ひと

たち
に、イエス様

さま

が彼
かれ

らを愛
あい

しておられること
を、どのように示

しめ

してあげることができま
すか？

今
こんしゅう

週とりあげた物
ものがたり

語の中
なか

で、あなたは
どの場

ば め ん

面が１番
ば ん す

好きですか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★ヨハネ 4:1-42

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 19 章
しょう
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このお話
はなし

に出
で

てくるのは、ずっと
昔
むかし

、ホワイト夫
ふ じ ん

人の時
じ だ い

代に生
い

き
ていた、あるひとりの女

おんな
の子

こ
です。この子

こ

の名
なまえ

前がわからないので、「エラ」と呼
よ

ぶ
ことにしましょう。エ
ラは６歳

さい
で、自

じぶん
分の

ことを世
せ か い

界でいちば
ん幸

しあわ
せな女

おんな
の子

こ
だ

と思
おも

っていました。
エラは長

なが
いあいだ、

小
ちい

さくてかわいらし
いかさが欲

ほ
しくてた

まりませんでした。そして、とうとうその願
ねが

いがかないました！しかも、それはエラが
考
かんが

えていた物
もの

よりも、はるかにすてきなか
さでした。

エラは、そのかさが何
なに

かに傷
きず

つけられ
たり、こわされたりしてほしくありません。
エラが、そのかさをぬらしたくないと言

い

っ
たとき、お母

かあ

さんはおかしくて笑
わら

ってしま
いました。寝

ね

る時
じ か ん

間になると、エラは、もっ
ているお人

にんぎょう

形や、ぬいぐるみとではなくて、
このかわいらしいかさといっしょに寝

ね

たい
と言

い

い、そうしたのでした。

家
か ぞ く

族でキャンプミーティングに行
い

くとき
にも、もちろん、エラはそのかさを持

も

って
いきました。当

と う じ

時は、子
こ ど も

供のクラスはな
かったので、エラはお母

かあ

さんのそばに静
しず

かにすわり、がんばってお話
はなし

を聞
き

いてい

ました。エラのかさは、いつだってエラ
のすぐそばにありました。ホワイト夫

ふ じ ん

人は
その集

しゅうかい

会で、そんな幼
おさな

いエラを見
み

て、思
おも

わずにっこりしました。

あ る 日
ひ

の こ と、
説
せっきょうしゃ

教者が十
じっかい

戒の第
だい

１条
じょう

を守
まも

ることがど
れ ほど大

たいせつ

切である
かを話

はな

しました。エ
ラは、 そ の 戒

いまし

めを
暗
あんしょう

唱していました。
「あなたはわたしの

ほかに、なにものをも神
かみ

としてはならな
い」という戒

いまし

めです。それは、自
じ ぶ ん

分たち
が、異

いきょう

教の人
ひとびと

々のように偶
ぐうぞう

像を拝
おが

むべき
ではないという意

い み

味だと、エラは思
おも

って
いました。ところがこの説

せっきょうしゃ

教者は、わたし
たちにとってイエス様

さま

よりも大
だ い す

好きで大
たいせつ

切
なものがあるなら、なんであってもそれは

「偶
ぐうぞう

像」である、と言
い

ったのです。そして、
わたしたちの偶

ぐうぞう

像をイエス様
さま

にわたすべ
きだと言

い

いました。

ああ！イエス様
さま

のことは大
だ い す

好きだけれど
も、もしかしてわたしは、イエス様

さま

よりも
このかさのほうが好

す

きなのかしら？エラは
そんなことを考

かんが

え始
はじ

めました。その大
たいせつ

切
なかさを手

て

にもって、体
からだ

の近
ちか

くに引
ひ

きよせ
ると、エラの心

しんぞう

臓の動
うご

きははやくなりまし
た。「ああ、どうしよう。」説

せっきょうしゃ

教者の話
はなし

を聞
き

お話しひろば

エラとお気
き

に入
い

りのかさ

エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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きながら、彼
かのじょ

女は迷
まよ

いました。それから、
心
こころ

を決
き

めました。まわりの人
ひと

たちのこと
は、まったく気

き

になりません。エラは、泣
な

きじゃくりながら祈
いの

りました。「イエス様
さま

、
わたしはこのかさよりも、もっと、あなた
のことを愛

あい

しています。ですからこのかさ
は、あなたにおささげします。」ホワイト
夫
ふ じ ん

人も他
ほか

の多
おお

くの人
ひと

たちも、幼
おさな

いエラのこ
とを見

み

ています。すると、エラのお母
かあ

さん
が立

た

ち上
あ

がり、エラにとってこのかさがど
れほど大

たいせつ

切だったか、また、まだ幼
おさな

いの
に、彼

かのじょ

女が何
なに

よりもイエス様
さま

が１番
ばんたいせつ

大切
だと決

けっしん

心したことを話
はな

しました。エラのお
母
かあ

さんがすわると、多
おお

くの人
ひと

は目
め

に涙
なみだ

をう
かべていました。彼

かれ

らも、イエス様
さま

にわた
す必

ひつよう

要のある、自
じ ぶ ん じ し ん

分自身の「偶
ぐうぞう

像」のこ
とを考

かんが

えていたからです。

集
しゅうかい

会が終
お

わると、お母
かあ

さんはエラに、「エ
ラがかさをイエス様

さま

にささげる決
けっしん

心ができ
たので、イエス様

さま

はきっと喜
よろこ

んでおられる
わよ」と言

い

いました。また、「エラは自
じ ぶ ん

分
にとってイエス様

さま

が１番
ばんたいせつ

大切だということ
を言

い

いあらわしたので、かさはそのまま
持
も

っていてもいいのよ」と言
い

ってくれまし
た。

その日
ひ

、集
しゅうかい

会に出
しゅっせき

席した多
おお

くの人
ひと

たち
が、自

じ ぶ ん じ し ん

分自身にとって偶
ぐうぞう

像となっていたも
のを、イエス様

さま

におささげしたのでした。
ホワイト夫

ふ じ ん

人は、エラのことをずっとおぼ
えていました。彼

かのじょ

女もエラのおかげで、イ
エス様

さま

からするようにたのまれたことは何
なん

であっても、他
た

の何
なに

ものよりも重
じゅうよう

要である
と、あらためて確

かくしん

信したのでした。

わたしたちを誘
ゆうわく

惑する偶
ぐうぞう

像について、

何
なに

か思
おも

いあたるものはありますか？わたし
たちにとって良

よ

くないことがわかっている、
多
おお

くの見
み

るものや聞
き

くもの、食
た

べ物
もの

などは
どうでしょう？どんなものがあるか、ひとつ
一
ひと

つあげることができますか？
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日
に ち よ う び

曜日

世
せ

界
かい

のどの国
くに

でも、子
こ ど も

供たちはお
父
とう

さんのことを独
どくとく

特の呼
よ

び名
な

で
呼
よ

びますね。英
え い ご

語を話
はな

す国
くにぐに

々でいちばん
よく使

つか
われている呼

よ
び名

な
は「ダッド」また

は「ダディ」です。ある子
こ ど も

供たちは、お父
とう

さんのことを「パパ」と呼
よ

びますね。お父
とう

さんたちは、赤
あか

ちゃんが「ダディ」または「パ
パ」と言

い
えるようになると、とてもうれし

いのです。

ところで、わたしたち一
ひ と り

人ひとりに、ふ
たりのお父

とう

さんがいるのを知
し

っています
か？地

ちじょう

上でのお父
とう

さんがひとり、そして天
てん

のお父
とう

さまがひとり、です。最
さいしょ

初の人
にんげん

間で
あるアダムとエバがつくられたとき、神

かみさま

様
が彼

かれ

らのお父
とう

さんでした。神
かみさま

様は、アダム
とエバと話

はな

すのが大
だ い す

好きで、彼
かれ

らも神
かみさま

様と
お話

はなし

するのがとても好
す

きでした。毎
まいにちゆうがた

日夕方
になると、神

かみさま

様はアダムとエバの所
ところ

へ来
こ

られました。彼
かれ

らは、父
ちち

であり、造
つく

り主
ぬし

で
あられる神

かみさま

様とお話
はなし

するのが楽
たの

しみでし
た。その日

ひ

にしたことをすべて話
はな

すのが
大
だ い す

好きで、また質
しつもん

問があれば何
なん

でもたず
ねて、答

こた

えてもらうのでした。

アダムとエバが初
はじ

めて神
かみさま

様の言
い

いつけ
にそむいた日

ひ

、それは本
ほんとう

当に悲
かな

しい日
ひ

で
した。その後

あと

は、もう神
かみさま

様と会
あ

って自
じ ゆ う

由に

このように祈
いの

りなさい

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「天
てん

にいますわれらの父
ちち

よ、御
み な

名があがめられますように。御
み く に

国がきますように。

みこころが天
てん

におこなわれるとおり、地
ち

にも行
おこな

われますように。わたしたちの日
ひ

ごとの食
しょくもつ

物を、きょうもお与
あた

えください。わたしたちに負
ふ さ い

債のある者
もの

をゆるしま

したように、わたしたちの負
ふ さ い

債をもおゆるしください。わたしたちを試
こころ

みに会
あ

わ

せないで、悪
あ

しき者
もの

からお救
すく

いください。御
み く に

国と力
ちから

と栄
えいこう

光は、永
えいえん

遠にあなたのも

のだからです。アーメン。」マタイ 6:9-13（一
いちぶきんていやく

部欽定訳）

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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話
はなし

をすることができなくなってしまったの
です。けれども彼

かれ

らは、イエス様
さま

が彼
かれ

らに
代
か

わって死
し

に、罪
つみ

をとりのぞいて下
くだ

さると
いう約

やくそく

束が与
あた

えられたことを喜
よろこ

びました。
だとしたら、いつの日

ひ

かもういちど、天
てん

の
お父

とうさま

様と顔
かお

を合
あ

わせることができるからで
す。

イエス様
さま

のおかげで、すべての男
おとこ

の子
こ

と女
おんな

の子
こ

は、最
もっと

もすばらしい、愛
あい

にあふ
れる天

てん

のお父
とうさま

様を、自
じ ぶ ん

分の父
ちち

とすることが
できるのです。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、天
てん

のお父
とうさま

様
と毎

まいにち

日お話
はな

しました。あなたも、天
てん

のお
父
とうさま

様とお話
はな

していますか？

月
げ つ よ う び

曜日

「お祈
いの

り」って何
なん

でしょう？もしだ
れかにこう質

しつもん
問されたら、あ

なたは何
なん

と答
こた

えますか？おそらく、父
ちち

なる
神
かみさま

様とイエス様
さま

とお話
はなし

すること、と答
こた

える
でしょうね。それは正

ただ
しい答

こた
えです。お祈

いの

りは、この世
せかい

界で１番
ばん

のお友
とも

だちと話
はな

すよ
りも、はるかにいいものなのです。

イエス様
さま

は、父
ちち

なる神
かみさま

様と話
はな

すことが
大
だ い す

好きでした。とても忙
いそが

しい日
ひ

を終
お

えて、
他
た

の人
ひと

たちが眠
ねむ

っている間
あいだ

に、祈
いの

るため
に静

しず

かな場
ば し ょ

所へ行
い

くことが何
な ん ど

度もありまし
た。時

とき

には、一
ひとばんじゅういの

晩中祈りつづけることもあ
りました。そして祈

いの

った後
あと

にはいつも、安
やす

らぎを感
かん

じたのでした。

ユダヤ人
じん

たちは、祈
いの

りが大
たいせつ

切であること
を教

おし

えていましたが、イエス様
さま

は、多
おお

くの
ユダヤ人

じん

がしているような祈
いの

りかたをしま

せんでした。パリサイ人
びと

たちは、毎
ま い に ち き

日決まっ
た時

じ か ん

間にお祈
いの

りしました。彼
かれ

らはどこにい
ようとも、その時

じ か ん

間になると立
た

ち止
ど

まって
大
おおごえ

声で祈
いの

りました。ですから当
とうぜん

然、他
ほか

の
人
ひと

たちにもその祈
いの

りの声
こえ

が聞
き

こえました。

ある日
ひ

、イエス様
さま

が祈
いの

っているのを聞
き

いた弟
で し

子のひとりが、イエス様
さま

に何
なに

をして
ほしいとお願

ねが

いしましたか？ルカ11:1。

イエス様
さま

は、喜
よろこ

んで彼
かれ

らにお祈
いの

りを教
おし

え
ました。わたしたちは、かならずしも、決

き

まったお祈
いの

りの言
こ と ば

葉をとなえなくてはいけ
ないわけではありませんが、どのように祈

いの

るかを学
まな

ぶべきです。そうすることで、お
祈
いの

りするとき、神
かみさま

様とお話
はなし

するべきことを
思
おも

い出
だ

すことができるからです。もしあな
たが、まだそれを知

し

らないのであれば、
その聖

せ い く

句を読
よ

んで覚
おぼ

え始
はじ

めるとよいでしょ
う。マタイ 6:9-13。

考
かんが

えてみよう：これらの聖
せ い く

句がどういう
意

い み

味か、 理
り か い

解したいと思
おも

いませんか？
今
こんしゅう

週は、これらの聖
せ い く

句〔主
しゅ

の祈
いの

り〕につ
いて考

かんが

えていきます。

火
か よ う び

曜日

「天
て ん

にいます（われらの）父
ちち

よ。」
これは、イエス様

さま
が弟

で し
子たち

に教
おし

えた、あの美
うつく

しい祈
いの

りの１番
ばん

はじめ
に出

で
てくる言

ことば
葉で、神

かみさま
様がわたしたちのお

父
とうさま

様であられることを思
おも

い出
だ

させるもので
す。「われらの父

ちち
」ということは、神

かみさま
様が

ひとりだけの父
ちちおや

親ではないという意
い み

味です
よね。ですから、わたしたちは皆

みな
、兄

きょうだい
弟、

姉
し ま い

妹ということになります。わたしたちは、
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神
かみさま

様の大
だいかぞく

家族の一
いちいん

員で、神
かみさま

様はそのわた
したち一

ひとり
人ひとりを愛

あい
しておられるのです。

神
かみさま

様は、「ひいき」をなさいません。わた
したち全

ぜんいん
員を愛

あい
しておられます。ですから、

他
ほか

の人
ひと

より自
じぶん

分のほうが価
か ち

値があると 考
かんが

えるべきではないのです。

「御
み な

名があがめられますように。」わた
したちは、神

かみさま

様のお名
な ま え

前〔御
み な

名〕を聖
せい

な
るものとして、慎

しんちょう

重な心
こころ

がまえで神
かみさま

様を
敬
うやま

わなくてはなりません。教
きょうかい

会において、
礼
れいはい

拝する時
とき

や祈
いの

る時
とき

にも、敬
けい

けんな態
た い ど

度
でのぞむべきです。神

かみさま

様の御
み な

名をみだり
〔軽

かる

はずみ〕に、冗
じょうだんはんぶん

談半分で使
つか

うことは、
絶
ぜったい

対にしてはいけません。自
じ ぶ ん

分が神
かみさま

様の
家
か ぞ く

族の一
いちいん

員であることをいつも覚
おぼ

えて、
神
かみさま

様と似
に

た者
もの

となれるように助
たす

けを求
もと

める
べきです。イエス様

さま

のように行
こうどう

動し、話
はな

す
ことをわたしたちが選

えら

ぶならば、イエス様
さま

ご自
じ し ん

身が私
わたし

たちを助
たす

けてくださって、もっ
ともっと彼

かれ

に似
に

た者
もの

となれるのです。

「御
み く に

国がきますように。」神
かみさま

様の御
み く に

国が
来
く

るときには、敵
てき

の手
て

から逃
のが

れて自
じ ゆ う

由にな
り、自

じ ぶ ん

分たちの望
のぞ

む好
す

きなものやお金
かね

を
すべて手

て

に入
い

れることができると、ほとん
どの人

ひと

が考
かんが

えていました。彼
かれ

らは、犠
ぎ せ い

牲
の小

こひつじ

羊をささげる行
こ う い

為が、イエス様
さま

がわ
たしたちをサタンの手

て

から救
すく

うことを意
い み

味
しているのを忘

わす

れていました。イエス様
さま

が
わたしたちの身

み が

代わりとなって死
し

んで下
くだ

さ
らなければ、わたしたちは皆

みな

、サタンの
捕
とら

われ人
びと

となり、永
えいえん

遠に死
し

ななくてはなら
ないはずだったことを、人

ひとびと

々は覚
おぼ

えていま
せんでした。

ほとんどの人
ひと

が、メシヤとメシヤが建
た

て

ようとなさる王
おうこく

国について、数
かずおお

多くのまち
がったことを聞

き

いていたために、イエス様
さま

が偉
い だ い

大な王
おう

として、奇
き せ き

跡をおこなってロー
マ人

びと

を追
お

い出
だ

さなかったことにがっかりし
たのでした。

しかし、イエス様
さま

がわたしたちのため
に死

し

んで下
くだ

さったおかげで、わたしたち
は永

えいえん

遠に生
い

きることができるのです。な
んとありがたいことでしょう！そして、イエ
ス様

さま

が天
てん

のお父
とうさま

様に信
しんらい

頼したように、わ
たしたちが天

てん

のお父
とうさま

様に信
しんらい

頼するならば、
わたしたちも十

じっかい

戒を守
まも

ることができること
を、彼

かれ

は証
しょうめい

明してくださったのです。他
ほか

の
人
ひとびと

々にイエス様
さま

のことを伝
つた

えるとき、また、
世
せかいじゅう

界中にいる伝
でんどうしゃ

道者たちのためにお金
かね

を
ささげるとき、わたしたちは、御

み く に

国をきた
らせるためのお手

て つ だ

伝いをしていることにな
ります。マタイ 24:14。

考
かんが

えてみよう：あなたは、今
き ょ う ま な

日学んだ
『主

しゅ

の祈
いの

り』の言
こ と ば

葉を言
い

えますか？その
言
こ と ば

葉がどんな意
い み

味なのか、話
はな

すことができ
ますか？明

あ す

日、『主
しゅ

の祈
いの

り』についてさら
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に学
まな

んでいきましょう。

水
す い よ う び

曜日

「みこころが天
てん

におこなわれるとお
り、地

ち
にも行

おこな
われますように。」

これは、イエス様
さま

が弟
で し

子たちに教
おし

えられ
た美

うつく
しい祈

いの
りの中

なか
の、次

つぎ
の言

こ と ば
葉です。 私

わたし

たちに対
たい

する神
かみさま

様の「みこころ」というの
は、すばらしい十

じっかい
戒にしたがうことを選

えら
ぶ

ことです。

これまで、わたしたちはいつでも、神
かみさま

様
とサタンのどちらかに従

したが

っていることを学
まな

んできました。天
てんごく

国とすべての他
た せ か い

世界で
は、みんなが幸

しあわ

せです。なぜなら、みん
なが喜

よろこ

んで十
じっかい

戒にしたがっているからで
す。そして、みこころを行

おこな

えるように神
かみさま

様
の助

たす

けを求
もと

めるとき、私
わたし

たちは、天
てんごく

国で
天
て ん し

使たちがしているように、地
ちじょう

上で神
かみさま

様の
みこころを行

おこな

っていることになります。

『主
しゅ

の祈
いの

り』の中
なか

で、次
つぎ

に出
で

てくる言
こ と ば

葉
は何

なん

ですか？マタイ 6:11。

しばしば人
ひと

は、新
しんせん

鮮な空
く う き

気や日
にっこう

光や雨
あめ

がなければ、食
しょくもつ

物を得
え

ることができなく
なるという事

じ じ つ

実を忘
わす

れています。私
わたし

たち
を丈

じょうぶ

夫で健
けんこう

康にしてくれる良
よ

い食
しょくもつ

物を育
そだ

てることができるように、神
かみさま

様は、空
く う き

気や
日
にっこう

光や雨
あめ

などをお造
つく

りになりました。サ
タンは、 神

かみさま

様がお造
つく

りになった「良
よ

い
食
しょくもつ

物」を「栄
えいよう

養のない悪
わる

い食
しょくもつ

物」に変
か

え
る方

ほうほう

法をいくつも知
し

っています。わたした
ちを丈

じょうぶ

夫で健
けんこう

康にするために、神
かみさま

様が良
よ

い食
しょくもつ

物を下
くだ

さることをいつも心
こころ

にとめてい
るならば、わたしたちはいつでも「良

よ

い

食
しょくもつ

物」を選
えら

ぶと思
おも

いませんか？そしておそ
らく、今

いま

よりもさらに敬
けい

けんな心
こころ

と感
かんしゃ

謝の
心
こころ

をもって祝
しゅくふく

福を求
もと

めることでしょう。

ここでは、わたしたちが自
じこちゅうしん

己中心でいて
はいけないことと、自

じ ぶ ん

分たちの祝
しゅくふく

福よりも、
より多

おお

く他
ほか

の人
ひと

の祝
しゅくふく

福を求
もと

めるべきことが
教
おし

えられています。食
しょくもつ

物に不
ふ じ ゆ う

自由している
人
ひと

たちにわたしたちの分
ぶん

をわけてあげるこ
とで、神

かみさま

様がこのお祈
いの

りにこたえる手
て だ す

助け
をするのです。

「今
き ょ う

日も」と「日
ひ

ごとの」という言
こ と ば

葉にも、
心
こころ

をとめておくべきです。神
かみさま

様は、わたし
たちが一

いっしょう

生けん命
めい

はたらき、十
じゅうぶん

分な食
しょくもつ

物
を手

て

にするために最
さいぜん

善をつくし、毎
まいにち

日その
ことを感

かんしゃ

謝するように、また、食
しょくもつ

物が足
た

り
なくなることを心

しんぱい

配しないようにと教
おし

えて
おられます。25 節

せつ

。

しかし、わたしたちが毎
まいにちひつよう

日必要とする、
別
べつ

の種
しゅるい

類の大
たいせつ

切な「食
しょくもつ

物」があります。
それが何

なん

だかわかりますか？ヨハネ 6:48, 

58。

毎
まいにち

日、イエス様
さま

について、またイエス
様
さま

のすばらしい十
じっかい

戒を学
まな

ぶことによって、
わたしたちは強

つよ

められ、サタンの誘
ゆうわく

惑に
対
たい

して、「ノー」とはっきり言
い

えるようにな
ります。毎

まいにち

日、祈
いの

りと礼
れいはい

拝の時
じ か ん

間をもつこ
とは、毎

ま い に ち た

日食べるのと同
おな

じように大
たいせつ

切なこ
となのです。

考
かんが

えてみよう：今
き ょ う ま な

日学んだお祈
いの

りの部
ぶ ぶ ん

分
を、見

み

ないで言
い

えますか？また、そこをほ
かの人

ひと

に説
せつめい

明することができますか？あな
たは毎

まいにち

日、自
じ ぶ ん

分だけの礼
れいはい

拝の時
じ か ん

間をもつ
習
しゅうかん

慣を身
み

につけていますか？
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木
も く よ う び

曜日

わたしたちが学
まな

んでいるこの美
うつく

しい
祈
いの

りの各
かくぶぶん

部分と同
おな

じように、次
つぎ

に
出
で

てくる部
ぶぶん

分もとても重
じゅうよう

要ですので、それ
を決

けっ
して忘

わす
れてはいけません。マタイ6:12。

わたしたちがまちがったことをした時
とき

に、神
かみさま

様にゆるしてもらう必
ひつよう

要があるで
しょうか？もちろん、それは
必
ひつよう

要です。では、神
かみさま

様はわ
たしたちをよろこんでゆるし
て下

くだ

さるでしょうか？はい、
喜
よろこ

んでゆるしてくださいま
す。『主

しゅ

の祈
いの

り』のこの部
ぶ ぶ ん

分
で、 わたしたちは神

かみさま

様に、
罪
つみ

〔負
お

い目
め

ー借
しゃっきん

金のような
もの〕をゆるしてくださるよ
うにお願

ねが

いします。ただし、神
かみさま

様がゆるし
て下

くだ

さるのは、わたしたちが他
た

の人
ひと

の罪
つみ

をよろこんでゆるす時
とき

だけです。わたした
ちが他

た

の人
ひと

をゆるすのと同
おな

じように、神
かみさま

様
もわたしたちをゆるして下

くだ

さいます。

時
ときどき

々わたしたちは、「あなたをゆるしま
す」と言

い

いながら、心
こころ

の中
なか

では、人
ひと

から
されたいやなことをいつまでも覚

おぼ

えて、恨
うら

みをいだいています。神
かみさま

様は私
わたし

たちを、
恨
うら

みをいだいたまま天
てんごく

国につれて行
い

くこと
はおできになりません。恨

うら

みは、わたし
たちの幸

しあわ

せも、他
た

の人
ひとびと

々の幸
しあわ

せも、だめ
にしてしまいます。神

かみさま

様は、恨
うら

みをとりの
ぞいて下

くだ

さるよう、わたしたちが願
ねが

うこと
を望

のぞ

んでおられます。そうすれば、他
ほか

の
人
ひと

を心
こころ

からゆるすことができるようになる

からです。14,15 節
せつ

。

ある時
とき

イエス様
さま

は、他
た に ん

人をゆるそうと
しなかった、ある男

おとこ

の話
はなし

をなさいました。
物
ものがたり

語の最
さ い ご

後に、イエス様
さま

は何
なん

とおっしゃ
いましたか？マタイ18:34,35。

自
じ ぶ ん

分にいじわるな人
ひと

や、自
じ ぶ ん

分を傷
きず

つけ
た人

ひと

を心
こころ

からゆるすのは、たやすいことで
しょうか？いいえ、決

けっ

して簡
かんたん

単ではありま
せん。大

お と な

人でさえも、だれかが自
じ ぶ ん

分に対
たい

してしたことを時
ときどきおも

々思い出
だ

し
て、心

こころ

からゆるす選
えら

びをし
ないことがあります。それは、
とても悲

かな

しいことです！神
かみさま

様
は、わたしたちが「ゆるせ
ない心

こころ

」を取
と

りのぞいてもら
う決

けっしん

心をすることを望
のぞ

んでお
られます。そうしてこそ、わ
たしたちは天

てんごく

国に行
い

く準
じゅんび

備
ができるのです。

考
かんが

えてみよう：これまでに意
い じ わ る

地悪な気
き も

持
ちになったことがあれば、今

いま

すぐ神
かみさま

様にゆ
るしていただきましょう。「いつも心

こころ

から人
ひと

をゆるすことができるように助
たす

けて下
くだ

さい」
と神

かみさま

様にお願
ねが

いしましょう。神
かみさま

様は、心
こころ

か
らわたしたちのことをゆるして下

くだ

さいます
し、同

おな

じようにわたしたちが他
ほか

の人
ひと

をゆる
すことを願

ねが

っておられます。それは、イエ
ス様

さま

に似
に

た者
もの

となる選
えら

びをしていることに
なります。

金
き ん よ う び

曜日

美
う つ く

しい祈
いの

りの次
つぎ

の部
ぶぶん

分は、こう祈
いの

る
ように教

おし
えています。「 わたしたち
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を試
こころ

み〔誘
ゆうわく

惑〕に会
あ

わせないで、悪
あ

しき
者
もの

からお救
すく

いください。」マタイ 6:13。

神
かみさま

様なくしては、わたしたちはごく自
し ぜ ん

然
にまちがった悪

わる

いことをしてしまい、いと
もかんたんにサタンの誘

ゆうわく

惑に耳
みみ

をかたむ
けてしまいます。ですから、数

かずかず

々の誘
ゆうわく

惑か
らわたしたちを遠

とお

ざけて下
くだ

さるようにと祈
いの

るのです。たとえどんな気
き も

持ちにおそわれ
ても、またサタンの誘

ゆうわく

惑がどれだけ激
はげ

しく
とも、イエス様

さま

にならいつづけることがで
きるように、神

かみさま

様の助
たす

けを祈
いの

り求
もと

めるので
す。

誘
ゆうわく

惑は、本
ほんとう

当にやってくるでしょうか？
もちろんです。わたしたちを誘

ゆうわく

惑するのを、
サタンがやめることはありません。しかし、
だからといって、わたしたちはサタンに従

したが

わなくてはいけませんか？いいえ。もしわ
たしたちが神

かみさま

様に信
しんらい

頼してお願
ねが

いするな
らば、必

ひつよう

要な時
とき

にはいつでも、サタンに
対
たい

して「ノー」と言
い

える力
ちから

が与
あた

えられるの
です。

このことを、神
かみさま

様は約
やくそく

束して下
くだ

さいまし
た。そして、神

かみさま

様は約
やくそく

束をいつでも守
まも

っ
て下

くだ

さいます。１コリント10:13。

さて、いよいよマタイ 6:13 に書
か

かれて
いる祈

いの

りの最
さ い ご

後の部
ぶ ぶ ん

分を読
よ

んでいきましょ
う。

これらの言
こ と ば

葉は、わたしたちにとって
すばらしい、愛

あい

なる天
てん

のお父
とうさま

様が、力
ちから

のあるお方
かた

であることを思
おも

い出
だ

させてく
れます。天

てん

のお父
とうさま

様は、すてきな美
うつく

し
い、完

かんぜん

全な場
ば し ょ

所を、わたしたちのために
用
よ う い

意して下
くだ

さっています。そして、サタン
は永

えいえん

遠に消
き

え去
さ

ります！もはや、誘
ゆうわく

惑され

ることはありません！悲
かな

しみもありません！
失
しつぼう

望することもありません！そして、痛
いた

みも
ありません！わたしたちはすっかり健

けんこう

康で
幸
しあわ

せになり、サタンの手
て

から永
えいえん

遠に解
かいほう

放
されるのです。

考
かんが

えてみよう：おそらく皆
みな

さんは、これ
から何

な ん ど

度も、この美
うつく

しい祈
いの

りをささげるこ
とがあるでしょう。時

とき

には、ひとりでこの
お祈

いの

りをゆっくりとなえて、ひとつ一
ひと

つの
言
こ と ば

葉の意
い み

味を考
かんが

えてみてください。よく、
他
ほか

の人
ひと

たちといっしょにこのお祈
いの

りをする
ことがあると思

おも

います。決
けっ

して、ひとつ一
ひと

つの言
こ と ば

葉の意
い み

味を考
かんが

えずに、ただ口
くちさき

先だ
けでとなえてはいけません。ぜんぶ覚

おぼ

えた
ら、敬

けい

けんな思
おも

いでとなえてください。さあ、
やってみましょう！

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★マタイ 6:1-13

★ルカ 11:1-4

★祝
しゅくふく

福の山
やま

p.127-152
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エレンがまだ少
しょうじょ

女だったころから、
イエス様

さま
は彼

かのじょ
女をご自

じ ぶ ん
分の特

とくべつ
別

な使
し し ゃ

者として選
えら

んでおられました。イエス
様
さま

から示
しめ

される数
かずかず

々の幻
まぼろし

や夢
ゆめ

をとおして、
エレンは人

ひとびと
々に、聖

せいしょ
書を勉

べんきょう
強してイエス

様
さま

のご再
さいりん

臨に備
そな

え
ることがどれほど
重
じゅうよう

要 であるかを
知
し

らせることになっ
ていました。サタ
ンは人

ひとびと
々に、イエ

ス様
さま

のご再
さいりん

臨に備
そな

えさせたくなかっ
たので、聖

せいしょ
書を憎

にく
んでいました。

ある時
とき

ジョン・ラフボローが、ミシガン
で再

さ い り ん し ん と

臨信徒の安
あんそくにちしゅうかい

息日集会について話
はな

しま
した。そこにはジェームスとエレンもいま
したし、霊

れ い ば い し

媒師〔サタンのために働
はたら

いて
いる人

ひと

〕であるブラウン博
は か せ

士という人
じんぶつ

物も
いました。ブラウン博

は か せ

士は、イエス様
さま

が
エレンにお示

しめ

しになる幻
まぼろし

を信
しん

じておらず、
もしエレンが幻

まぼろし

を見
み

る場
ば し ょ

所に自
じ ぶ ん

分がいた
ら、１分

ぷん

もたたないうちに幻
まぼろし

を止
と

めること
ができる、と言

い

いました。

その集
しゅうかい

会の間
あいだ

にエレンに幻
まぼろし

が与
あた

えられ、
ブラウン博

は か せ

士はそれを止
と

めることができま
せんでした。「ここから出

だ

してくれ！」彼
かれ

は
そう言

い

うと、あわてて部
へ や

屋を飛
と

び出
だ

しまし
た。

幻
まぼろし

が終
お

わってから、エレンはイエス様
さま

が見
み

せて下
くだ

さったことを人
ひとびと

々に話
はな

しました。
「アメリカ合

がっしゅうこく

衆国で、恐
おそ

ろしい戦
せんそう

争が起
お

こるでしょう」と、彼
かのじょ

女は言
い

いました。そ
れから、ゆっくりと部

へ や

屋の中
なか

をみまわしま
した。そして、「こ
の家

いえ

に集
あつ

まった人
ひと

たちのうち、ある
方
かたがた

々は、この戦
せんそう

争
で息

む す こ

子さんを亡
な

く
すことになるでしょ
う」と言

い

ったので
した。

裁
さいばんかん

判官と、ある有
ゆうめい

名な実
じつぎょうか

業家〔ビジネ
スマン〕が、エレンの近

ちか

くにすわっていま
した。彼

かれ

らは互
たが

いに顔
かお

を見
み あ

合わせ、首
くび

を
横
よこ

にふりました。戦
せんそう

争が起
お

こるなどまるで
信
しん

じられないことで、彼
かれ

らは自
じ ぶ ん

分の息
む す こ

子た
ちのことを心

しんぱい

配しませんでした。ところが、
それからたった数

すうしゅうかんご

週間後に、あの恐
おそ

ろし
い戦

せんそう

争が始
はじ

まったのです。

戦
せんそう

争が始
はじ

まってから、ジョン・ラフボ
ローはふたたびその家

いえ

にやって来
き

て、彼
かれ

は信
しんじゃ

者たちにエレンの幻
まぼろし

のことを思
おも

い起
お

こさせました。彼
かれ

が話
はな

していると、あの
裁
さいばんかん

判官と実
じつぎょうか

業家がハンカチを取
と

り出
だ

し、
顔
かお

をおさえました。彼
かれ

らは泣
な

いていたので
す。彼

かれ

らのうちのひとりは、ひとり息
む す こ

子を
戦
せんそう

争で亡
な

くしてしまいました。もうひとりの

お話
はな

しひろば 

恐
お そ

ろしい戦
せ ん そ う

争が本
ほ ん と う

当に起
お

こるの？
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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男
だんせい

性の息
む す こ

子は敵
てき

につかまり、牢
ろ う や

屋にいれ
られてしまいました。他

ほか

にも、6、7 人
にん

の
人
ひと

が、この戦
せんそう

争で息
む す こ

子を亡
な

くしたのでした。
もはや、教

きょうかい

会のだれも、エレンの幻
まぼろし

がイ
エス様

さま

からきたものかどうかを疑
うたが

う人
ひと

はい
ませんでした。

戦
せんそう

争の最
さいちゅう

中であったにもかかわらず、
ジョン・ラフボローともうひとりの牧

ぼ く し

師は、
テント集

しゅうかい

会をつづけることを決
けっしん

心しまし
た。ウィスコンシン州

しゅう

のある村
むら

の中
ちゅうしん

心にテ
ントを設

せ っ ち

置しましたが、そのすぐ近
ちか

くでは、
陸
り く ぐ ん た い い

軍大尉が部
ぶ か

下の訓
くんれん

練をしていました。
ジョンがテントの前

ぜんぽう

方に高
たか

いポールを立
た

てて、そこに国
こ っ き

旗をかかげると、大
た い い

尉が
訓
くんれん

練を止
や

めて、その様
よ う す

子を見
み

ていました。
それからジョンのところへやってきて、こ
う話

はな

しかけました。「あなたがたのテント
は、わたしたちがお守

まも

りいたします。」そ
れから大

た い い

尉は、ジョンにこうも言
い

いました。
「アメリカ合

がっしゅうこく

衆国の国
こ っ き

旗がかかげられて
いるところでは、そこのすべての財

ざいさん

産を守
まも

るようにと、リンカーン大
だいとうりょう

統領からお達
たっ

し
〔命

めいれい

令〕がありました。」

はたして集
しゅうかい

会が始
はじ

まると、ふたりの兵
へいたい

隊
がテントの正

しょうめん

面を前
ぜ ん ご

後に行
こうしん

進し、警
け い ご

護して
くれました。

太
たいよう

陽が強
つよ

く照
て

りつける日
ひ

など、兵
へ い し

士たち
が外

そと

に立
た

たずにすむように、ジョンが許
き ょ か

可
を与

あた

えて、彼
かれ

らをテントの中
なか

に入
い

れてあげ
ました。 大

た い い

尉がジョンに、集
しゅうかい

会の始
はじ

めに
兵
へ い し

士たちのために祈
いの

ってほしいとお願
ねが

いし
たので、ジョンは喜

よろこ

んで祈
いの

りました。「どう
か、わたしたちの国

くに

の自
じ ゆ う

由を守
まも

れるよう、
わたしたちを助

たす

けて下
くだ

さい。そして、命
いのち

を

かけて戦
たたか

っている兵
へ い し

士たちを祝
しゅくふく

福して下
くだ

さ
い。」



16

日
に ち よ う び

曜日

規
き

則
そく

〔きまり、ルール〕は大
だいじ

事だと、
あなたは思

おも
いますか？神

かみさま
様が与

あた
え

て下
くだ

さった十
じっかい

戒は完
かんぜん

全であることを、わた
したちは知

し
っています。それは、非

ひ
のうち

どころがなく、すばらしいものです。ところ
が、イエス様

さま
がこの世

せかい
界に来

こ
られる前

まえ
に、

すでに教
きょうかい

会の指
しどうしゃ

導者た
ちが、人

ひとびと
々にしたがわせ

るための余
よ け い

計な規
き そ く

則を
たくさん作

つく
り上

あ
げてし

まっていました。これら
の規

き そ く
則は、神

かみさま
様がお与

あた

えになったものではあり
ませんでした。それどこ
ろか、これらの余

よ け い
計な

規
き そ く

則は、神
かみさま

様を意
い じ わ る

地悪
で冷

つめ
たいおかたである

かのように思
おも

わせるもの
でした。

こう い っ た 多
おお

くの

規
き そ く

則の中
なか

から、安
あんそくにち

息日の守
まも

りかたについ
て、いくつか見

み

てみましょう。まず、火
ひ

を
おこしてはいけませんでした。安

あんそくにち

息日に
は、ろうそくに火

ひ

をつけることすら禁
きん

じら
れていました。また、物

もの

を運
はこ

ぶことも禁
きん

じ
られていました。ハンカチ１枚

まい

でもだめ
です。風

か ぜ

邪をひいてハンカチが必
ひつよう

要なと
きは、服

ふく

にハンカチを留
と

めつけなくては
いけませんでした。ひもを結

むす

ぶのも、ほど
くのもだめでした。書

か

くことも禁
きん

じられていま
した。また、１マイル
以
いじょうある

上歩いてもいけませ
んでした。もしもめん
どりが安

あんそくにち

息日に卵
たまご

を産
う

んだら、それを使
つか

うの
は禁

きん

じられていたので、
異
い ほ う じ ん

邦人〔ユダヤ人
じん

でな
い人

ひと

〕に売
う

るか、捨
す

て
なくてはいけませんでし
た。安

あんそくにち

息日には病
びょうにん

人を
助
たす

けることもゆるされま
せんし、鏡

かがみ

を見
み

てもい

見
み

えるようになった盲
もうじん

人

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしはよい羊
ひつじかい

飼である。

よい羊
ひつじかい

飼は、羊
ひつじ

のために命
いのち

を捨
す

てる。」

ヨハネ 10:11

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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けませんでした。

イエス様
さま

は、まちがっている規
き そ く

則にし
たがうことを拒

こば

みました。彼
かれ

は、かえって
安
あんそくにち

息日に人
ひとびと

々を助
たす

けたり、いやしたりし
て、神

かみさま

様がどんなおかたかを示
しめ

されまし
た。ですから当

とうぜん

然、祭
さ い し

司や指
し ど う し ゃ

導者たちは
イエス様

さま

のことを嫌
きら

いました。イエス様
さま

が、
彼
かれ

らの作
つく

った規
き そ く

則にしたがわなかったから
です。

考
かんが

えてみよう：人
にんげん

間が作
つく

る規
き そ く

則〔きまり〕、
すべてがよいものですか？人

にんげん

間の作
つく

った
規
き そ く

則にしたがうために、神
かみさま

様の規
き そ く

則をや
ぶらなくてはならないことになったら、わ
たしたちはどうするべきでしょうか？使

し と

徒
5:29。

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

の弟
で し

子たちでも、だれか
が病

びょうき
気になったり、何

なに
か悪

わる
いこ

とが起
お

こったりすると、それは神
かみさま

様からの
罰
ばつ

だと考
かんが

えていました。ところが、ある
安
あんそくにち

息日、弟
で し

子たちが生
う

まれつき目
め

の見
み

え
ない男

おとこ
のことをたずねると、イエス様

さま
は何

なん

とお答
こた

えになりましたか？ヨハネ 9:1-3。

イエス様
さま

は、この目
め

の見
み

えない男
おとこ

をか
わいそうに思

おも

いました。そして彼
かれ

は、ある
変
か

わった行
こうどう

動をとられたのでした。それ
は、どのようなものでしたか？6,7 節

せつ

。

男
おとこ

が池
いけ

で顔
かお

を洗
あら

ってもどってきたときに
は、イエス様

さま

はいらっしゃいませんでした
が、男

おとこ

の近
きんじょ

所の人
ひと

たちや、彼
かれ

を知
し

ってい
る人

ひと

たちはそこに何
なんにん

人かいました。男
おとこ

の
顔
かお

つきが、まるで変
か

わっているではありま

せんか。目
め

が見
み

えるようになったのです。
目
め

は明
あか

るく輝
かがや

き、恐
おそ

れと不
ふ あ ん

安の表
ひょうじょう

情は消
き

え、うれしくてにこにこしています。知
し

り合
あ

いの人
ひと

たちでさえ、彼
かれ

が本
ほんとう

当にあの目
め

の
見
み

えなかった男
おとこ

なのか自
じ し ん

信がなくなるほど
でした。8,9 節

せつ

。

男
おとこ

は、泥
どろ

を洗
あら

い落
お

とすまで何
なに

も見
み

えな
かったわけですから、当

とうぜん

然、イエス様
さま

の
お姿

すがた

も見
み

ていませんでした。彼
かれ

が知
し

って
いたのは、「イエス」という名

な ま え

前だけでし
た。10-12 節

せつ

。

安
あんそくにち

息日にいやしがおこなわれたために、
イエス様

さま

のことをパリサイ人
びと

に言
い

いつけ
たがる人

ひと

たちがいました。そして、それを
したために、大

だいろんそう

論争へとふくれあがって
いったのです。「安

あんそくにち

息日に人
ひと

をいやしたイ
エスは罪

つみびと

人である」と言
い

う人
ひと

たちもいれば、
「神

かみ

がイエスをとおしてすばらしい奇
き せ き

跡を
おこなわれたのだから、彼

かれ

が罪
つみ

びとであ
るはずがない」と言

い

う人
ひと

たちもいました。
13-16 節

せつ

。

とうとう人
ひとびと

々は目
め

の見
み

えなかった男
おとこ

に、
イエス様

さま

のことをどう思
おも

うかとたずねまし
た。17 節

せつ

。

イエス様
さま

のことを罪
つみびと

人だと思
おも

っている人
ひと

たちは、それでも信
しん

じたくありません。そ
こで彼

かれ

らは、次
つぎ

に何
なに

をしましたか？18-21

節
せつ

。

男
おとこ

の両
りょうしん

親は、なぜこのように答
こた

えたので
しょう？22 節

せつ

。

そのころのユダヤ人
じん

にとって、 会
かいどう

堂
〔教

きょうかい

会〕から追
お

い出
だ

されることは、何
なに

より
も恐

おそ

ろしいことでした。男
おとこ

の両
りょうしん

親は、何
なん

と
言
い

いましたか？23 節
せつ

。
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考
かんが

えてみよう：もしあなたが、
この目

め

の見
み

えない男
おとこ

だったとし
たら、これらすべての出

で き ご と

来事を
経
けいけん

験して、どんな気
き も

持ちになっ
ていたと思

おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

男
お と こ

の両
りょうしん

親は、目
め

の見
み

え
なかった息

むすこ
子になされたイエス様

さま

の奇
きせき

跡について語
かた

ることを恐
おそ

れたので、パ
リサイ人

びと

たちは、本
ほんにん

人であるこの男
おとこ

とも
ういちど話

はなし
をすることにしました。ヨハネ

9:24,25。

パリサイ人
びと

たちは、男
おとこ

がイエス様
さま

を信
しん

じ
ることのないように、彼

かれ

を混
こんらん

乱させようと
しました。ところが、男

おとこ

はパリサイ人
びと

たち
に、イエス様

さま

の弟
で し

子になりたくて、彼
かれ

のこ
とをもっと知

し

ろうとしているのかとたずね
ました。26,27 節

せつ

。

けれどもパリサイ人
びと

たちは、イエス様
さま

の弟
で し

子にはなりたくありませんでした。
28,29 節

せつ

。

イエス様
さま

は神
かみさま

様からつかわされたお方
かた

にちがいないと男
おとこ

が話
はな

すと、パリサイ人
びと

た
ちは怒

おこ

りだしました。そして、男
おとこ

に触
ふ

れた
くもないといったそぶりで、彼

かれ

から去
さ

って
いきました。立

た

ち去
さ

るときには、靴
くつ

のほこ
りをはらい落

お

として、男
おとこ

とはもう関
かか

わらな
いという態

た い ど

度を示
しめ

しました。こうして、男
おとこ

を会
かいどう

堂から追
お

い出
だ

したのです。両
りょうしん

親はこ
うなることを恐

おそ

れていましたが、とうとう
自
じ ぶ ん

分の息
む す こ

子の身
み

に、それが起
お

こってしま
いました。30-34 節

せつ

。

ことの次
し だ い

第を一
い ち ぶ し じ ゅ う み

部 始 終 見
ていた人

ひと

たちには、パリサイ
人
びと

の正
しょうたい

体がよくわかりました。
男
おとこ

とイエス様
さま

について彼
かれ

らが
言
い

っていることは、身
み が っ て

勝手な
悪
わるくち

口に過
す

ぎないことが明
あき

らか
なのに、どうして彼

かれ

らを尊
そんけい

敬
できるでしょう？

イエス様
さま

は、そのあいだ起
お

こっていたことを、すべてご存
ぞ ん じ

知でした。
また、サタンがあらゆる手

て

をつくして、パ
リサイ人

びと

たちをますます頑
が ん こ

固にしているこ
とも知

し

っておられました。しかしそこには、
力
ちからづよ

強い聖
せ い て ん し

天使たちもいて、男
おとこ

を勇
ゆ う き

気づけ
ていました。男

おとこ

が会
かいどう

堂から追
お

い出
だ

された
後
あと

、イエス様
さま

は何
なに

をなさいましたか？35

節
せつ

。

生
う

まれて初
はじ

めて、男
おとこ

はやさしいイエス
様
さま

のお顔
かお

を自
じ ぶ ん

分の目
め

で見
み

つめました。そ
して、熱

ねっしん

心にイエス様
さま

の質
しつもん

問に答
こた

えまし
た。36-38 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：これまでずっと目
め

の見
み

えな
かった男

おとこ

にとって、その日
ひ

はどんなに忘
わす

れ
られない、喜

よろこ

ばしい日
ひ

となったことでしょう！
あなたがこの男

おとこ

だったとしたら、イエス様
さま

に何
なん

と言
い

ったでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

イエス様
さま

が生
う

まれつき目
め

の見
み

えな
かった男

おとこ
と話

はな
しておられるとき

に、何
なんにん

人かのパリサイ人
びと

たちはすぐ近
ちか

くに
立
た

っていて、イエス様
さま

が次
つぎ

に言
い

ったことを
聞
き

いていました。イエス様
さま

は、どのような
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意
い み

味でそうおっしゃったのでしょうか？ヨ

ハネ 9:39-41。

だれかが「話
はなし

のすじが見
み

える」とか「あ
あ、何

なに

が言
い

いたいか見
み

えてきた」と言
い

う
のを聞

き

いたことがありますか？こういう人
ひと

たちは、実
じっさい

際に目
め

で何
なに

かを見
み

たのでしょう
か？いいえ、ちがいます。それは、「意

い み

味
が分

わ

かった」または「理
り か い

解できた」という
ことです。イエス様

さま

を信
しん

じないことを選
えら

ぶ
人
ひと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちのするべきことを理
り か い

解
したくないと考

かんが

えているのです。何
なん

と悲
かな

し
いことでしょう！

あなたは今
いま

までに、両
りょうしん

親が良
よ

くないと
思
おも

っている場
ば し ょ

所に行
い

ってみたい、または
悪
わる

いことをしてみたい、と思
おも

ったことはあ
りませんか？「それが悪

わる

いこととは思
おも

えな
い」と言

い

ったことはありませんか？

イエス様
さま

は、 神
かみさま

様とその律
りっぽう

法のこと
を理

り か い

解できない人
ひと

たちを助
たす

けるために、
自
じ ぶ ん

分はこの世
せ か い

界にやってきたと言
い

っておら
れたのです。イエス様

さま

は、このような人
ひと

たちが「見
み

える〔理
り か い

解できる〕」ように助
たす

けてくださいます。ただし、パリサイ人
びと

の
ように高

こうまん

慢で、自
じ ぶ ん

分たちはもう完
かんぺき

璧で何
なん

でも知
し

っている、という人
ひと

た
ちを助

たす

けることはできません。
このような人

ひと

たちは、「見
み

えて
いる」と思

おも

っていても、実
じっさい

際
は「盲

もうじん

人」なのです。そして、
イエス様

さま

を信
しん

じないことを選
えら

ぶならば、ますます見
み

えなく
なってしまうのです。

考
かんが

えてみよう：39-41 節
せつ

をも
ういちど読

よ

んでみましょう。前
まえ

に読
よ

んだ時
とき

よりもよくわかりますか？神
かみさま

様
は、人

ひとびと

々が「見
み

える」ようになることを選
えら

ぶように、強
きょうせい

制なさいますか？イエス様
さま

は、
高
こうまん

慢なパリサイ人
びと

たちのことをどう思
おも

って
おられたのでしょう？イエス様

さま

は、彼
かれ

らを
愛
あい

しておられましたか？

木
も く よ う び

曜日

アダムとエバの時
とき

から、神
かみさま

様は、わ
たしたちを邪

じゃあく
悪なサタンから救

すく
い

出
だ

すための、すばらしいご計
けいかく

画を人
ひとびと

々に
理
り か い

解させようと、あらゆる方
ほうほう

法を用
もち

いてこ
られました。たとえば、美

うつく
しい聖

せいじょ
所にある

すべての物
もの

は、イエス様
さま

のことを思
おも

い起
お

こ
させるためでした。

犠
ぎ せ い

牲としてささげる小
こひつじ

羊は、いつの日
ひ

か
イエス様

さま

が来
こ

られて、わたしたちのため
に死

し

んで下
くだ

さることを思
おも

い起
お

こさせるもの
でした。祭

さ い し

司が入
はい

って行
い

く入
いりぐち

口の垂
た

れ幕
まく

は、わたしたちが父
ちち

なる神
かみさま

様のもとへ行
い

く
には、イエス様

さま

を通
とお

してしか行
い

けないこと
を教

おし

えていました。そして、わたしたちの
暗
くらやみ

闇の世
せ か い

界では、イエス様
さま

だけが光
ひかり

であ
ることを、聖

せいじょ

所の光
ひかりかがや

輝くともし
びは表

あらわ

していました。イエス
様
さま

だけが、神
かみさま

様がどれほどわ
たしたちのことを愛

あい

しておられ
るかを示

しめ

すことができ、また、
天
てんごく

国への道
みち

を示
しめ

すことができ
ました。イエス様

さま

は、わたし
たちが毎

ま い に ち の

日飲むべき命
いのち

の水
みず

で
もあります。そして、今

いませいしょ

聖書
を読

よ

んでいるあなたは、イエ
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ス様
さま

のみ言
こ と ば

葉を「食
た

べて」
「飲

の

んで」いるのです。

イエス様
さま

が地
ちじょう

上で生
せいかつ

活し
ておられたころの人

ひとびと

々は皆
みな

、
羊
ひつじ

や羊
ひつじか

飼いについて知
し

って
いました。ある日

ひ

、羊
ひつじか

飼い
と羊

ひつじ

についてお話
はなし

なさった
イエス様

さま

は、ご自
じ ぶ ん

分のこと
を羊

ひつじか

飼い、そして人
にんげん

間のこ
とを弱

よわ

くてすぐに道
みち

に迷
まよ

い、
けがをしてしまう羊

ひつじ

のような
ものだと語

かた

られました。それぞれの羊
ひつじ

に
は名

な ま え

前がつけられており、よい羊
ひつじか

飼いに
したがう羊

ひつじ

は安
あんぜん

全でいられますが、悪
わる

い
羊
ひつじか

飼いにしたがう羊
ひつじ

は道
みち

に迷
まよ

ってしまいま
す。

羊
ひ つ じ ご や

小屋は、羊
ひつじ

が安
あんぜん

全に休
やす

めるところで
す。その小

こ や

屋にはひとつだけ扉
とびら

〔ドア〕
がありますが、イエス様

さま

は、彼
かれ

がその扉
とびら

であると言
い

われました。また彼
かれ

は、よい
羊
ひつじか

飼いでもあられます。聖
せいじょ

所の中
なか

にある
すべての物

もの

と同
おな

じように、イエス様
さま

は、わ
たしたちが必

ひつよう

要とするすべてなのです。イ
エス様

さま

に信
しんらい

頼し、したがうことによっての
み、わたしたちは安

あんぜん

全でいることができま
す。

イエス様
さま

は、羊
ひつじ

を盗
ぬす

んだり傷
きず

つけたり
するどろぼうや強

ごうとう

盗についてお話
はな

しなさい
ましたが、実

じつ

はパリサイ人
びと

のことを言
い

って
おられたのです。彼

かれ

らはイエス様
さま

のことを
嫌
きら

い、イエス様
さま

が神
かみさま

様の子
こ

であることを、
あの目

め

の見
み

えなかった男
おとこ

が信
しん

じないよう
に努

つと

めました。しかし、真
まこと

の羊
ひつじか

飼いであら
れるイエス様

さま

の声
こえ

を聞
き

いたあの男
おとこ

は、た

とえ会
かいどう

堂から追
お

い出
だ

される
ことになっても、イエス様

さま

にしたがう決
けっしん

心をしていま
した。

その日
ひ

に、イエス様
さま

が
言
い

われたことを、聖
せいしょ

書から
読
よ

んでみましょう。ヨハネ

10:9-11,14,15。

考
かんが

えてみよう：ダビデが
どれほど注

ちゅういぶか

意深く、羊
ひつじ

の
世

せ わ

話をしていたかを覚
おぼ

えて
いますか？また、ライオンや熊

くま

が羊
ひつじ

を盗
ぬす

も
うとしたとき、彼

かれ

はどれほど勇
ゆうかん

敢だったで
しょう？羊

ひつじ

をおそう獣
けもの

と戦
たたか

うことで、ダビデ
は命

いのち

を落
お

としてもおかしくありませんでし
た。イエス様

さま

は本
ほんとう

当に命
いのち

を落
お

とされました
が、わたしたちが選

えら

びさえすれば、サタン
から安

あんぜん

全に守
まも

られるように、道
みち

をひらいて
くださったのです。

金
き ん よ う び

曜日

イエス様
さま

は、やさしく愛
あいじょうふか

情深く、そ
して勇

ゆうかん
敢なわたしたちの羊

ひつじか
飼いで

す。一
いっぽう

方で、サタンを信
しん

じることを選
えら

ぶす
べての人

ひと
たち、また他

た
の人

ひと
にサタンを信

しん

じさせようとする人
ひと

たちは、羊
ひつじ

のことを気
き

にかけずに、賃
ちんぎん

金をもらうためだけに羊
ひつじか

飼
いの仕

しごと
事をしているようなものです。ヨハ

ネ10:1,12,13。

もしわたしたちが、イエス様
さま

と十
じっかい

戒にし
たがっていない人

ひと

たちの言
い

うことに耳
みみ

をか
たむけていたら、安

あんぜん

全でいられるでしょう
か？
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わたしたちの羊
ひつじか

飼いは、一
ひ と り

人ひとりの
名
な ま え

前を知
し

っていますか？この羊
ひつじか

飼いは、わ
たしたちが安

あんぜん

全についていくことができる
ようにと、先

せんとう

頭に立
た

ってすすんでくれます
か？3,4 節

せつ

。

イエス様
さま

は、わたしたちが経
けいけん

験するす
べての誘

ゆうわく

惑と困
こんなん

難を知
し

っておられます。わ
たしたちのすべてをご存

ぞ ん じ

知で、決
けっ

してわた
したちを置

お

き去
ざ

りにすることはありません。
ですから、どんなことがあってもイエス様

さま

を信
しんらい

頼することができるのです。

よい羊
ひつじか

飼いは、ひじょうに注
ちゅういぶか

意深く、
自
じ ぶ ん

分の羊
ひつじ

が食
た

べる草
くさ

が毒
どくそう

草でないかどう
か、また飲

の

ませる水
みず

がにごりのない、き
れいな水

みず

かどうかを確
たし

かめます。あなた
が今

いま

しているように、みことばを食
た

べる
とき、それが絶

ぜったい

対に安
あんぜん

全な食
しょくもつ

物であると
いう確

かくしん

信をもつことができます。聖
せいしょ

書は、
神
かみさま

様ご自
じ し ん

身からわたしたちへの真
しんじつ

実のメッ
セージですので、わたしたちは、聖

せいしょ

書に
完
かんぜん

全に信
しんらい

頼することができるのです。

この世
せ か い

界には、まだイエス様
さま

のことを知
し

らない人
ひと

たちがたくさんいます。イエス様
さま

は、そのような人
ひと

たちのことも気
き

にかけて
おられますか？16 節

せつ

。

わたしたちは、いろいろな方
ほうほう

法で、イ
エス様

さま

と十
じっかい

戒のことを伝
つた

えることができ
ます。イエス様

さま

とサタンのどちらに従
したが

う
かを選

えら

ぶ機
き か い

会がすべての人
ひと

に与
あた

えられた
ら、それからどうなるのでしょうか？マタイ

24:14,31。

考
かんが

えてみよう：夕
ゆうがた

方の家
か て い れ い は い

庭礼拝で、ヨ
ハネ 10:1-18と 25-30 節

せつ

を読
よ

んでみませ
んか？そして、イエス様

さま

がそのようなすば

らしい羊
ひつじか

飼いでいて下
くだ

さることに感
かんしゃ

謝しま
しょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ヨハネ 9,10 章
しょう

★各
かくじだい

時代の希
きぼうちゅうかん

望中巻 p.262-271 
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「さあて、出
で

かけるとしようか！い
よいよだな！」ジェームスとエ

レン・ホワイトは、うなずき合
あ

いました。「ウィ
リーもいっしょに来

き
てくれることだし、コ

ロラドの美
うつく

しい山
やま

にある小
こ や

屋ですごすの
は、私

わたし
たちにとって有

ゆ う い ぎ
意義な時

じかん
間になりそ

うね。」

幾
いくねん

年 にもわ たる
旅
りょこう

行 や 講
こうえん

演、 手
て が み

紙
や記

き じ

事を書
か

くことな
どの日

ひ び

々をすごして
きたジェームスとエ
レンは、自

じ ぶ ん

分たちに
休
きゅうか

暇が必
ひつよう

要なことを
わかっていました。
そこで、コロラドに
住
す

むエレンの姪
めい

に、
この夏

なつ

、自
じ ぶ ん

分たちの山
や ま ご や

小屋でしばらくすご
さないかと誘

さそ

われたので、ジェームスとエ
レンは行

い

くことに決
き

めました。彼
かれ

らはそこ
で、読

どくしょ

書や執
しっぴつ

筆、ハイキング、それにも
ちろん、新

しんせん

鮮な空
く う き

気や太
たいよう

陽の光
ひかり

、動
どうぶつ

物た
ちや美

うつく

しい景
け し き

色を楽
たの

しむのです。

必
ひつよう

要な荷
に も つ

物をまとめて、コロラドに到
とうちゃく

着
すると、エレンの姪

めい

の夫
おっと

であるウォリング
さんが、居

い ご こ ち

心地のよい山
や ま ご や

小屋で落
お

ち着
つ

け
るように、いろいろと手

て つ だ

伝ってくれました。
何
なに

もかも最
さいこう

高でした。彼
かれ

らはハイキングを
し、野

の

イチゴをつみ、川
かわ

の速
はや

い流
なが

れに耳
みみ

をかたむけ、美
うつく

しい日
ひ

の出
で

や日
ひ

の入
い

りの

光
こうけい

景をながめました。

ある日
ひ

のこと、ウォリングさんは彼
かれ

らに、
もう少

すこ

し上
うえ

の方
ほう

にあるきれいな湖
みずうみ

のある
場
ば し ょ

所へ行
い

き、そこにテントをはって２週
しゅうかん

間
ほどすごさないかと提

ていあん

案しました。もちろ
ん、彼

かれ

らはその話
はなし

にのったのでした。２
週
しゅうかんぶん

間分の服
ふく

や食
しょくりょう

料を準
じゅんび

備し、当
とうぜん

然あかり
も必

ひつよう

要ですので、ろ
うそくも何

なんぼん

本か持
も

っ
て行

い

きました。日
にちよう

曜
の朝

あさ

、２台
だい

の荷
に ば し ゃ

馬車
に荷

に も つ

物をつ んで 出
で

かけました。目
も く て き ち

的地
までは２日

か

かかるた
め、途

とちゅう

中で一
いっぱく

泊しま
した。翌

よくあさ

朝、ジェー
ムスとエレンとウィ

リーは馬
うま

に乗
の

って、荷
に ば し ゃ

馬車より少
すこ

し先
さき

をす
すんでいました。

ウォリングさんの 呼
よ

びとめる声
こえ

が 聞
き

こえたので、３人
にん

はふりかえりました。
「荷

に ば し ゃ

馬車の車
しゃじく

軸が、ひとつこわれてしま
いました」と彼

かれ

は言
い

いました。「わたしが
家
いえ

で車
しゃじく

軸を修
しゅうり

理してもどってくるまでの
間
あいだ

、みなさんに２、３日
にち

ここですごしても
らうしかありません。」

ところが、２、３日
にち

のはずが一
いっしゅうかん

週間に
なってしまいました。修

しゅうり

理された車
しゃじく

軸は
ウォリングさんの使

し よ う に ん

用人がとどけてくれて、

お話
はな

しひろば 

休
き ゅ う か

暇と死
し

んだオオカミ　その１
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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彼
かれ

らは湖
みずうみ

までたどり着
つ

くことができました。
使
し よ う に ん

用人はテントをたてて、たくさんの薪
たきぎ

を
集
あつ

めてくれました。それから彼
かれ

は、ウォリ
ングさんの経

けいえい

営する製
せいざいじょ

材所へともどってい
きました。

ホワイト家
け

の３人
にん

は、大
だ い し ぜ ん

自然の中
なか

で静
しず

かにくつろげるこのキャンプを、どれだけ
楽
たの

しんだことでしょう！ボートをこいだり、
ハイキングをしたり、そしてたくさんの
執
しっぴつ

筆もしました。

１週
しゅうめ

目のおわりになって、ホワイト家
け

の
３人

にん

は少
すこ

し心
しんぱい

配になってきました。彼
かれ

らが
持
も

って来
き

た食
しょくりょう

料はたったの２週
しゅうかんぶん

間分でし
た。車

しゃじく

軸の修
しゅうり

理を待
ま

たなくてはいけなかっ
たため、食

しょくりょう

料がかなり減
へ

っていたのです。
ウォリングさんは、だれかに食

しょくりょう

料を届
とど

けさ
せると約

やくそく

束してくれましたが、まだだれも
来
き

ていません。そしてジェームスは、印
いんさつ

刷
のため期

き じ つ

日までに送
おく

るべき書
しょるい

類がありまし
たが、ここでは全

まった

く、なすすべがありませ
ん。

そんなある日
ひ

、ハイキングをしていた
ジェームスとウィリーは、死

し

んだオオカミ
のそばを通

とお

りました。「きっと、自
じ ぶ ん

分よりも
大
おお

きな動
どうぶつ

物に殺
ころ

されたんだろう。いや、も
しかすると飢

う

え死
し

にしたのかもしれない。」
ハイキングをつづけながら、彼

かれ

らはそう話
はな

しました。この死
し

んだオオカミが、ジェー
ムスの期

き じ つ

日を守
まも

らせてくれることになるな
ど、ふたりは夢

ゆめ

にも思
おも

いませんでした。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

サタンは神
かみさま

様の十
じっかい

戒が大
だいきら

嫌いです。
彼
かれ

は、わたしたちがそれに従
したが

うと
幸
しあわ

せになることを知
し

っているので、人
ひとびと

々
に十

じっかい
戒が大

たいせつ
切でないものだと思

おも
わせたり、

人
にんげん

間がそれに従
したが

うのはむずかしすぎると
思
おも

わせたりします。しかし、神
かみさま

様に助
たす

けを
求
もと

めれば、十
じっかい

戒にしたがうことができるこ
とを、イエス様

さま
は示

しめ
してくださいました。

ある朝
あさはや

早く、イエス様
さま

は 12 弟
で し

子といっ

しょに、ガリラヤ湖
こ

のほとりにおられまし
た。彼

かれ

は、どうすれば御
み く に

国に入
はい

れるのか、
弟
で し

子たちにもっとくわしく教
おし

えたいと考
かんが

え
ておられました。イエス様

さま

のおっしゃる幸
しあわ

せというのは、ローマ人
びと

の支
し は い

配から解
かいほう

放
されて裕

ゆうふく

福になるというようなものではな
いことを、弟

で し

子たちは知
し

る必
ひつよう

要がありまし
た。その幸

こうふく

福は、ただ心
こころ

をつくして神
かみさま

様
を愛

あい

すること、また「自
じ ぶ ん

分を愛
あい

するように
隣
りんじん

人を愛
あい

する」という黄
おうごんりつ

金律に従
したが

うことに
よってもたらされるものです。

しばらくすると、イエス様
さま

の話
はなし

を聞
き

こう
と、次

つぎ

から次
つぎ

へと人
ひとびと

々がやってきました。
そしてまもなく、岸

き し べ

部は人
ひと

でいっぱいに
なり、場

ば し ょ

所が足
た

りないほどでした。そこ
で、イエス様

さま

はどうなさいましたか？マタ

イ 5:1。

イエス様
さま

は草
くさ

の上
うえ

にすわり、弟
で し

子たち
がそのまわりにすわり、そのほかの人

ひと

た
ちがさらにそのまわりを囲

かこ

んで、イエス様
さま

の話
はなし

に耳
みみ

をかたむけました。わたしたち
も、イエス様

さま

の語
かた

られた言
こ と ば

葉を読
よ

みなが
ら、その場

ば

の光
こうけい

景を想
そうぞう

像してみましょう。

山
さんじょう

上の垂
すいくん

訓

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「平
へ い わ

和をつくり出
だ

す人
ひと

たちは、さいわいである。

彼
かれ

らは神
かみ

の子
こ

と呼
よ

ばれるであろう。」

マタイ 5:9

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句



25

これから、９つの「祝
しゅくふく

福の
お言

こ と ば

葉」を聞
き

いていきます。
日
に ほ ん ご

本語の聖
せいしょ

書は「さいわい」
となっていますが、英

え い ご

語の
聖
せいしょ

書は「祝
しゅくふく

福」となってい
ます。どちらも同

おな

じ意
い み

味と考
かんが

えてください。では、最
さいしょ

初
の節

せつ

を読
よ

んで下
くだ

さい。3 節
せつ

。

「心
こころ

の貧
まず

しい」状
じょうたい

態が、ど
うして幸

さいわ

いだというのでしょ
う？いったい、これはどういう意

い み

味なので
しょう？

イエス様
さま

はこのことをわたしたちに理
り か い

解
させるために、いちど、ある物

ものがたり

語を話
はな

され
ました。それは、あるパリサイ人

びと

と取
しゅぜいにん

税人
が、祈

いの

りをささげるために神
しんでん

殿に行
い

くお話
はなし

です。ルカ18:9-13 をひらいて読
よ

んでみま
しょう。

考
かんが

えてみよう：自
じ ぶ ん

分が罪
つみびと

人で、助
たす

けが
必
ひつよう

要なのを知
し

っていたのは、どちらのほう
でしたか？自

じ ぶ ん

分はすでに完
かんぜん

全だと思
おも

ってい
たのは、どちらのほうでしたか？すべての
人
ひと

を愛
あい

されるイエス様
さま

は、このふたりのど
ちらも愛

あい

しておられました。しかし、イエ
ス様

さま

が助
たす

けることのできたのは、どちらの
ほうでしょう？わたしたちは絶

た

えずイエス様
さま

が必
ひつよう

要であることを、いつも覚
おぼ

えているべ
きではないでしょうか？そしてそのような人

ひと

が、「心
こころ

の貧
まず

しい人
ひと

」なのです。

月
げ つ よ う び

曜日

「心
こ こ ろ

の貧
まず

しい」状
じょうたい

態とはどのような
ものか、覚

おぼ
えていますか？それ

は、わたしたちが、どんな
時
とき

もまったくイエス様
さま

に頼
たよ

る必
ひつよう

要があることを覚
おぼ

える
ことです。わたしたちはみ
な罪

つみびと
人で、ただイエス様

さま
の

おかげで罪
つみ

がゆるされてい
ます。イエス様

さま
がわたした

ちの中
なか

に住
す

んでくださると
きのみ、彼

かれ

に似
に

る者
もの

となる
ことができます。そしてイエ

ス様
さま

を知
し

れば知
し

るほど、イエス様
さま

をどれ
だけ必

ひつよう
要としているかに気

き
づかされるので

す。自
じぶん

分の力
ちから

でサタンの攻
こうげき

撃から安
あんぜん

全で
いられることは、絶

ぜったい
対にありえません。ど

れだけ努
どりょく

力をしたとしても、自
じ ぶ ん じ し ん

分自身を
天
てんごく

国に入
はい

るにふさわしい者
もの

となるようにつ
くりかえることは、決

けっ
してできません。

イエス様
さま

が決
けっ

していだかない思
おも

いを
いだき、イエス様

さま

が決
けっ

してなさらないこ
とをしてしまったとき、そのことを後

こうかい

悔し
て悲

かな

しむでしょうか？まちがった行
こ う い

為は、
最
さいしゅうてき

終的にわたしたちを傷
きず

つけ、イエス様
さま

までも傷
きず

つけます。しかし、ずっと悲
かな

しん
でばかりいる必

ひつよう

要はありません。イエス様
さま

はいつでもよろこんでゆるして下
くだ

さいますし
（第

だい

1 ヨハネ 1:19）、わたしたちをなぐさ
め、もういちど立

た

ち直
なお

れるように助
たす

けて下
くだ

さいます。マタイ 5:4。

もしわたしたちが自
じ ぶ ん

分を完
かんぜん

全だと思
おも

って
いるとしたら、イエス様

さま

のことも、イエス
様
さま

がいかに完
かんぜん

全なお方
かた

であられるかも分
わ

かっていないということです。それでは、
昨
き の う ま な

日学んだあの高
こうまん

慢なパリサイ人
びと

と同
おな

じ
です。すべての人

ひと

は、自
じ ぶ ん じ し ん

分自身の生
しょうがい

涯の
代
か

わりに、イエス様
さま

の完
かんぜん

全な生
しょうがい

涯を選
えら

ぶ
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ことによって天
てんごく

国へ行
い

くことができるので
す。自

じ ぶ ん

分が何
なに

かすばらしいことをしたから
天
てんごく

国に入
い

れる、という人
ひと

はだれもいませ
ん。

イエス様
さま

の物
ものがたり

語に出
で

てきた取
しゅぜいにん

税人の
ように、柔

にゅうわ

和〔従
じゅうじゅん

順〕な人
ひと

たちだけが、
天
てんごく

国に入
はい

ることができます。5 節
せつ

。

次
つぎ

にイエス様
さま

は、「飢
う

え渇
かわ

いている」
状
じょうたい

態について話
はな

されました。6 節
せつ

。

義
ぎ

に飢
う

え渇
かわ

いているというのは、イエ
ス様

さま

のようになりたいと真
まごころ

心から願
ねが

うこと
を意

い み

味します。それは、
聖
せいしょ

書の中
なか

でイエス様
さま

が
語
かた

っておられることを学
まな

ぶという意
い み

味です。イエ
ス様

さま

に助
たす

けを求
もと

めつづけ、
彼
かれ

について学
まな

びつづけると
き、わたしたちは満

み

たされ
るのです。

考
かんが

えて み よう：3-6 節
せつ

を読
よ

んで下
くだ

さい。そして、
これらの聖

せ い く

句がどういう
意

い み

味なのか、わかった
ことを話

はな

してみま
しょう。

火
か よ う び

曜日

ガリラヤ湖
こ ち か

近くの山
やま

の上
うえ

で、イエス
様
さま

は幸
しあわ

せになる〔祝
しゅくふく

福をうける〕
ためのいくつかの方

ほうほう
法について語

かた
られまし

た。次
つぎ

の聖
せ い く

句は、あわれみ深
ふか

いことにつ
いて述

の
べられています。マタイ 5:7。

「あわれみ〔情
なさ

け〕深
ぶか

い」というのは、
イエス様

さま

のように親
しんせつ

切で、寛
かんだい

大〔思
おも

いや
りがあり、むやみに人

ひと

を責
せ

めない〕で、
役
やく

に立
た

つことです。多
おお

くのパリサイ人
びと

は、
情
なさ

け深
ぶか

くありませんでした。病
びょうき

気の人
ひと

や貧
まず

しい人
ひと

たちは、罪
つみ

を犯
おか

したために神
かみさま

様か
ら罰

ばつ

をうけていると考
かんが

えていたので、かわ
いそうに思

おも

いませんでした。「あわれみ深
ぶか

い」ことは、たとえ相
あ い て

手があやまらなくて
も、その人

ひと

をゆるすことでもあります。パ
リサイ人

びと

たちは、決
き

められた数
かず

だけゆる
せばよいと考

かんが

えていました。その分
ぶん

だけゆ
るせば、もうゆるすことをやめるのです。
もしイエス様

さま

が、パリサイ人
びと

のように私
わたし

た
ちをあつかわれたとしたら、どうなるでしょ
うか？

その日
ひ

、イエス様
さま

はつづけてこう言
い

わ
れました。「心

こころ

の清
きよ

い人
ひと

たちは幸
さいわ

いである。
彼
かれ

らは神
かみ

を見
み

るであろう。」8 節
せつ

。

澄
す

んだきれいな水
みず

には、ばい菌
きん

やゴミ
が入

はい

っていますか？いいえ。清
きよ

い心
こころ

とは、
どのような心

こころ

なのでしょう？イエス様
さま

は
幼
おさな

いころ、どうして澄
す

んだ
きれいな心

こころ

でいられた
のでしょうか？

イエ ス 様
さま

は、 あ な
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たやわたしにもできるような方
ほうほう

法で、ご
自
じ ぶ ん

分の心
こころ

を清
きよ

くたもたれました。イエス様
さま

は、意
い じ わ る

地悪で自
じ ぶ ん か っ て

分勝手な考
かんが

えをすること
を選

えら

ばないように、毎
まいにちかみさま

日神様からの助
たす

け
を求

もと

めました。また、下
げ ひ ん

品な冗
じょうだん

談や不
ふじゅん

純
〔純

じゅんすい

粋でない〕な話
はなし

には絶
ぜったい

対に耳
みみ

をかた
むけない決

けっしん

心をしておられました。イエス
様
さま

が反
はんこう

抗したり、ぐちをこぼしたり、人
ひと

を
からかったり、おろかな言

こ と ば

葉を口
くち

にしたと
思
おも

いますか？もし、イエス様
さま

の家
いえ

にラジオ
やテレビがあったとしたら、あなたがする
のと同

おな

じように、それらを見
み

たり聞
き

いたり
したと思

おも

いますか？

考
かんが

えてみよう：あわれみ深
ぶか

く清
きよ

い心
こころ

をも
つために、あなたはどういう学

まな

びをしてい
ますか？

水
す い よ う び

曜日

平
へ い

和
わ

をつくりだす人
ひと

は、ふつうみん
なから好

す
かれます。もしかしたら、

あなたもそんな人
ひと

になりたいと思
おも

っている
かもしれません。そのような人

ひと
たちについ

て、イエス様
さま

は何
なん

と言
い

われましたか？マタ

イ 5:9。

アダムとエバが罪
つみ

を犯
おか

して以
い ら い

来、わた
したちは、自

し ぜ ん

然と〔生
う

まれつき〕サタンに
したがう者

もの

になっています。争
あらそ

いや怒
いか

り、
嫉
し っ と

妬、憎
にく

しみが世
せ か い

界に、また多
おお

くの家
か て い

庭
にまで広

ひろ

がっています。それは、イエス
様
さま

だけがわたしたちの心
こころ

を平
へ い わ

和と愛
あい

とで
みたして下

くだ

さるという事
じ じ つ

実を、わたしたち
が知

し

ったり思
おも

い出
だ

したりしないようにと、
サタンができるかぎりの手

て

をつくしている

からです。

アダムとエバが初
はじ

めてサタンにしたがっ
てすぐに、ふたりはお互

たが

いを責
せ

め始
はじ

めま
したね？彼

かれ

らの息
む す こ

子のひとりは、兄
きょうだい

弟を
殺
ころ

してしまいました。しかし、もしわたし
たちがイエス様

さま

の近
ちか

くにいることを選
えら

ぶな
らば、イエス様

さま

が他
た

の人
ひと

を大
だ い じ

事にしたよ
うに、わたしたちも他

た

の人
ひと

を大
だ い じ

事にするこ
とができるようになります。そうしてはじ
めて、わたしたちは「平

へ い わ

和をつくり出
だ

す
人
ひと

」となれるのです。そうなると、何
なに

もの
もわたしたちの思

おも

いを乱
みだ

したり、落
お

ちこま
せたりすることはできません。心

こころ

は平
へいあん

安
〔平

へ い わ

和〕にみちていて、他
た

の人
ひと

とも平
へ い わ

和
を分

わ

かち合
あ

わずにはいられなくなります。
ローマ 12:18 は、何

なに

をするように教
おし

えてい
ますか？

こんどは、マタイ 5:10,11を読
よ

んでみま
しょう。他

た

の人
ひと

からばかにされたり、だま
されたり、傷

きず

つけられたりしてもなお、わ
たしたちは喜

よろこ

んでいられるでしょうか？正
ただ

しいことをしようと決
けっしん

心し、イエス様
さま

に
忠
ちゅうじつ

実であることを選
えら

んだために、人
ひとびと

々から
嫌
いや

なことをされたとしたらどうでしょう？だ
れに何

なに

を言
い

われても、また何
なに

をされても、
本
ほんとう

当に喜
よろこ

んでいられるのでしょうか？はい！
イエス様

さま

はそうなさいました。そして彼
かれ

は、
わたしたちも同

おな

じようにできる力
ちから

を与
あた

えて
くださるのです。ヨハネ16:33。

たしかに、この世
よ

ではかならず悩
なや

みや
苦
くる

しみにあいます。しかしイエス様
さま

は、1
分
ぷん

たりともわたしたちから離
はな

れることはあり
ません。何

なに

よりもうれしいのは、イエス様
さま

がおいでになって、わたしたちを天
てんごく

国へ
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つれて行
い

って下
くだ

さるときに、すべての問
もんだい

題
が完

かんぜん

全になくなることです。マタイ 5:12。

考
かんが

えてみよう：こんどは、3-12 節
せつ

にもどっ
て読

よ

んでみましょう。幸
しあわ

せになることにつ
いて、それぞれの節

せつ

は何
なん

と言
い

っています
か？

木
も く よ う び

曜日

あなたは今
いま

までに、お母
かあ

さんが塩
しお

を入
い

れ忘
わす

れて作
つく

った料
りょうり

理を食
た

べ
たことがありますか？それを食

た
べたとた

ん、おそらく「お母
かあ

さん、塩
しお

を入
い

れるの忘
わす

れたでしょ？！」と言
い

ったでしょうね。

「幸
さいわ

いな人
ひとびと

々」について話
はな

されたあと、
彼
かれ

を愛
あい

することを選
えら

ぶ人
ひとびと

々は、食
た

べ物
もの

と
混
ま

ざってその味
あじ

を良
よ

くする「塩
しお

」に似
に

てい
ると、イエス様

さま

は言
い

われました。「塩
しお

」は
「愛

あい

」のようなものです。食
た

べ物
もの

に入
はい

って
いる塩

しお

のように、わたしたちが言
い

うことや
することのすべてには、愛

あい

が入
はい

っていなく
てはいけません。

愛
あい

は、イエス様
さま

からくるものです。わ
たしたちの心

こころ

に愛
あい

があれば、すべての人
ひと

がそれに気
き

づきます。あなたはこれまで
に、したがいたい気

き も

持ちからではなく、し
たがわなくてはいけな
いからという義

ぎ む か ん

務感か
ら、従

したが

ったことがあり
ますか？そのような人

ひと

たちのことを、イエス
様
さま

は「本
ほんらい

来の味
あじ

をなく
した塩

しお

」に似
に

ていると
言
い

われました。マタイ

5:13。またイエス様
さま

は、暗
くらやみ

闇
に輝

かがや

く光
ひかり

となることについても
話
はな

されました。14-16 節
せつ

。

たとえ幼
おさな

い子
こ ど も

供であっても、
イエス様

さま

のための輝
かがや

く光
ひかり

とな
ることができます。イエス様

さま

のようになることを選
えら

ぶとき、わたしたち
は彼

かれ

の光
ひかり

を受
う

けて輝
かがや

くのです。いつも明
あか

るく、喜
よろこ

びの表
ひょうじょう

情をたたえ、やさしく、人
ひと

を助
たす

け、そして両
りょうしん

親のいうことにすぐに従
したが

うことなどのすべては、わたしたちの光
ひかり

を
イエス様

さま

のために輝
かがや

かせていることになり
ます。他

た

の人
ひと

たちを幸
こうふく

福にし、わたした
ち自

じ し ん

身も幸
しあわ

せになります。そして何
なに

よりも、
イエス様

さま

に喜
よろこ

んでいただくことになります。

考
かんが

えてみよう：愛
あい

についての歌
うた

や、光
ひかり

を
輝
かがや

かせることについての歌
うた

を知
し

っています
か？思

おも

い出
だ

したら、ぜひ歌
うた

ってみてくださ
い。

金
き ん よ う び

曜日

山
や ま

のそばにすわって話
はなし

を聞
き

いている
群
ぐんしゅう

衆をご覧
らん

になったイエス様
さま

は、
彼
かれ

らの多
おお

くが失
しつぼう

望しているのがわかりまし
た。彼

かれ
らは、イエス様

さま
が話

はな
しておられる

国
くに

とはちがう国
くに

を期
きたい

待していました。彼
かれ

ら
のことを愛

あい
しておられたイエス様

さま
は、サタ

ンの国
くに

がどんなにひどいものかを知
し

ってお
られたので、彼

かれ
らに幸

こうふく
福な神

かみ
の国

くに
を味

あじ
わっ

てもらいたかったのでした。今
いまかた

語られてい
るこの大

たいせつ
切な真

し ん り
理を彼

かれ
らが信

しん
じて選

えら
ぶこ

とを、イエス様
さま

はどんなに願
ねが

っておられた
ことでしょう！しかし、彼

かれ
らのまちがった
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考
かんが

えを変
か

えるのは決
けっ

して簡
かんたん

単ではないこ
とも、知

し
っておられました。

イエス様
さま

が山
やま

の上
うえ

のほうに目
め

をやると、
かたい岩

いわ

の上
うえ

に建
た

てられた家
いえいえ

々が何
なんげん

軒か
ありました。それらの家

いえいえ

々が、何
なんびゃくねん

百年も
の間

あいだ

、ずっとそこにたっているのを人
ひとびと

々は
知
し

っていました。風
かぜ

や雨
あめ

、そして洪
こうずい

水でさ
えも、これらの家

いえ

を害
がい

することはできませ
んでした。これらの家

いえ

を建
た

てるのは、大
たいへん

変
な重

じゅうろうどう

労働でした。家
いえ

を建
た

てるための材
ざいりょう

料
を運

はこ

ぶのにも、けわしい場
ば し ょ

所を登
のぼ

らなく
てはなりませんでした。しかし、これらの
重
じゅうろうどう

労働も、すべて価
か ち

値のあるものでした。
彼
かれ

らの建
た

てた家
いえいえ

々は、長
ながねん

年にわたり頑
がんじょう

丈
で安

あんぜん

全だったからです。

それからイエス様
さま

は、海
うみ

や川
かわ

や湖
みずうみ

の近
ちか

くに家
いえ

を建
た

てた人
ひと

たちのことを考
かんが

えました。
そういった場

ば し ょ

所に家
いえ

を建
た

てるのは、それ
ほど大

たいへん

変な仕
し ご と

事ではありませんでした。
土
ど だ い

台となる地
じ め ん

面は、山
やま

にある家
いえいえ

々のよう
なかたい岩

いわ

ではなかったにもかかわらず、
それでも大

だいじょうぶ

丈夫、安
あんぜん

全だろうと考
かんが

えたので
した。ところが雨

あめ

がふり、川
かわ

の水
みず

が山
やま

から
ものすごい勢

いきお

いで流
なが

れてきて、時
とき

にはこ
れらの家

いえ

のたっている場
ば し ょ

所が洪
こうずい

水になっ
たこともありました。ひとたび洪

こうずい

水が起
お

こ
ると、彼

かれ

らの家
いえいえ

々は破
は か い

壊され、すっかり流
なが

されてしまいました。イエス様
さま

は、人
ひとびと

々を
帰
かえ

す前
まえ

に、岩
いわ

の上
うえ

に家
いえ

を建
た

てたかしこい
人
ひと

と、砂
すな

の上
うえ

に家
いえ

を建
た

てたおろかな人
ひと

の
物
ものがたり

語を話
はな

されました。マタイ 7:24-27。

人
ひとびと

々は家
いえ

へ帰
かえ

る道
みち

すがら、考
かんが

えることが
たくさんありました。まちがった悪

わる

い習
しゅうかん

慣
を改

あらた

めることは簡
かんたん

単ではないけれども、

彼
かれ

らは、あのかしこい人
ひと

のようになろうと
するでしょうか？本

ほんとう

当の幸
しあわ

せを手
て

に入
い

れる
には、その道

みち

〔方
ほうほう

法〕しかないのです。
28,29 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなた自
じ し ん

身はどうですか？
イエス様

さま

のようになることを選
えら

ぶのは、い
つでも簡

かんたん

単なことですか？いいえ、そうで
はありませんね。でもこの選

えら

びをするとき
に、わたしたちは、もっとうれしい気

き も

持ち
になれますか？他

ほか

にだれが、このことを喜
よろこ

んでくれるでしょうか？あなたがイエス様
さま

に
変

か

えてもらいたいことは何
なん

ですか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★マタイ 5-7 章

しょう

★ルカ 6:20-49

★祝
しゅくふく

福の山
やま

p.7-55



30

ジェームスとエレン・ホワイト、ま
た彼

かれ
らの息

むすこ
子のウィリーは、コロ

ラドにある湖
みずうみ

のそばでキャンプをしていま
した。持

も
ってきた食

しょくりょう
料はもうすぐ底

そこ
をつ

きそうで、ろうそくはすべて使
つか

いはたして
しまいました。
それに加

くわ
えて

ジェームスは、
印
いんさつ

刷してもら
わないといけ
な い 大

たいせつ
切 な

資
しりょう

料を、期
き げ ん

限
ま で に 送

おく
る

手
しゅだん

段がまった
くありませんで
した。

ジェームスとウィリーがハイキングをし
たその日

ひ

のことです。ふたりは、魚
さかな

をひき
とって売

う

りに出
だ

すというある男
おとこ

の人
ひと

が、そ
の日

ひ

の夜
よる

に到
とうちゃく

着し、次
つぎ

の朝
あさはや

早くに帰
かえ

ること
を知

し

りました。ジェームスが印
いんさつ

刷の期
き じ つ

日に
間
あいだ

に合
あ

わせると約
やくそく

束したあの資
しりょう

料を、彼
かれ

に持
も

って行
い

ってもらえるはずです。

ジェームスはただちに、原
げんこう

稿を完
かんせい

成さ
せようと机

つくえ

に向
む

かいました。書
か

きながら、
彼
かれ

は太
たいよう

陽に目
め

をやりました。もうすぐ暗
くら

く
なるというのに、手

て も

持ちのろうそくは使
つか

い
はたしてしまっています。それでも、原

げんこう

稿
を仕

し あ

上げなくてはなりません。暗
くらやみ

闇の中
なか

で、

どうやって書
か

くことができるというのでしょ
う？

すると不
ふ い

意に、ジェームスはあることを
思
おも

いつきました。「ウィリー、ウィリー！来
き

てくれないか！原
げんこう

稿を何
なに

がなんでも完
かんせい

成さ
せるために、ど
うしても明

あ

かり
が 必

ひつよう

要 な んだ
よ。 僕

ぼく

た ち が
通
とお

った 道
みち

で 見
み

た、あの死
し

んだ
オオカミを覚

おぼ

え
て い る か い？」
ウィリーは思

おも

い
出
だ

しました。「あ
れを見

み

つけてこ
れるかな？」ジェームスはたずねました。
ウィリーは、見

み

つけられると思
おも

いました。
「なら、ナイフと鍋

なべ

を持
も

ってあのオオカミ
の死

し た い

体のところへ行
い

って、とれるかぎりの
脂
し ぼ う

肪の部
ぶ ぶ ん

分を切
き

りとってきてほしいんだ。」
ウィリーが出

で

かけようとするとき、ジェーム
スはつけ加

くわ

えました。「念
ねん

のため、猟
りょうじゅう

銃を
もって行

い

きなさい。あの辺
あた

りに、暗
くら

くなっ
たら熊

くま

がうろうろしているだろうからね。」

猟
りょうじゅう

銃とナイフと鍋
なべ

を肩
かた

にかついで、ウィ
リーはあの死

し

んだオオカミを探
さが

しに出
で

かけ
ました。「まだコヨーテにとられてなけれ
ばいいが…」と思

おも

いました。いよいよそ

お話
はな

しひろば 

休
き ゅ う か

暇と死
し

んだオオカミ　その 2
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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の場
ば し ょ

所にやってくると、死
し た い

体はまだそこに
ありました。ウィリーは死

し た い

体のそばにひざ
まずき、注

ちゅういぶか

意深く、とれるだけの脂
し ぼ う

肪の
部
ぶ ぶ ん

分を切
き

りとりました。最
さ い ご

後にはそれが、
１カップ半

はん

ほどの量
りょう

になりました。

キャンプにもどると、ジェームスはこの
脂
し ぼ う

肪をコンロの上
うえ

で溶
と

かし、お皿
さら

のはし
の方

ほう

へ注
そそ

ぎました。それから、しっかり
とねじったぼろきれを溶

と

かした油
あぶら

〔脂
し ぼ う

肪〕
に入

い

れました。火
ひ

をつけてみると…つくで
はありませんか。ついに明

あ

かりを手
て

に入
い

れたのです！

ジェームスは、急
いそ

いで仕
し ご と

事にとりかかり
ました。10 時

じ

、11 時
じ

・・・お皿
さら

にはま
だ、溶

と

かした油
あぶら

が残
のこ

っています。12 時
じ

に
なりました。とうとうジェームスは原

げんこう

稿を
完
かんせい

成させました。お皿
さら

にはまだ、いくらか
油
あぶら

が残
のこ

っていました。彼
かれ

は明
あ

かりを消
け

し、
眠
ねむ

りにつきました。朝
あさ

がくると、男
おとこ

の人
ひと

は、この大
だ い じ

事な書
しょるい

類をうけとり、馬
うま

に乗
の

っ
て去

さ

って行
い

きました。ジェームスは、書
しょるい

類
が出

しゅっぱんしゃ

版社へ期
き じ つ

日どおりに届
とど

くことがわかっ
て、胸

むね

をなでおろしたのでした。

そのおよそ一
いっしゅうかんご

週間後、やっとウォリング
さんが来

き

てくれました。キャンプをしてい
た３人

ひと

は、ウォリングさんと彼
かれ

が持
も

って来
き

てくれた食
しょくりょう

糧やその他
た

の必
ひつじゅひん

需品を見
み

て、
どんなに喜

よろこ

んだことでしょう！ウォリングさ
んは、製

せいざいじょ

材所で問
もんだい

題が起
お

きたことを話
はな

し
ました。しかも彼

かれ

は、ホワイト家
け

の人
ひとびと

々の
食
しょくりょう

糧 がなくなりそうだったことに気
き

づい
ていなかったのです。しかし今

いま

では、す
べてがまたうまくいっています。そして、
湖
みずうみ

への旅
たび

を実
じつげん

現できたことをみんなで喜
よろこ

びました。また、ジェームスの手
て が み

紙の期
き じ つ

日
を守

まも

らせてくれたあのオオカミのことも、
忘
わす

れられない経
けいけん

験となりました。

（おわり）
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日
に ち よ う び

曜日

今
こ ん

週
しゅう

は、ふたつのすばらしい物
ものがたり

語
をお勉

べんきょう
強します。最

さいしょ
初に出

で
てくる

物
ものがたり

語は、ローマの軍
ぐんたい

隊の、ある偉
えら

い役
やくにん

人
のお話

はなし

です。彼
かれ

は 100 人
にん

の兵
へいたい

隊を率
ひき

いて
いたので「百

ひゃくそつちょう
卒 長」と呼

よ
ばれていました。

本
ほんとう

当の名
なまえ

前はわかりませんが、この役
やくにん

人
がイエス様

さま
のことを知

し
っていて、信

しん
じてい

たことはたしかです。

ローマ人
びと

は偶
ぐうぞう

像を礼
れいはい

拝し、またローマ
の皇

こうてい

帝をも拝
おが

んでいました。しかし、この
役
やくにん

人は真
まこと

の神
かみさま

様について学
まな

び、その神
かみさま

様
を信

しん

じていました。彼
かれ

はユダ
ヤ人

じん

に親
しんせつ

切で、また友
ゆうこうてき

好的で、
ユダヤ人

じん

のために会
かいどう

堂まで建
た

ててあげました。イエス様
さま

の
教
おし

えや活
かつどう

動を耳
みみ

にした彼
かれ

は、
これこそ神

かみさま

様からつかわされ
たお方

かた

にちがいないと思
おも

いま
した。

ところが、あることがこの百
ひゃくそつちょう

卒長をひじょ
うに悩

なや

ませていました。それは何
なん

でした
か？ルカ 7:1,2。

イエス様
さま

がカペナウムにもどって来
こ

られ
ることを知

し

った百
ひゃくそつちょう

卒長は、彼
かれ

のしもべをイ
エス様

さま

にいやしていただきたいと思
おも

いまし
た。自

みずか

らイエス様
さま

のところへ出
で

かけて行
い

っ
て、しもべをいやして下

くだ

さるようにお願
ねが

い
することもできたはずですが、そうはしま
せんでした。自

じ ぶ ん

分がイエス様
さま

と話
はなし

をする
のに、ふさわしくない人

にんげん

間だと考
かんが

えていた
からです。そこで百

ひゃくそつちょう

卒長は、ユダヤ人
じん

の
長
ちょうろう

老たちに何
なに

をお願
ねが

いしましたか？3 節
せつ

。

長
ちょうろう

老たちはイエス様
さま

のところへと急
いそ

ぎま
した。百

ひゃくそつちょう

卒長がユダヤ人
じん

のた
めに会

かいどう

堂まで建
た

ててくれたの
で、彼

かれ

らは喜
よろこ

んで百
ひゃくそつちょう

卒長を助
たす

けました。彼
かれ

らは、イエス様
さま

に何
なん

と言
い

いましたか？4,5 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、
この百

ひゃくそつちょう

卒長がカペナウムにい
るユダヤ人

じん

にとても親
しんせつ

切なこ

すばらしいいやし主
ぬし

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

にはなんでもできないことはありません。」

ルカ 1:37

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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とを喜
よろこ

ば れましたが、 それ
が理

り ゆ う

由でこの百
ひゃくそつちょう

卒長を助
たす

け
たと思

おも

いますか？わたしたちが
「良

よ

い人
にんげん

間」であるときだけ、
わたしたちを愛

あい

し、祝
しゅくふく

福して
下
くだ

さるのですか？それとも、イ
エス様

さま

はずっと、どんな時
とき

も
わたしたちを愛

あい

して下
くだ

さいま
すか？「悪

あくにん

人」に神
かみさま

様がお与
あた

えになっている祝
しゅくふく

福には、ど
んなものがありますか？

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

は、重
おも

い病
びょうき

気のしもべが
いる 百

ひゃくそつちょう
卒 長 をよろこんで助

たす
け

ようと思
おも

われました。そして、ただちに
百
ひゃくそつちょう

卒 長 の家
いえ

へと歩
ある

き始
はじ

めました。

百
ひゃくそつちょう

卒 長 はまさか、イエス様
さま

が実
じっさい

際に
自
じ ぶ ん

分の家
いえ

まで来
き

て、しもべをいやして下
くだ

さ
るなど考

かんが

えもしませんでした。イエス様
さま

が
ただお言

こ と ば

葉を下
くだ

されば、しもべはいやされ
るとかたく信

しん

じていたのです。

イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分の家
いえ

に向
む

かっていること
を聞

き

いた百
ひゃくそつちょう

卒長は、すぐに友
ゆうじん

人たちにたの
んでイエス様

さま

のところへ行
い

ってもらい、家
いえ

ま
で来

き

ていただく必
ひつよう

要はないことを伝
つた

えさせ
ました。ところがイエス様

さま

は、それでもまっ
すぐ百

ひゃくそつちょう

卒長の家
いえ

へ向
む

かって歩
ある

きつづけま
す。

それを知
し

った百
ひゃくそつちょう

卒長は、もう自
じ ぶ ん

分がなん
とかするしかないと思

おも

い、イエス様
さま

に会
あ

い
に行

い

きました。彼
かれ

はイエス様
さま

に、わざわざ
来
き

てもらう必
ひつよう

要はないことと、なぜ自
じ ぶ ん

分がそ

う信
しん

じているかを説
せつめい

明しまし
た。しもべをいやしてもらう
のに必

ひつよう

要なのは、イエス様
さま

のお言
こ と ば

葉だけだったからで
す。

このローマのえらい役
やくにん

人の
言
こ と ば

葉を聞
き

いて、イエス様
さま

の
心
こころ

は喜
よろこ

びでいっぱいだったこ
とでしょう。マタイ 8:8,9。

それは、百
ひゃくそつちょう

卒長が自
じ ぶ ん

分の
兵
へ い し

士やしもべに対
たい

して命
めいれい

令を
下
くだ

すと、彼
かれ

らがかならず命
めいれい

令にしたがうこと
と似

に

ていました。彼
かれ

らがしたがうのは、ロー
マ帝

ていこく

国が強
つよ

い権
けんりょく

力をもっていて、百
ひゃくそつちょう

卒長が
ローマの役

やくにん

人だったからです。しかし、イ
エス様

さま

は神
かみ

としての力
ちから

をもっておられたの
で、ローマよりもはるかに力

ちから

のあるお方
かた

で
した。神

かみさま

様は全
ぜんのう

能の神
かみ

です。この役
やくにん

人は、
イエス様

さま

がただお言
こ と ば

葉を下
くだ

さるだけで十
じゅうぶん

分
であることと、イエス様

さま

が命
めいれい

令なさると必
かなら

ず
そのとおりになることを知

し

っていました。

イエス様
さま

は、このローマの役
やくにん

人に何
なん

と
言
い

われましたか？彼
かれ

らが話
はな

している間
あいだ

に、
百
ひゃくそつちょう

卒 長の家
いえ

では何
なに

が起
お

きていましたか？
13 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：13 節
せつ

の中
なか

に、イエス様
さま

が百
ひゃくそつちょう

卒長のしもべをいやすことができた
理
り ゆ う

由が、ひとつの言
こ と ば

葉であらわされていま
す。その言

こ と ば

葉とは何
なん

ですか？

火
か よ う び

曜日

息
む す

子
こ

が病
びょうき

気で死
し

にかけていたとき
に、カペナウムからカナの町

まち
まで
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イエス様
さま

に会
あ

いに行
い

って助
たす

けを求
もと

めた、ユダヤの役
やくにん

人の
お話

はなし
を覚

おぼ
えていますか？イエ

ス様
さま

に会
あ

ったとき、彼
かれ

はがっ
かりしました。そして、もし
息
むすこ

子がいやされたら、イエス
様
さま

を信
しん

じようと決
き

めました。
その態

た い ど
度は、百

ひゃくそつちょう
卒 長の信

しんこう
仰

とどうちがっていましたか？

百
ひゃくそつちょう

卒 長 の話
はなし

を聞
き

いたイ
エス様

さま

は、たいへん驚
おどろ

かれ
ました。イエス様

さま

の親
しんぞく

族や
友
ゆうじん

人、またはこれまでに話
はなし

を
してきた何

なんぜんにん

千人もの人
ひとびと

々の中
なか

に、百
ひゃくそつちょう

卒 長
のような信

しんこう

仰をあらわした人
ひと

はひとりもい
なかったからです。まわりにいる群

ぐんしゅう

衆をふ
りかえって、イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃいま
したか？マタイ 8:10。

ユダヤ人
じん

たちは、自
じ ぶ ん

分たちはアブラハ
ム、イサク、ヤコブの子

し そ ん

孫なので、かな
らず天

てんごく

国へ行
い

けると信
しん

じきっていました。
ところが、イエス様

さま

が話
はな

されたことは、お
そらく彼

かれ

らが考
かんが

えもしなかったことでした。
世
せかいじゅう

界中のさまざまな国
くに

の人
ひと

たちが、アブ
ラハムやイサクやヤコブとともに天

てんごく

国にい
るだろうと彼

かれ

は言
い

われましたが、自
じ ぶ ん

分は
天
てんごく

国に入
はい

れるとばかり思
おも

っていた人
ひと

たちの
多
おお

くが、逆
ぎゃく

に入
はい

れないだろうというのです。
彼
かれ

らを救
すく

うことのできる唯
ゆいいつ

一のおかたを拒
こば

みつづけていたからです。11,12 節
せつ

。

アブラハムとイサクとヤコブが天
てんごく

国に
入
はい

るのは、彼
かれ

らが神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、
十
じっかい

戒にしたがうことを選
えら

んだからです。彼
かれ

らは、いつの日
ひ

か神
かみさま

様ご自
じ し ん

身が真
まこと

の小
こひつじ

羊

となられることを知
し

って
いました。わたしたちを
サタンから自

じ ゆ う

由にするた
めに、彼

かれ

はわたしたちの
ために死

し

んでくださるの
です。しかし、ほとんど
の人

ひと

はイエス様
さま

を拒
こば

むこ
とになります。彼

かれ

らは、
ちがうメシヤを期

き た い

待して
いました。つまり、自

じ ぶ ん

分
たちを罪

つみ

からではなく、
ローマ人

びと

から自
じ ゆ う

由にして
くれる救

すく

い主
ぬし

を望
のぞ

んでい
たのです。

考
かんが

えてみよう：いよいよイエス様
さま

がおい
でになるとき、自

じ ぶ ん

分は救
すく

われるという確
かくしん

信
を、どうやったらもつことができますか？

水
す い よ う び

曜日

百
ひ ゃ く

卒
そっちょう

長 のしもべをおいやしになっ
た次

つぎ
の日

ひ
、イエス様

さま
は弟

で し
子たち

といっしょに、ナインと呼
よ

ばれる村
むら

へ行
い

きました。途
とちゅう

中、多
おお

くの人
ひとびと

々をおいやし
になりました。ナインの近

ちか
くへ来

き
たころに

は、よろこびにあふれた大
おおぜい

勢の男
おとこ

と女
おんな

、
少
しょうねんしょうじょ

年 少 女 たちがイエス様
さま

についてきて
いました。ルカ 7:11。

ところが、いよいよ村
むら

へ入
はい

ろうとすると
きに、人

ひとびと

々はしずまりかえりました。別
べつ

の
グループの人

ひと

たちが、悲
かな

しそうな様
よ う す

子でこ
ちらへ向

む

かってきます。よく見
み

ると、ほと
んどの人

ひと

が泣
な

いています。それは葬
そうしき

式の
一
いちだん

団で、死
し

んでしまった若
わかもの

者をお墓
はか

に運
はこ
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んでいるところでした。遺
い た い

体
はふたのあいた棺

かん

おけ〔ひ
つぎ〕のような物

もの

に入
い

れら
れて運

はこ

ばれ、死
し

んだ青
せいねん

年の
母
ははおや

親がその後
うし

ろを歩
ある

いてい
ます。彼

かのじょ

女はやもめ〔夫
おっと

を
亡
な

くした女
おんな

〕で、この青
せいねん

年
は彼

かのじょ

女のひとり息
む す こ

子でした。
12 節

せつ

。

かわいそうな母
ははおや

親は、胸
むね

も
はりさけんばかりに泣

な

いてい
ました。イエス様

さま

も、いっしょ
について来

き

た人
ひとびと

々も立
た

ち止
ど

まりました。み
んな、彼

かのじょ

女のことを気
き

の毒
どく

に思
おも

いました。
イエス様

さま

も、この母
ははおや

親をあわれに思
おも

い、
すすり泣

な

きながら歩
ある

く彼
かのじょ

女に近
ちか

づかれまし
た。イエス様

さま

が語
かた

りかけたとき、やもめ
の女

おんな

は、そのやさしい声
こえ

を聞
き

きましたが、
彼
かのじょ

女の目
め

は涙
なみだ

でいっぱいだったので、だ
れが自

じ ぶ ん

分に話
はなし

かけているのかはわかりま
せんでした。13 節

せつ

。

イエス様
さま

は彼
かのじょ

女に、泣
な

かないようにと
おっしゃいました。しかし当

とうぜん

然、泣
な

かずに
いられるわけがありません。夫

おっと

を亡
な

くし、
こんどは大

だ い じ

事なひとり息
む す こ

子も亡
な

くしたので
す。そのさびしさと悲

かな

しみは、はかり知
し

れ
ないほどのものでした。やさしく語

かた

りかけ
る声

こえ

の主
ぬし

がだれなのかも、今
いま

まさに起
お

こ
ろうとしているすばらしいことについても、
彼
かのじょ

女はまだ知
し

りません。目
め

には、まだ涙
なみだ

があふれていました。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は今
いま

でも、だれ
かが死

し

ぬと悲
かな

しまれるでしょうか？もちろん
です。イエス様

さま

は、すべての人
ひと

を愛
あい

して

おられます。今
いま

にも死
し

にそう
な人

ひと

たちも、愛
あい

する人
ひと

を亡
な

く
して悲

かな

しんでいる人
ひと

たちもみ
な、愛

あい

しておられます。聖
せいれい

霊
をとおして、今

いま

にも息
いき

を引
ひ

き
とろうとしている人

ひと

たちのそ
ばにいることができます。ま
た、悲

かな

しみにくれている人
ひと

た
ちのそばにいることもできる
のです。

木
も く よ う び

曜日

イエス様
さま

が棺
かん

おけに〔ひつぎ〕ふれ
ると、それを運

はこ
んでいた男

おとこ
たちは

立
た

ち止
ど

まりました。人
ひとびと

々は、何
なに

が起
お

ころう
としているのかと思

おも
って、注

ちゅうもく
目したことで

しょう。悲
かな

しんでいる母
ははおや

親は、涙
なみだ

をぬぐっ
て、棺

かん
おけを運

はこ
んでいた男

おとこ
たちをふしぎそ

うに見
み

たことでしょう。

イエス様
さま

についてきた人
ひと

たちも、墓
はか

に
向
む

かっていた人
ひと

たちも、あいた棺
かん

おけの
まわりに集

あつ

まりました。みんなしずまり
返
かえ

っています。すると、はっきりした力
ちからづよ

強
いイエス様

さま

の声
こえ

が聞
き

こえてきました。ルカ

7:14。

なんとイエス様
さま

は、死
し

んだ人
ひと

に向
む

かっ
て、目

め

を覚
さ

ますようにと語
かた

られたのです。
人
ひとびと

々は、イエス様
さま

が数
かずかず

々の力
ちから

ある奇
き せ き

跡を
行
おこな

ってきたことを知
し

っていましたが、はた
してイエス様

さま

は、死
し

よりも強
つよ

い力
ちから

を持
も

って
おられるのでしょうか？

次
つぎ

の瞬
しゅんかん

間、何
なに

が起
お

こったか想
そうぞう

像できま
すか？なんと、棺

かん

おけの中
なか

の青
せいねん

年が起
お

き
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上
あ

がったのです。もしかしたら、あたりを
みまわして「いったい、どうなってるんだ？
あれ、どうして僕

ぼく

が棺
かん

おけの中
なか

に？」といっ
たような質

しつもん

問をしたかもしれません。

棺
かん

おけを運
はこ

んでいた男
おとこ

たちは、青
せいねん

年
を包

つつ

んでいた布
ぬの

をはずして、彼
かれ

を棺
かん

おけ
からおろしてあげたことでしょう。愛

あい

する
母
ははおや

親が、そばで両
りょうて

手を広
ひろ

げて立
た

っていま
す。彼

かのじょ

女は、ふたたび泣
な

き出
だ

したかもし
れません。ただし、こんどは喜

よろこ

びの涙
なみだ

です。
イエス様

さま

は彼
かれ

の手
て

をとって、母
ははおや

親にこう言
い

われたことでしょう。「あなたの息
む す こ

子さんは
生
い

きていますよ」と。ふたりは、すぐに抱
だ

き合
あ

ったことでしょう。15 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は神
かみさま

様であり、
人
にんげん

間でもあられました。しかし、神
かみさま

様とし
ての力

ちから

を使
つか

ったのは他
た

の人
ひと

を助
たす

けるとき
だけで、ご自

じ し ん

身を助
たす

けるためにその力
ちから

を
使
つか

うことは、決
けっ

してありませんでした。やも
めの息

む す こ

子を生
い

き返
かえ

らせたことは、イエス様
さま

が神
かみさま

様の本
ほんとう

当の息
む す こ

子であることを人
ひとびと

々が
知

し

るのに、どう役
や く だ

立ちましたか？イエス様
さま

がなさったことは、サタンにもできますか？
イエス様

さま

がナインで行
おこな

われたのと同
おな

じよう
な奇

き せ き

跡を行
おこな

える者
もの

が、人
にんげん

間の中
なか

にいます
か？

金
き ん よ う び

曜日

きのうは、イエス様
さま

が死
し

んだ人
ひと

を
生
い

き返
かえ

らせた物
ものがたり

語を学
まな

びました。
その場

ば

にいた人
ひと

たちはみな、しばらくの
間
あいだ

、一
ひとこと

言もしゃべらずに、ただぼうぜんと
立
た

ちつくしていました。まるで、目
め

の前
まえ

の

出
で き ご と

来事が信
しん

じられないような顔
かお

をしていま
した。それでも彼

かれ
らは、それが現

げんじつ
実であ

ることがわかりました。イエス様
さま

は本
ほんとう

当に、
死
し

んだ人
にんげん

間を生
い

き返
かえ

らせたのです。彼
かれ

ら
は何

なん
と言

い
いましたか？ルカ 7:16。

この知
し

らせは、あっという間
ま

に広
ひろ

まった
と思

おも

いますか？17 節
せつ

。

イエス様
さま

がなさったことを喜
よろこ

んでいな
かったのはだれでしょう？サタンは、うれし
くありませんでした。また、祭

さ い し

司や指
し ど う し ゃ

導者
たちも喜

よろこ

んでいませんでした。彼
かれ

らは、イ
エス様

さま

が真
しん

のメシヤであると信
しん

じることを
拒
こば

みつづけていました。サタンにしたがう
ことを選

えら

びつづけてきた彼
かれ

らにとって、イ
エス様

さま

を信
しん

じることを拒
こば

むのは、それほど
むずかしくはありませんでした。

よみがえらされた青
せいねん

年も、そこにいたす
べての人

ひと

も、今
いま

はもう死
し

んでいますね。し
かし、イエス様

さま

に信
しんらい

頼ししたがう選
えら

びを
したならば、もうじきイエス様

さま

が来
こ

られる
ときに、ふたたび命

いのち

が与
あた

えられるのです。
イエス様

さま

の天
てん

のお父
とうさま

様は、わたしたちの
お父

とうさま

様でもあられます。ですから父
ちち

なる
神
かみさま

様は、わたしたちを救
すく

って、天
てん

の御
み く に

国
に入

い

れることがおできになるのです。コロ

サイ1:13,14 を読
よ

みましょう。

イエス様
さま

が喜
よろこ

んで、人
にんげん

間であるわたし
たちの兄

きょうだい

弟となって下
くだ

さったのは、わたし
たち一

ひ と り

人ひとりのことを愛
あい

しておられたか
らだということを、いつも思

おも

い出
だ

して下
くだ

さ
い。イエス様

さま

が生
い

きて、また死
し

んで下
くだ

さっ
たおかげで、わたしたちは救

すく

われたので
す。たとえもし、イエス様

さま

が来
こ

られる前
まえ

に
わたしたちが死

し

んでしまったとしても、ふ
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たたび生
い

き返
かえ

らせて、いっしょに天
てんごく

国へと
連
つ

れて行
い

って下
くだ

さいます。

もちろん、愛
あい

するだれかが亡
な

くなったと
きには、悲

かな

しまずにはいられません。し
かしわたしたちは、神

かみさま

様を知
し

らない人
ひと

た
ちのように悲

かな

しまなくてよいのです。希
き ぼ う

望
を失

うしな

わなくてもよいのです。イエス様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼することを選
えら

んだ人
ひとびと

々を起
お

こして
天
てんごく

国へ連
つ

れていくために、彼
かれ

がもどって来
こ

られることをわたしたちは知
し

っているから
です。第

だい

1 テサロニケ 4:16-18 に書
か

かれ
ている、神

かみさま

様が下
くだ

さったすばらしい約
やくそく

束
を読

よ

んでみましょう。

考
かんが

えてみよう：死
し

ぬとはどういうことか、
人
ひとびと

々に教
おし

えることができますか？わたした
ちは、死

し

ぬことを恐
おそ

れなくてはなりません
か？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マタイ 8:5-13

★ルカ 7:1-17

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 第
だい

32 章
しょう
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遠
と お

く離
はな

れたスイスでの、最
さいしょ

初のセブ
ンスデー・アドベンチスト信

しんじゃ
者は、

ロス家
け

の人
ひと

たちでした。ロス家
け

は、彼
かれ

ら
が住

す
んでいる町

まち
では有

ゆうめい
名でした。父

ちちおや
親と

上
うえ

のふたりの息
むすこ

子は大
おお

きな百
ひゃっかてん

貨店〔デパー
ト〕を経

けいえい
営していま

した。彼
かれ

らは礼
れいぎただ

儀正
しくて正

しょうじき
直だったの

で、町
まち

の人
ひと

たちから
好
す

かれていました。
「それにしても、どう
して彼

かれ
らは日

にちようび
曜日で

はなく土
ど よ う び

曜日に礼
れいはい

拝
するのだろう？」人

ひとびと
々はふしぎに思

おも
いまし

た。ロス家
け

の人
ひと

たちがすばらしいクリスチャ
ンであることも、土

ど よ う び
曜日に礼

れいはい
拝しているこ

とも、みんなが知
し

っていました。

そんなある日
ひ

、すばらしい知
し

らせがロス
家
け

にとどきました。ヨーロッパにおられる
ホワイト夫

ふ じ ん

人が、彼
かれ

らをたずねて来
き

てくれ
るというのです。

金
き ん よ う び

曜日の午
ご ご

後、下
した

のふたりの息
む す こ

子ジョ
ンとアンドレーは、ホワイト夫

ふ じ ん

人をおむか
えする準

じゅんび

備を手
て つ だ

伝っていました。

「ねえ、ホワイト夫
ふ じ ん

人は、僕
ぼく

たちみたい
な子

こ ど も

供にも話
はな

しかけてくれるかな？」客
きゃくま

間
にある家

か ぐ

具を忙
いそが

しそうにみがきながら、

ジョンは弟
おとうと

にたずねました。

「彼
かのじょ

女が僕
ぼく

たちに話
はな

しかけても話
はな

しかけ
なくても、僕

ぼく

は気
き

にしないよ」とアンドレー
は答

こた

えながら、次
つぎ

の日
ひ

、家
か ぞ く よ う

族用の聖
せいしょ

書を
おくことになっているテーブルをゴシゴシ

とふいていました。
「とにかく僕

ぼく

は、イ
エス様

さま

や天
て ん し

使と話
はなし

が
できる人

ひと

に会
あ

えるの
が楽

たの

しみでしかたが
ないんだ。」

ジョンも同
どうかん

感でし
た。そして部

へ や

屋をみ
まわし、自

じ ぶ ん

分たちのできるかぎり、部
へ や

屋
をきれいにできたと思

おも

いました。「アンド
レー、こんどは安

あんそくにちよう

息日用の服
ふく

がきちんと
用
よ う い

意できているか見
み

にいこうよ。あとから
だと、時

じ か ん

間がないだろうから。」ジョンは
そう言

い

って、弟
おとうと

をうながしました。それか
らまもなくして、ホワイト夫

ふ じ ん

人とその一
いっこう

行
が到

とうちゃく

着しました。

ジョンとアンドレーは、礼
れ い ぎ た だ

儀正しくホワ
イト夫

ふ じ ん

人と握
あくしゅ

手をしたときに、彼
かのじょ

女のほほ
笑
え

みとやさしそうなまなざしを見
み

て、きっ
とこの人

ひと

は自
じ ぶ ん

分たちのお友
とも

だちになってく
れるにちがいないと思

おも

いました。

その夜
よる

、お客
きゃくさま

様のお話
はなし

を聞
き

こうと、11

お話
はな

しひろば 

ジョンとアンドレー、 ホワイト夫
ふ じ ん

人に会
あ

う その１

エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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人
にん

の友
ゆうじん

人がロス家
け

に集
あつ

まり、翌
よくあさ

朝もホワイ
ト夫

ふ じ ん

人の話
はなし

を聞
き

くために、安
あんそくにちがっこう

息日学校と
礼
れいはい

拝に参
さ ん か

加しました。昼
ちゅうしょく

食のあとには証
あか

し会
かい

があり、みんなが、ホワイト夫
ふ じ ん

人をつ
かわして自

じ ぶ ん

分たちと過
す

ごさせてくださった
イエス様

さま

に感
かんしゃ

謝をささげました。

日
に ち よ う び

曜日の朝
ちょうしょく

食のあと、ロスさんが言
い

いま
した。「子

こ

どもたち、今
いま

から古
ふる

い修
しゅうどういん

道院を
見
み

にいってくるよ。お客
きゃくさま

様たちは、美
うつく

しい
山
やま

の景
け し き

色を楽
たの

しんでくれるだろうからね。
いっしょに行

い

くかい？」

ふたりは、お父
とう

さんたちといっしょに出
で

かけたかったでしょうか？ええ、もちろん
ですとも。そこですぐに全

ぜんいん

員が、ロス家
け

の
大
おお

きな馬
ば し ゃ

車に乗
の

りこみました。馬
ば し ゃ

車が走
はし

る間
あいだ

、彼
かれ

らはまわりの美
うつく

しい景
け し き

色に見
み い

入っ
ていました。

ところが、それほど遠
とお

くへ行
い

かないうち
に、とつぜん山

やま

は嵐
あらし

になりました。もくも
くと雲

くも

が集
あつ

まり、稲
いなずま

妻がひらめき、雷
かみなり

がと
どろき、そのうちヒッコリーの木

き

の実
み

ほど
の雹

ひょう

（ひょう）が激
はげ

しく降
ふ

り始
はじ

めました。
牛
うし

や馬
うま

、羊
ひつじ

、鶏
にわとり

たちは、恐
きょうふ

怖でそこら中
じゅう

をかけまわり、隠
かく

れ場
ば

をさがすのに必
ひ っ し

死
です。ロスさんとお客

きゃく

たちも、避
ひ な ん

難する
場
ば し ょ

所が必
ひつよう

要です。彼
かれ

はすばやく、近
ちか

くの
農
の う か

家へつながる道
みち

へ馬
ば し ゃ

車をまわしました。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

わたしたちが教
きょうかい

会へ行
い

くときには、
天
て ん し

使もそこにいますか？それは良
よ

い天
て ん し

使でしょうか、それとも悪
わる

い天
て ん し

使で
しょうか？またはどちらの天

てんし
使も教

きょうかい
会にい

ると思
おも

いますか？どちらの天
てんし

使もいる、と
いう答

こた
えが正

せいかい
解です。

ある安
あんそくにち

息日に、イエス様
さま

は会
かいどう

堂で話
はなし

を
しておられました。話

はなし

を聞
き

いている人
ひと

たち
の顔

かお

を見
み

るだけで、イエ
ス様

さま

には、彼
かれ

らの考
かんが

えてい
ることが手

て

にとるようにわ
かりました。ルカ 4:31,32。

ある人
ひと

たちは、イエス
様
さま

の話
はなし

を注
ちゅういぶか

意深く聞
き

いて
いました。何

なんにん

人かが神
かみさま

様
の国

くに

について理
り か い

解し、そ
こに入

はい

る者
もの

になりたいと願
ねが

うのをごらんになり、イエ
ス様

さま

はお喜
よろこ

びになりまし

た。ところが、どんな人
ひと

が神
かみさま

様の国
くに

に入
はい

れるかをイエス様
さま

がお話
はなし

なさると、別
べつ

の
ある人

ひと

たちは不
ふ ゆ か い

愉快そうに見
み

えました。彼
かれ

らが、自
じ ぶ ん

分たちの悪
わる

い行
おこな

いやまちがった
考
かんが

えを変
か

えたくないと思
おも

っているのが、イ
エス様

さま

にはよくわかりました。彼
かれ

らはただ、
ローマ人

じん

の支
し は い

配から解
かいほう

放されることだけ
を望

のぞ

んでいたからです。

サタンから解
かいほう

放されることについてイエ
ス様

さま

が話
はな

しておられると、人
ひとびと

々はしずかに
聞
き

きいっていましたが、とつぜん、恐
おそ

ろし
い叫

さけ

び声
こえ

が聞
き

こえてきまし
た。気

き

の狂
くる

った男
おとこ

が、す
わっていた場

ば し ょ

所から飛
と

び
上
あ

がり、礼
れいはい

拝している人
ひと

たちの間
あいだ

をつき進
すす

んで、
イエス様

さま

のほうへとまっす
ぐ向

む

かっていくではありま
せんか。そのあいだ、男

おとこ

はずっと叫
さけ

びつづけてい
ました。33,34 節

せつ

。

その場
ば

にいた人
ひと

たちは、

邪
じ ゃ ま

魔された礼
れいはい

拝

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「人
ひと

は自
じ ぶ ん

分のまいたものを、刈
か

り取
と

ることになる。」

ガラテヤ 6:7

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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みんな恐
おそ

れおののきましたが、イエス様
さま

だけはちがいました。イエス様
さま

は、この
男
おとこ

がサタンの計
けいかく

画でここに連
つ

れて来
こ

られ
たことをご存

ぞん

じでした。イエス様
さま

が話
はな

した
ことを忘

わす

れさせようと、サタンはこの気
き

の
狂
くる

った男
おとこ

を使
つか

ったのでした。

考
かんが

えてみよう：安
あんそくにち

息日に牧
ぼ く し せ ん せ い

師先生の話
はなし

を聞
き

こうと教
きょうかい

会にやってきた人
ひと

たちの注
ちゅうい

意
をそらすために、今

き ょ う

日でもサタンは、いろ
いろな人

ひと

たち、特
とく

に子
こ ど も

供を用
もち

いることがあ
るでしょうか？あなたも、大

だ い じ

事な集
あつ

まりの
邪
じ ゃ ま

魔をしたことがありますか？どんなことを
しましたか？

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

は、サタンよりもはるかに
多
おお

くのことを知
し

っておられます。
もちろん、この気

き
が狂

くる
った男

おとこ
のこともすべ

てご存
ぞん

じでした。男
おとこ

は、少
すこ

しずつサタンに
したがうことを選

えら
ぶようになり、しまいに

は自
じぶん

分で自
じぶん

分を止
と

められなくなってしまっ
たのでした。しかしその日

ひ
、会

かいどう
堂でお 話

はなし

を聞
き

いているうちに、イエス様
さま

なら自
じぶん

分を
助
たす

けることができるかもしれない、と思
おも

う
ようになりました。もしかしたら、サタン
から逃

のが
れることができるかもしれない、と

の希
きぼう

望がわいてきました。ところが、いざ
本
ほんとう

当に言
い

いたことを口
くち

に出
だ

そうとしても、
できません。そして彼

かれ
は、恐

おそ
れのあまり叫

さけ

んだのでした。イエス様
さま

は何
なに

をなさいまし
たか？ルカ 4:35。

ふたたび、イエス様
さま

はサタンと顔
かお

を合
あ

わせました。まさにあの荒
あ ら の

野で、サタンが

イエス様
さま

を誘
ゆうわく

惑したときと同
おな

じように。そ
してふたたび、サタンに出

で

て行
い

くようにお
命
めい

じになると、悪
あ く ま

魔はそれに従
したが

うしかあり
ませんでした。この時

とき

も、イエス様
さま

のほう
が強

つよ

いことを証
しょうめい

明なさいました。

男
おとこ

は、完
かんぜん

全に変
か

えられました！自
じ ゆ う

由の身
み

になったのです。そしてサタンは、彼
かれ

の
王
おうこく

国で捕
とら

えられていた捕
ほ り ょ

虜をひとり失
うしな

った
のでした。男

おとこ

が心
こころ

から神
かみさま

様を賛
さ ん び

美してい
るのを見

み

て、人
ひとびと

々は互
たが

いに顔
かお

を見
み あ

合わせ
ました。全

ぜんいん

員が、今
い ま め

目の前
まえ

で起
お

こっている
ことが奇

き せ き

跡であることを認
みと

めました。サタ
ンの計

けいかく

画は失
しっぱい

敗におわり、これまで以
いじょう

上
に、さらに多

おお

くの人
ひとびと

々がイエス様
さま

のことを
聞
き

きました。36,37 節
せつ

。

人
ひとびと

々がまだ会
かいどう

堂で話
はなし

をしている間
あいだ

に、
イエス様

さま

はしずかにその場
ば

を去
さ

って、ペ
テロの家

いえ

へ休
やす

みに行
い

かれました。ところ
がペテロの家

いえ

に着
つ

いたら、そこはどうなっ
ていましたか？イエス様

さま

は何
なに

をなさいまし
たか？38,39 節

せつ

。

日
ひ

が沈
しず

んだあとも、さらに多
おお

くの人
ひと

が助
たす

けを求
もと

めてやってきました。40 節
せつ

。

やっとイエス様
さま

が休
やす

むことができたの
は、夜

よる

おそくのことでしたが、次
つぎ

の朝
あさはや

早
くには、 い
つものよう
な力

ちから

をとり
もどし、 新

あら

たな忙
いそが

しい
１日

にち

の仕
し ご と

事
にとりかか
る 用

よ う い

意 が
できていま
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した。イエス様
さま

が天
てん

のお父
とうさま

様
とお話

はな

しする静
しず

かなひと時
とき

は、
彼
かれ

にとって、眠
ねむ

るよりも大
たいせつ

切な
時
じ か ん

間だったのです。

考
かんが

えてみよう：あなたは毎
まいあさ

朝、
忘
わす

れずに天
てん

のお父
とうさま

様とお話
はな

して
いますか？何

なん

の話
はなし

をしますか？
天
てん

のお父
とうさま

様は、いつでもあな
たの話

はなし

を聞
き

き、助
たす

けたいと思
おも

っ
ておられます。

火
か よ う び

曜日

ある日
ひ

、イエス様
さま

が美
うつく

しいガリラヤ
湖
こ

のそばで教
おし

えておられると、い
つものように大

おおぜい
勢の人

ひと
が話

はなし
を聞

き
きにやって

きました。岸
きしべ

辺はあっという間
ま

に人
ひと

でいっ
ぱいになったので、イエス様

さま
は漁

りょうし
師にたの

んで、湖
みずうみ

にうかんでいる船
ふね

にすわって、そ
こから人

ひとびと
々に向

む
かって話

はなし
をすることにしま

した。マルコ 4:1。

イエス様
さま

に向
む

かって立
た

っている人
ひとびと

々の
うしろには、平

たい

らな土
と ち

地と丘
おか

の斜
しゃめん

面があ
り、農

の う ふ

夫たちが働
はたら

いているのが見
み

えまし
た。ある農

の う ふ

夫たちは穀
こくもつ

物の収
しゅうかく

穫をしてお
り、別

べつ

の農
の う ふ

夫たちは次
つぎ

の収
しゅうかく

穫のために種
たね

をまいていました。そこでイエス様
さま

は、種
たね

まきの話
はなし

をすることにしました。彼
かれ

の話
はなし

を
聞
き

いて、それをどう受
う

けとめるかがとても
大
だ い じ

事であることを、人
ひとびと

々に知
し

ってもらいた
いと思

おも

われたのです。そのことが、彼
かれ

らを
神
かみさま

様の国
くに

に入
はい

らせるか、それともサタンの
国
くに

に入
はい

らせるかを決
けってい

定するからです。

イエス様
さま

がおいでになる時
とき

には、農
の う ふ

夫

が収
しゅうかく

穫する穀
こくもつ

物を集
あつ

めるよ
うに、すべての人

ひと

を集
あつ

めま
す。それは、大

だいしゅうかく

収穫の時
とき

となるでしょう。わたした
ち一

ひ と り

人ひとりがよい穀
こくもつ

物と
なっているならば、集

あつ

めら
れて倉

くら

の中
なか

へ入
い

れられ、も
し雑

ざっそう

草のように育
そだ

ったなら
ば、火

ひ

の中
なか

に入
い

れられ焼
や

かれてしまうでしょう。

わたしたちの心
こころ

は、農
の う ふ

夫がまいた種
たね

が
ちらばって落

お

ちる、いろいろな土
と ち

地のよう
なものであることを、イエス様

さま

はお話
はなし

なさ
いました。そのお話

はなし

には、４つの異
こと

なる
土
と ち

地が出
で

てきます。3-8 節
せつ

。

聞
き

いていた人
ひと

たちの多
おお

くは、イエス様
さま

の
お話

はなし

の意
い み

味がわかりませんでした。彼
かれ

らが
帰
かえ

ったあと、弟
で し

子たちや、もっと知
し

りたい
人
ひと

たちは、お話
はなし

の意
い み

味を説
せつめい

明して下
くだ

さるよ
うイエス様

さま

にお願
ねが

いしました。10,11 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

が彼
かれ

らにお話
はな

し
たことは、わたしたちにとってもきわめて
重
じゅうよう

要なので、ぜひとも理
り か い

解する必
ひつよう

要があり
ます。明

あ す

日は、これらの４つの土
と ち

地につ
いてお勉

べんきょう

強しましょう。

水
す い よ う び

曜日

穀
こ く

物
もつ

や花
はなばな

々、木
き ぎ

々などの植
しょくぶつ

物は、す
べて種

たね
から成

せいちょう
長します。小

ちい
さな種

たね

がどうやって成
せいちょう

長し、美
うつく

しい花
はな

を咲
さ

かせ、
おいしい実

み
を結

むす
ぶことができるのでしょう？

イエス様
さま

の話
はな

された物
ものがたり

語にでてくる「良
よ

い
種
たね

」とは、何
なん

のことでしたか？ルカ 8:11。
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「神
かみ

の言
こ と ば

葉」とは何
なん

でしょう？もちろん、
それは聖

せいしょ

書のことですね。 聖
せいしょ

書には、
神
かみさま

様の思
おも

いが言
こ と ば

葉でしるされています。
みことばを読

よ

んで学
まな

ぶとき、そこにあら
わされている思

おも

いが心
こころ

に入
はい

っていきます。
それはちょうど、まかれた種

たね

が地
じ め ん

面の中
なか

に
入
はい

っていくのに似
に

ています。もしわたした
ちが神

かみ

の言
こ と ば

葉にしたがうことを選
えら

び、イエ
ス様

さま

に助
たす

けを求
もと

めるなら、みことばはわた
したちを変

か

えることができるのです。ヨハ

ネ17:17。

ひとつ、忘
わす

れてはいけな
い大

たいせつ

切なことがあります。神
かみ

の言
こ と ば

葉が私
わたし

たちを変
か

えるかど
うかは、わたし
たち自

じ し ん

身の選
えら

び
にかかっていま
す。種

たね

が心
こころ

のど
の土

と ち

地に落
お

ちる
かは、わたした
ちが決

き

めるのです。

イエス様
さま

の言
こ と ば

葉は、わた
したちが想

そうぞう

像している以
いじょう

上
に強

きょうりょく

力です。覚
おぼ

えています
か？私

わたし

たちの世
せ か い

界をおつくりになったと
き、彼

かれ

がなさったのは、言
こ と ば

葉を発
はっ

せられ
ただけでしたね。サタンを追

お

い払
はら

うときも、
言
こ と ば

葉を発
はっ

するだけで十
じゅうぶん

分でした。

もしあなたが、家
いえ

の前
まえ

の歩
ほ ど う

道に何
なに

かの
種
たね

をおいたとしたら、それは芽
め

を出
だ

しま
すか？なぜ芽

め

を出
だ

さないのでしょう？なぜ
なら、そこには種

たね

が成
せいちょう

長するための土
つち

が
ないからです。きっとすぐに鳥

とり

がやってき
て、種

たね

を見
み

つけて食
た

べてしまうことでしょ

う。イエス様
さま

が話
はな

された物
ものがたり

語では、歩
ほ ど う

道
のようにかたい地

じ め ん

面に落
お

ちた種
たね

がありまし
た。マルコ 4:14,15。

あなたの両
りょうしん

親や先
せんせい

生たちは、ぜひあな
たに聞

き

かせたい話
はなし

をするまえに「注
ちゅうい

意し
て聞

き

きなさい」と言
い

いませんか？あなたが
しっかり聞

き

かないと、後
あと

で思
おも

い出
だ

せない
ことを、彼

かれ

らは知
し

っているのです。礼
れいはい

拝の
間
あいだ

や安
あんそくにちがっこう

息日学校で、わたしたちが注
ちゅうい

意を
はらって聞

き

かないなら、それは道
みち

ばたに
種
たね

をまいていることになりま
す。そして、もしわたしたち
が他

ほか

の人
ひと

の注
ちゅうい

意もそらして
いたら、他

ほか

の人
ひと

たちの心
こころ

もかた
い地

じ め ん

面のように
していることに
なるのです。そ
れは、重

じゅうだい

大なこ
とではありませ

んか？そんなことをしたら、
イエス様

さま

も悲
かな

しまれることで
しょう。

考
かんが

えてみよう：大
だ い じ

事なこと
が話

はな

されている間
あいだ

は、しずかに聞
き

く子
こ ど も

供に
なってほしいと、両

りょうしん

親や先
せんせい

生たちが思
おも

うの
はなぜですか？彼

かれ

らはあなたのことが大
だ い す

好
きで、イエス様

さま

のお役
やく

に立
た

つ人
ひと

になってほ
しいと望

のぞ

んでいますか？

木
も く よ う び

曜日

もしも、種
たね

を石
いし

だらけの土
と ち

地にばら
まいたらどうなるでしょう？種

たね
はう
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まく成
せいちょう

長すると思
おも

いますか？根
ね

っこは、土
つち

の中
なか

にしっかりと根
ね

づくでしょうか？心
こころ

が
石
いし

だらけの土
と ち

地のような人
ひと

たちについて、
イエス様

さま
は何

なん
とおっしゃいましたか？マル

コ 4:16,17。

時
とき

には、イエス様
さま

を初
はじ

めて知
し

ってうれし
くなり、イエス様

さま

についていきたいと思
おも

う
人
ひと

たちがいます。彼
かれ

らは、聖
せいしょ

書が正
ただ

しい
ことを知

し

っています。ところが誘
ゆうわく

惑にあう
と、イエス様

さま

にしたがうどころか、いとも
かんたんにサタンの言

い

うことに耳
みみ

をかたむ
けてしまうのです。または、毎

まいにち

日イエス様
さま

と話
はな

して、イエス様
さま

に助
たす

けていただくこと
をすっかり忘

わす

れてしまっているのかもしれ
ません。いい人

ひと

でいようと努
どりょく

力しますが、
イエス様

さま

にたよろうとしないために、悪
わる

い
習
しゅうかん

慣を変
か

えることはとてもむずかしいので
す。その悪

わる

い習
しゅうかん

慣が自
じ ぶ ん

分を幸
しあわ

せにしてく
れると思

おも

っているので、自
じ ぶ ん

分のやりたいこ
とを選

えら

びつづけるのです。自
じ ぶ ん

分がサタン
の誘

ゆうわく

惑に耳
みみ

をかたむけて、その道
みち

を選
えら

ん
でいる人

ひと

のおわりは、決
けっ

して幸
しあわ

せではあり
ません。

石
いし

だらけの土
と ち

地のような心
こころ

に落
お

ちた種
たね

は、しっかり根
ね

をはることができないので、
植
しょくぶつ

物として良
よ

い成
せいちょう

長をとげることができま
せん。ですからわたしたちは、イエス様

さま

にその「石
いし

」をとりのぞいていただく必
ひつよう

要
があります。そうすれば、聖

せいしょ

書のよい思
し そ う

想
がわたしたちの心

こころ

の中
なか

で育
そだ

ち、イエス様
さま

に似
に

た者
もの

となることができます。

いばらと雑
ざっそう

草の間
あいだ

に落
お

ちた種
たね

は、どうな
るのでしょう？18,19 節

せつ

。

子
こ ど も

供には、大
お と な

人がかかえているような

問
もんだい

題はありませんね？大
お と な

人はよく、忙
いそが

し
すぎてとてもつかれてしまったり、または
心
しんぱい

配しすぎたりしてしまいます。子
こ ど も

供には
また別

べつ

の問
もんだい

題があります。退
たいくつ

屈してしまう
のです。また、他

ほか

の子
こ ど も

供たちとの問
もんだい

題が
あったり、悪

わる

いくせを直
なお

さずそのままにし
ていたり、自

じ ぶ ん

分のやりたい放
ほうだい

題のことをす
る子

こ ど も

供もいます。他
ほか

に、子
こ ど も

供たちの心
こころ

の
中
なか

で、神
かみさま

様の言
こ と ば

葉が成
せいちょう

長するのを邪
じ ゃ ま

魔す
る「とげ」を何

なに

か思
おも

いつきますか？

多
おお

くの子
こ ど も

供たちがかかえる深
しんこく

刻な問
もんだい

題
のひとつは、子

こ ど も

供たちがいつも、いつで
も「楽

たの

しいこと」をしたいと思
おも

っている
ことです。その「楽

たの

しいこと」がないと、
退
たいくつ

屈してしまうのです。ビデオゲームやテ
レビは、この問

もんだい

題を解
かいけつ

決する助
たす

けにはなっ
ていませんね。サタンは、子

こ ど も

供たちがそ
ういった「楽

たの

しいこと」をすればするほど、
もっとしたくなることを知

し

っているのです。

考
かんが

えてみよう：子
こ ど も

供たちの中
なか

にあって、
良

よ

い種
たね

の成
せいちょう

長を邪
じ ゃ ま

魔する「石
いし

」や「とげ」
について、もういちど読

よ

んでみましょう。あ
なたにも、そんな「石

いし

」や「とげ」があり
ますか？どうすれば、それらをとりのぞくこ
とができますか？

金
き ん よ う び

曜日

あなたの心
こころ

の土
と ち

地は、どんな状
じょうたい

態
ですか？よい種

たね
であるイエス様

さま

のみことばを聞
き

いたなら、どうするでしょ
うか？熱

ねっしん
心に聞

き
こうとしますか？また、こ

れらのみことばについて思
おも

いめぐらします
か？もしそうなら、良

よ
い土

と ち
地だと言

い
えます。
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そ れ とも、 み ことば に
注
ちゅうい

意をはらわないでいま
すか？いつも、別

べつ
のこと

を考
かんが

えていますか？他
ほか

の
ことに目

め
をやったり、他

ほか

のことに熱
ねっちゅう

中したりしてい
ませんか？

お母
かあ

さんがあなたに何
なに

かを話
はな

しているとき、まっ
すぐにお母

かあ

さんを見
み

てい
ながら、他

ほか

のことを考
かんが

えて
いたために、話

はなし

をきちんと聞
き

かなかった
ことはありませんか？礼

れいはい

拝の間
あいだ

や教
きょうかい

会にい
るときでも、または聖

せいしょ

書を読
よ

んでいる間
あいだ

にも、注
ちゅうい

意をはらわないことがあります。
牧
ぼ く し

師の先
せんせい

生がお話
はな

している間
あいだ

、先
せんせい

生のほ
うを向

む

いていながら、本
ほんとう

当は全
まった

く話
はなし

を聞
き

いていないこともありますね。

心
こころ

が良
よ

い土
と ち

地のような状
じょうたい

態になること
について、イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃいまし
たか？マルコ 4:20。

わたしたちは、イエス様
さま

に似
に

ることを学
まな

ぶことによって、よい実
み

をみのらせるので
す。地

ちじょう

上におられたときのイエス様
さま

のよう
に話

はな

し、行
こうどう

動し、考
かんが

えることができるように、
イエス様

さま

はわたしたちを助
たす

けて下
くだ

さいま
す。そして、それを毎

まいにちけいけん

日経験する必
ひつよう

要が
あります。

イエス様
さま

は他
ほか

にも、種
たね

にまつわる大
たいせつ

切
なお話

はなし

をなさいました。ひとつは、よい
土
と ち

地によい種
たね

をまいた男
おとこ

の話
はなし

です。しか
し、 夜

よる

に敵
てき

がやってきて、その土
と ち

地に
雑
ざっそう

草の種
たね

をまいたのです。種
たね

が成
せいちょう

長し始
はじ

めると、何
なに

が起
お

こったのかが一
ひ と め

目でわか

りました。召
めしつか

使いは雑
ざっそう

草
をぬいてしまいたかった
のですが、男

おとこ

はそうしな
いようにと言

い

いました。な
ぜなら、雑

ざっそう

草といっしょ
に良

よ

い植
しょくぶつ

物までぬいてし
まうかもしれないからで
す。今

こんゆう

夕の礼
れいはい

拝で、この
興
きょうみぶか

味深いお話
はなし

を読
よ

みたい
ですね。このお話

はなし

は、マ

タイ 13:24-30 に 書
か

か れ
ていますが、今

いま

は最
さ い ご

後の 30 節
せつ

だけを読
よ

んでみましょう。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

の他
ほか

にはだれも、
わたしたちの心

こころ

を知
し

る人
ひと

はいません。た
とえ他

ほか

の人
ひと

が、わたしたちの目
め

から見
み

て
正
まさ

しくないと思
おも

うことをしていても、彼
かれ

ら
が「雑

ざっそう

草」だと決
き

めつけてはいけません。
イエス様

さま

だけが、そのことをご存
ぞん

じです。
わたしたちは彼

かれ

らを愛
あい

し、できるかぎりす
べてのことにおいて、彼

かれ

らを助
たす

けなくては
いけません。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★マタイ 13:1-30

★マルコ 4:1-20

★ルカ 4:31-41; 8:4-15;

★キリストの実
じつぶつきょうくんだい

物教訓第 2 章
しょう
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とつぜん降
ふ

ってきた雹
ひょう

から逃
のが

れる
場
ばしょ

所をさがすため、ロスさんが急
いそ

いで、ある農
の う か

家へと向
む

かったとき、ホワイ
ト夫

ふ じ ん
人、ジョンとアンドレーは、他

ほか

の人
ひと

た
ちといっしょに馬

ばしゃ
車に乗

の
っていました。

ロスさんが来
く

る
の を 見

み

た 農
のうじょうぬし

場 主
は、馬

ば し ゃ

車をひいた
馬
うま

がまっすぐ駆
か

け
込
こ

めるように、 大
おお

き な 納
な や

屋 の 扉
とびら

を
あけてくれました。
ジョンとアンドレー
は、ホワイト夫

ふ じ ん

人
を見

み

つめていました。彼
かのじょ

女は怖
こわ

がるどころ
か、目

め

を輝
かがや

かせてほほえんでいます。雹
ひょう

が納
な や

屋の屋
や ね

根にあたって大
おお

きな音
おと

を出
だ

し
ても、地

じ め ん

面を雹
ひょう

がおおっても、彼
かのじょ

女は少
すこ

しもこわがりませんでした。

農
のうじょう

場に住
す

む人
ひと

たちが出
で

て来
き

ていいまし
た。「どうぞ、家

いえ

にお入
はい

り下
くだ

さい。」彼
かれ

らは
熱
ねっしん

心にすすめます。「ぜひ温
あたた

かいものを飲
の

み、食
しょくじ

事もなさってください」と。

ホワイト夫
ふ じ ん

人はにこにこしてふりかえり、
「ありがたいですが、けっこうです」と断

ことわ

りました。「どうしても、このきれいな景
け し き

色
を見

み の が

逃したくないんですよ。」それから
彼
かのじょ

女は、ジョンとアンドレーといっしょに
馬
ば し ゃ

車をおりました。彼
かれ

らは急
いそ

いで外
そと

に出
で

て

いき、空
そら

から降
ふ

って来
き

たばかりの雹
ひょう

を手
て

のひら一
いっぱい

杯ひろい、走
はし

って納
な や

屋にもどりま
した。それから馬

ば し ゃ

車にすわって、嵐
あらし

の空
そら

が降
ふ

らせてくれた氷
こおり

のおもてなしを楽
たの

しん
だのでした。

農
のうじょうぬし

場 主 は 馬
うま

の
装
そ う ぐ

具を外
はず

して、馬
うま

を
仕
し き

切られた部
へ や

屋へ
つなぎ、 穀

こくもつ

物を与
あた

えてから、また装
そ う ぐ

具
をとりつけました。
嵐
あらし

はもうすぐおさま
りそうで、ロスたち
は、まだ修

しゅうどういん

道院へ
行
い

く途
とちゅう

中だったからです。

ジョンとアンドレーには、ホワイト夫
ふ じ ん

人
がこの古

ふる

い建
たてもの

物を楽
たの

しんでいるのがわか
りましたが、家

いえ

へもどる時
とき

にとおった松
まつ

の木
き

の森
もり

は、さらに彼
かのじょ

女を喜
よろこ

ばせました。
色
しきさい

彩ゆたかなキラキラと輝
かがや

く美
うつく

しい山
やまやま

々を
見
み

て、ホワイト夫
ふ じ ん

人は何
な ん ど

度もなんども歓
か ん き

喜
の声

こえ

をあげました。しかしジョンとアンド
レーは、雹

ひょう

を集
あつ

めて食
た

べたあの最
さいこう

高のひ
と時

とき

を、ホワイト夫
ふ じ ん

人はきっと忘
わす

れないだ
ろうと思

おも

いました。

ホワイト夫
ふ じ ん

人が帰
かえ

った後
あと

、ロスさんは、
りっぱな教

きょうかい

会を建
た

てることにしました。
完
かんせい

成したとき、神
かみさま

様に教
きょうかい

会をおささげする
ため、ふたたびホワイト夫

ふ じ ん

人を招
しょうたい

待しまし

お話
はな

しひろば 

ジョンとアンドレー、 ホワイト夫
ふ じ ん

人に会
あ

う その２
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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た。町
まち

の多
おお

くの人
ひと

が出
しゅっせき

席し、大
おお

いに感
かんめい

銘
を受

う

けたバプテスト教
きょうかい

会の役
やくいん

員たちは、
次
つぎ

の日
に ち よ う び

曜日の午
ご ご

後に彼
かれ

らの教
きょうかい

会で話
はなし

をし
てくれるようホワイト夫

ふ じ ん

人にお願
ねが

いしまし
た。

バプテスト教
きょうかい

会の牧
ぼ く し

師は、自
じ ぶ ん

分の教
きょうかい

会
でホワイト夫

ふ じ ん

人に話
はな

してほしくありません
でした。「彼

かのじょ

女はきっと人
ひとびと

々に、安
あんそくにち

息日
を清

きよ

く守
まも

るようにと話
はな

すんだろう。」彼
かれ

は、
不
ふ ま ん

満をこぼしました。「その集
しゅうかい

会のことは
発
はっぴょう

表しないからな。」ところが、結
けっきょく

局 300
人
にん

もの人
ひと

が集
あつ

まり、ホワイト夫
ふ じ ん

人は安
あんそくにち

息日
のことにはふれず、神

かみさま

様がどれほどわたし
たちの世

せ か い

界を愛
あい

しておられるかということ
を話

はな

しました。

「ホワイト夫
ふ じ ん

人は、すばらしいクリスチャ
ンですよ。」講

こうえん

演の後
のち

に、バプテスト教
きょうかい

会
のメンバーは牧

ぼ く し

師に言
い

いました。「先
せんせい

生、
彼
かのじょ

女が講
こうえん

演することを発
はっぴょう

表するべきだっ
たんじゃないですか。もっとたくさんの人

ひと

が聞
き

きに来
き

たでしょうに。」

牧
ぼ く し

師は自
じ ぶ ん

分がまちがっていたことに気
き

づ
き、２度

ど め

目にホワイト夫
ふ じ ん

人がトラメランを
訪
おとず

れたときに、そのことを謝
あやま

りました。そ
して、節

せっせい

制についての大
おお

きな集
しゅうかい

会で、ホ
ワイト夫

ふ じ ん

人に話
はなし

をしてくれるようにお願
ねが

い
しました。彼

かのじょ

女はよろこんで引
ひ

き受
う

けまし
た。牧

ぼ く し

師が全
ぜんいん

員にそのことを知
し

らせたの
で、大

おおぜい
勢の人

ひと

が集
しゅうかい

会に出
しゅっせき

席できました。

ホワイト夫
ふ じ ん

人のおかげで、トラメランの
新
あたら

しいセブンスデー・アドベンチスト教
きょうかい

会
を支

し じ

持する人
ひと

はますます多
おお

くなりました。
その中

なか

のふたりは、ジョンとアンドレーで
す。今

いま

や彼
かれ

らは、イエス様
さま

の特
とくべつ

別で大
たいせつ

切

な使
し し ゃ

者が、まじめすぎる暗
くら

い人
ひと

でないこ
とがわかりました。彼

かのじょ

女は子
こ ど も

供が大
だ い す

好き
で、子

こ ど も

供たちとの楽
たの

しい過
す

ごしかたも心
こころえ

得
ていましたから。

（おわり）
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日
に ち よ う び

曜日

その日
ひ

の忙
いそが

しいことといったら！イエ
ス様

さま
は、食

しょくじ
事をするひまもほとん

どないくらいです。朝
あさはや

早くからずっと、 湖
みずうみ

のそばで人
ひとびと

々を教
おし

えて、彼
かれ

らの病
びょうき

気をいや
して、もう夕

ゆうがた
方になってしまいました。

イエス様
さま

は、神
かみさま

様の国
くに

についてわかり
やすく理

り か い

解させるために、次
つぎ

から次
つぎ

へとい
ろんなお話

はなし

をなさり、人
ひとびと

々は熱
ねっしん

心に聞
き

き
入
い

っていました。も
ちろんパリサイ人

びと

た
ちもそこにいて、イ
エス様

さま

の話
はなし

に何
なに

かま
ちがいがないか、あ
らさがしをするため
に聞

き

き入
い

っていまし
た。 で す か ら、 イ
エス様

さま

はもうすっか
り疲

つか

れきっていまし
た。彼

かれ

は人
にんげん

間であら
れたので、わたした

ちと同
おな

じように休
やす

みが必
ひつよう

要でした。

夕
ゆうがた

方になって、イエス様
さま

は、湖
みずうみ

の向
む

こう
岸
きし

にひっそりとした場
ば し ょ

所があることを思
おも

い
出
だ

し、そこへわたって、しばらくの間
あいだやす

休も
うと考

かんが

えました。イエス様
さま

は弟
で し

子たちに、
何
なん

と言
い

われましたか？マルコ 4:35。

近
ちか

くには、他
ほか

にも漁
りょう

をしていた舟
ふね

がいく
つかありました。イエス様

さま

の行
こうどう

動を見
み

て、
人
ひとびと

々は次
つぎつぎ

々と他
ほか

の舟
ふね

に乗
の

れるだけ乗
の

りこ
み、イエス様

さま

の乗
の

った舟
ふね

についてきまし
た。36 節

せつ

。

岸
きし

から離
はな

れるとす
ぐに、イエス様

さま

は舟
ふね

の後
うし

ろのほうで横
よこ

に
なり、すぐに眠

ねむ

って
しまいました。

しず か な 夕
ゆ う ぐ

暮 れ
時
どき

でした。弟
で し

子たち
が向

む

こう岸
きし

に向
む

かっ
て舟

ふね

をこぎだしたと
き、湖

みずうみ

はおだやかで
した。ところが間

ま

も
なくして、とつぜん

あわただしい夜
よる

第
だい

7 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「このかたはどういう人
ひと

なのだろう。

風
かぜ

も海
うみ

も従
したが

わせるとは。」マタイ 8:27

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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すべてが変
か

わってしまいました。黒
くろ

い雲
くも

が、空
そら

にもくもくと広
ひろ

がってきました。ほ
んの数

すうふん

分の間
あいだ

に、風
かぜ

はひじょうに強
つよ

くふき
はじめ、大

おお

きな波
なみ

が舟
ふね

に打
う

ちつけ、舟
ふね

の
中
なか

にも入
はい

ってくるほどでした。稲
いなずま

妻が光
ひか

り、
雷
かみなり

が鳴
な

りわたり、風
かぜ

は吹
ふ

き荒
あ

れています。
もうすぐ太

たいよう

陽がしずんで、あたりは真
ま

っ暗
くら

になるでしょう。弟
で し

子たちはこれまでに多
おお

くの嵐
あらし

を経
けいけん

験していましたので、ただちに、
今
いま

までしてきたように、この状
じょうきょう

況でするべ
きことはすべて、やりつくしました。しか
し彼

かれ

らはすぐに、自
じ ぶ ん

分たちのしていること
が、まるで役

やく

に立
た

たないことをさとります。
37 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしあなたがその夜
よる

、そ
の舟

ふね

に乗
の

っていたとしたら、どんな気
き も

持ち
だったと思

おも

いますか？

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

と弟
で し

子たちを乗
の

せた舟
ふね

に、
水
みず

がどんどん入
はい

ってきます。大
おおなみ

波が
舟
ふね

を大
おお

きくゆらし、舟
ふね

におおいかぶさることも
ありました。弟

で し
子たちは、舟

ふね
が沈

しず
んで全

ぜんいん
員が

おぼれて死
し

んでしまうのではないかと恐
おそ

れてい
ました。

弟
で し

子の何
なんにん

人かはたくましい漁
りょうし

師で、湖
みずうみ

の上
うえ

で育
そだ

ったような人
ひと

たちでした。彼
かれ

らは数
かずかず

々の
嵐
あらし

を経
けいけん

験し、それに慣
な

れていました。ところが、
この嵐

あらし

はこれまでに経
けいけん

験したどの嵐
あらし

とも、まる
でちがうのです。どれだけ手

て

をつくしたとして
も、この船

ふね

を沈
しず

むのを止
と

めることができない
のがわかりました。助

たす

かる見
み こ

込みはありませ
ん。皆

みな

、ここでおぼれ死
し

ぬのは明
あき

らかでした。

しかし、忘
わす

れていたことがありました。嵐
あらし

から助
たす

かろうと必
ひ っ し

死だったので、イエス様
さま

の
ことを忘

わす

れていたのです。彼
かれ

らは急
きゅう

に、その
ことを思

おも

い出
だ

しました。しかし暗
くら

くて、イエス
様
さま

のお姿
すがた

は見
み

えませんでした。いったいどこ
におられるのでしょう？イエス様

さま

が湖
みずうみ

の向
む

こう
岸
ぎし

へ行
い

くようにと言
い

われたとき、彼
かれ

らはそのお
言
こ と ば

葉にしたがいました。ところが今
いま

は、湖
みずうみ

の
底
そこ

に沈
しず

むことを怖
こわ

がってばかりいます。このよ
うなときこそ、イエス様

さま

が必
ひつよう

要でした。「せん
せーい！」と、声

こえ

のかぎりをつくして叫
さけ

びました。
けれども返

へ ん じ

事はなく、ビュービュー吹
ふ

きつける
風
かぜ

の音
おと

と、はげしくうちつける波
なみ

の音
おと

が聞
き

こえ
るだけでした。

「先
せんせい

生！…せんせーい！！」もういちど叫
さけ

びま
した。それでも返

へ ん じ

事はありません。イエス様
さま

はどこにおられるのでしょう？弟
で し

子たちを置
お

き
去
ざ

りにして、どこかへ行
い

ってしまわれたのでしょ
うか？舟

ふね

は沈
しず

みかけています。たのみの綱
つな

は、
イエス様

さま

だけです。弟
で し

子たちは、死
し

に物
ものぐる

狂い
で叫

さけ

びつづけました。

またも、目
め

をくらませるほどの稲
いなずま

妻がひ
らめき、その光

ひかり

によってイエス様
さま

が一
いっしゅん

瞬
だけ見

み

えました。なんと、舟
ふね

の後
うし

ろのほう
で眠

ねむ

っておられたのです。ルカ 8:23。

考
かんが

えてみよう：風
かぜ

がほえたけり、波
なみ

がは
げしく打

う

ちつけ、舟
ふね

が今
いま

にもひっくり返
かえ

さ
れそうにゆれている中

なか

で、イエス様
さま

が眠
ねむ

る
ことができたのはなぜでしょう？

火
か よ う び

曜日

あなたが舟
ふね

の上
うえ

で眠
ねむ

っているとき
に、もしだれかが「起

お
きろ！沈

ちんぼつ
没
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するぞ！みんなおぼれてし
まう！」と叫

さけ
ぶ声

こえ
で目

め
をさ

ましたとしたら、落
お

ち着
つ

い
ていられますか？それとも、
心
しんぞう

臓をドキドキさせながら
飛
と

び起
お

きるでしょうか？

今
いま

にも舟
ふね

が沈
しず

みそうなと
きに、イエス様

さま

がすやす
やと眠

ねむ

っておられたので、
弟
で し

子たちはおそらくイエス
様
さま

をゆすり、大
おおごえ

声で叫
さけ

んで
起
お

こしたことでしょう。するとようやくイエ
ス様

さま

は、眠
ねむ

たそうな目
め

をあけました。す
ぐに、何

なに

が起
お

きているかがわかりました。
けれども稲

いなずま

妻のひらめきの中
なか

で見
み

えたイ
エス様

さま

のお顔
かお

は、恐
おそ

れどころか、平
へいあん

安と
信
しんらい

頼とあわれみの表
ひょうじょう

情をうかべておられ
ました。マルコ 4:38。

船
ふね

を沈
しず

めないために、弟
で し

子たちがふた
たびオールをにぎったとき、イエス様

さま

が立
た

ち上
あ

がりました。風
かぜ

はほえたけり、波
なみ

はは
げしく打

う

ちつけています。舟
ふね

は上
じ ょ う げ さ ゆ う

下左右
にゆれています。大

おおあらし

嵐の中
なか

、弟
で し

子たちは、
イエス様

さま

が手
て

をあげてこう言
い

われるのを
聞
き

きました。「しずまれ、だまれ！」

するとすぐに、風
かぜ

はやみ、波
なみ

はしずまり
かえりました。晴

は

れた空
そら

に星
ほし

がまたたいて
います。それからイエス様

さま

は、弟
で し

子たち
のほうに向

む

き直
なお

り、静
しず

かに語
かた

られました。
40 節

せつ

。

さて、弟
で し

子たちが向
む

こう岸
きし

へこぎだした
ときに、ついてきた他

ほか

の舟
ふね

はどうなったの
でしょう？ほかの舟

ふね

に乗
の

っていた人
ひと

たちも、
イエス様

さま

と弟
で し

子たちの舟
ふね

と同
おな

じく、危
き け ん

険な

目
め

にあいました。風
かぜ

がこれ
らの船

ふね

を近
ちか

くによせ集
あつ

めた
ので、多

おお

くの人
ひと

がイエス様
さま

の奇
き せ き

跡を目
ま

の当
あ

たりにしま
した。イエス様

さま

が、そこに
いたすべての人

ひと

をおぼれさ
せずに救

すく

って下
くだ

さったこと
を、彼

かれ

らは知
し

りました。し
ばらくの間

あいだ

、彼
かれ

らは互
たが

いに
こうささやき合

あ

っていたこと
でしょう。「風

かぜ

も海
うみ

もしたが
わせるこのお方

かた

は、いったい何
なにもの

者なのだ
ろう？」と。41 節

せつ

。

彼
かれ

らは今
いま

、嵐
あらし

の起
お

こる前
まえ

にめざしていた
岸
きし

に向
む

かって、しずかに船
ふね

をこいでいます。

考
かんが

えてみよう：その夜
よる

、イエス様
さま

はご
自
じ ぶ ん

分の命
いのち

を救
すく

うために、神
かみ

としての力
ちから

をお
用
もち

いになったのですか？いいえ。イエス様
さま

はつねに、自
じ ぶ ん

分を守
まも

って下
くだ

さる父
ちち

なる天
てん

の神
かみさま

様に信
しんらい

頼しておられました。弟
で し

子たち
は、自

じ ぶ ん

分たちの力
ちから

で舟
ふね

と命
いのち

を救
すく

おうと試
こころ

み
ました。彼

かれ

らは、イエス様
さま

が神
かみさま

様に信
しんらい

頼し
て安

あんぜん

全に守
まも

られたのと同
おな

じように、イエス
様
さま

に信
しんらい

頼すべきでした。イエス様
さま

はわたし
たちにも、信

しんらい

頼することを学
まな

んでほしいと
願
ねが

っておられますか？

水
す い よ う び

曜日

あの夜
よる

、湖
みずうみ

で起
お

きたはげしい嵐
あらし

よ
りも恐

おそ
ろしいことを、想

そうぞう
像するこ

とができますか？なんと次
つぎ

の朝
あさ

には、嵐
あらし

よ
りも恐

おそ
ろしいことが実

じっさい
際に起

お
きたのです。

朝
あさはや

早くに、舟
ふね

は安
あんぜん

全に湖
みずうみ

の向
む

こう岸
きし

に
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たどり着
つ

きました。彼
かれ

らが着
つ

いたところは
墓
は か ば

場のすぐそばでしたので、そこは人
ひ と け

気
のない静

しず

かな場
ば し ょ

所のはずでした。ところ
が、岸

きし

に上
あ

がった弟
で し

子たちが目
め

にしたの
は、あの嵐

あらし

よりも恐
おそ

ろしいものでした。墓
はか

の間
あいだ

から、野
やじゅう

獣のような目
め

をした男
おとこ

がふ
たり、叫

さけ

びながらこっちに走
はし

って向
む

かって
くるではありませんか。獲

え も の

物をつかまえ
て、八

や

つ裂
さ

きにしそうな勢
いきお

いです。マタイ

8:28。

ふたりの狂
きょうじん

人は、もともと鎖
くさり

でつながれ
ていたみたいで、手

て あ し

足には鎖
くさり

の一
い ち ぶ

部がぶ
らさがっていて、とがった石

いし

で自
じ ぶ ん

分を傷
きず

つ
け、裂

さ

けた傷
きずぐち

口からは血
ち

が流
なが

れ出
で

ていま
した。彼

かれ

らの長
なが

い髪
かみ

の毛
け

は、今
いま

までにい
ちども洗

あら

ったり、といたりしたことがない
かのように見

み

えます。目
め

をギラギラと光
ひか

ら
せ、口

くち

からは泡
あわ

をふいていました。

弟
で し

子たちは、すっかりふるえあがって
しまいました。いっせいに回

まわ

れ右
みぎ

をして、
全
ぜんりょく

力で舟
ふね

へと走
はし

りました。そのとき、イ
エス様

さま

がおられないことに気
き

づきました。
いったい、どこへ行

い

かれたのだろう？ふり
かえると、イエス様

さま

は静
しず

かにそこに立
た

って
おられました。狂

きょうじん

人たちは、
イエス様

さま

に向
む

かって突
とっしん

進し
ていきます。

弟
で し

子たちは、イエス様
さま

が
嵐
あらし

をしずめた時
とき

になさった
のと同

おな

じように、手
て

を上
あ

げ
るのを見

み

ました。狂
きょうじん

人たち
はぞっとするような声

こえ

で叫
さけ

んでいましたが、とつぜん
彼
かれ

らの足
あし

が止
と

まりました。

彼
かれ

らを狂
くる

った行
こうどう

動へとかりたてていたの
は、サタンの悪

あ く て ん し

天使たちだということを、
イエス様

さま

は知
し

っておられました。そして、
力
ちからづよ

強いよくとおる声
こえ

で、悪
あ く ま

魔に出
で

て行
い

くよ
う命

めい

じられたのでした。

考
かんが

えてみよう：この時
とき

もまた、イエス様
さま

は何
なに

を証
しょうめい

明なさいましたか？ああ、わたし
たちの愛

あい

するイエス様
さま

は、なんとたのもし
く力

ちからづよ

強い兄
きょうだい

弟、また助
たす

け主
ぬし

でしょう！

木
も く よ う び

曜日

イエス様
さま

は悪
あくれい

霊どもに、無
むりょく

力でか
わいそうなふたりの男

おとこ
から出

で
て行

い

くよう、お命
めい

じになりました。

安
あんそくにち

息日にイエス様
さま

が会
かいどう

堂で助
たす

けてあげ
た、あの気

き

の狂
くる

った男
おとこ

のように、このふた
りの男

おとこ

たちもイエス様
さま

を見
み

て、この人
ひと

なら
自
じ ぶ ん

分たちを助
たす

けることができるかもしれな
いと思

おも

いました。ああ、彼
かれ

らはどんなに助
たす

けを必
ひつよう

要としていたことでしょう！しかし、
男
おとこ

たちがそのことを口
くち

に出
だ

そうとすると、
悪
あくれい

霊どもが代
か

わりに話
はな

してしまいます。た
だし、悪

あくれい
霊どもでさえ、イ

エス様
さま

の権
け ん い

威〔他
た

の者
もの

を従
したが

わせる威
いりょく

力〕を認
みと

めざるを
えませんでした。ふたりの
狂
きょうじん

人の口
くち

から出
で

て来
き

た言
こ と ば

葉
は何

なん

でしたか？マタイ 8:29。

ふたりにとりついていた
悪
あくれい

霊どもは、 イエス様
さま

が
自
じ ぶ ん

分たちよりも強
つよ

いことを
知
し

っていました。いつの日
ひ

か、自
じ ぶ ん

分たちが滅
ほろ

ぼされる
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ことも知
し

っていました。それでも彼
かれ

らは、
できるかぎり邪

じ ゃ ま

魔をしたかったのです。
最
さ い ご

後に彼
かれ

らは、何
なに

を願
ねが

いましたか？31

節
せつ

。

イエス様
さま

は、何
なん

とお答
こた

えになりました
か？そして、そのあと何

なに

が起
お

こりましたか？
32 節

せつ

。

あのすさまじい光
こうけい

景を想
そうぞう

像してみてくだ
さい。豚

ぶ た か

飼いたちは、飼
か

っているすべて
の豚

ぶた

が狂
くる

ったように坂
さか

を下
くだ

り、湖
みずうみ

めがけて
突
とっしん

進し、おぼれるのを見
み

てショックを受
う

け、
すっかり恐

おそ

れをなしてしまいました。また
豚
ぶ た か

飼いたちは、あのふたりの男
おとこ

に起
お

こった
ことも見

み

ていました。彼
かれ

らはもう、狂
きょうじん

人で
はありません。まったく変

か

えられたのです。

おそらくイエス様
さま

は、このふたりの男
おとこ

に、
湖
みずうみ

で体
からだ

を洗
あら

うようにすすめたことでしょう。
また弟

で し

子たちは、男
おとこ

たちが着
き

るための服
ふく

をわけてあげたかもしれません。今
いま

は、
彼
かれ

らはすわってイエス様
さま

の話
はなし

を聞
き

き、サタ
ンの手

て

から自
じ ぶ ん

分たちを救
すく

って下
くだ

さった神
かみさま

様
をほめたたえていました。

考
かんが

えてみよう：サタンとイエス様
さま

との間
あいだ

の戦
たたか

いは、現
げんじつ

実に起
お

こっていますね？あの
ふたりの狂

きょうじん

人は、自
じ ぶ ん

分から
サタンのほうを選

えら

んだので、
自
じ ぶ ん

分の力
ちから

でサタンから逃
のが

れ
ることはできませんでした。
彼
かれ

らを助
たす

けることができた
のは、イエス様

さま

だけでした。
同
おな

じように、わたしたちをサ
タンから救

すく

うことができるの
も、イエス様

さま

だけです。

金
き ん よ う び

曜日

豚
ぶ た

飼
か

いたちが、近
ちか

くの町
まち

へかけこん
でその出

で き ご と
来事を話

はな
すと、すぐに町

まち

のみんなは、イエス様
さま

がおられた場
ば し ょ

所へ
と急

いそ
ぎました。すると本

ほんとう
当に、みんなが

恐
おそ

れていたあの男
おとこ

たちが、すっかりおとな
しくなっているではありませんか。まさし
く奇

き せ き
跡です。イエス様

さま
が昨

さ く や
夜の嵐

あらし
をしず

められたことを弟
で し

子たちから聞
き

いた町
まち

の
人
ひとびと

々は、それも奇
き せ き

跡であったことを知
し

りま
した。

しかし、イエス様
さま

は悲
かな

しかったにちがい
ありません。というのは、町

まち

からやってき
た人

ひとびと

々が、よろこんで神
かみさま

様を賛
さ ん び

美するどこ
ろか、失

うしな

った豚
ぶた

のことばかりを考
かんが

えている
ようすだったからです。彼

かれ

らは、他
ほか

にも何
なに

かを失
うしな

うのではないかと恐
おそ

れていました。
マタイ 8:33,34。

豚
ぶた

の飼
か

い主
ぬし

たちは異
い き ょ う と

教徒で、イエス
様
さま

は彼
かれ

らに愛
あい

の神
かみさま

様について教
おし

えたいと
願
ねが

っておられました。しかし彼
かれ

らは、神
かみさま

様
のことを聞

き

くよりも、豚
ぶた

を売
う

ってお金
かね

もう
けをするほうが好

す

きでした。
イエス様

さま

は、どういう人
じんせい

生
の選

えら

びをしているのかを、
彼
かれ

ら自
じ し ん

身が知
し

るための機
き か い

会
をお与

あた

えになりました。し
かし結

けっきょく

局、彼
かれ

らはイエス様
さま

に、町
まち

から出
で

て行
い

くように
たのんだのでした。

イエス様
さま

は決
けっ

して、だれ
かに無

む り

理やりご自
じ ぶ ん

分を選
えら

ば
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せるようなことはなさいませんね？人
ひとびと

々か
ら出

で

ていくように言
い

われたイエス様
さま

と弟
で し

子
たちは、舟

ふね

にもどりました。イエス様
さま

に
悪
あくれい

霊から自
じ ゆ う

由にしてもらった男
おとこ

たちは、彼
かれ

に去
さ

ってもらいたくなかったので、いっしょ
について行

い

かせてほしいとお願
ねが

いしまし
た。

マルコもこの物
ものがたり

語を記
き ろ く

録していますが、
彼
かれ

は、いやされた男
おとこ

たちのうちのひとりに
ついてだけしるしています。いっしょにつ
いて行

い

かせてほしいとお願
ねが

いしたとき、イ
エス様

さま

が何
なん

とお答
こた

えになったかを読
よ

んで
みましょう。マルコ 5:18-20。

まもなく人
ひとびと

々は、かつて気
き

が狂
くる

っていた
このふたりがどんなに変

か

わったかを目
め

にす
ることでしょう。それによって、さらに多

おお

く
の人

ひと

たちが、イエス様
さま

をもっと知
し

りたいと
思
おも

うようになることでしょう。

考
かんが

えてみよう：わたしたちの行
おこな

いによっ
て、他

ほか

の人
ひと

たちにイエス様
さま

を知
し

りたいと思
おも

わせることができますか？すなおに喜
よろこ

んで
言

い

うことを聞
き

き、親
しんせつ

切で役
やく

に立
た

つ、わがま
まをしない子

こ

どもになったら、どんな影
えいきょう

響
があると思

おも

いますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マタイ 8:23-34

★マルコ 4:35-41; 5:1-20;

★ルカ 8:22-39;

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 第
だい

35 章
しょう
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ある冬
ふゆ

のことです。雪
ゆき

が地
じ め ん

面をお
おい、風

かぜ
に運

はこ
ばれて、家

いえいえ
々のまわ

りに深
ふか

い吹
ふ

きだまりを作
つく

りました。ニュー
ヨークのある町

まち
で、ジェームスとエレン・

ホワイトは、聖
せいしょ

書
が 教

おし
え る 第

だい
七

なの

日
かあんそくにち

安息日とイエス
様
さま

のご再
さいりん

臨につ
いて 知

し
りたいと

願
ねが

っている人
ひと

た
ちと共

とも
に、 集

しゅうかい
会

をひらいていまし
た。

さて同
おな

じ町
まち

に、
日
に ち よ う び

曜日に礼
れいはい

拝する教
きょうかい

会へ行
い

っている男
おとこ

の
人
ひと

が住
す

んでいました。この人
ひと

も集
しゅうかい

会をひら
いており、牧

ぼ く し

師ではなく町
まち

の収
しゅうにゅうやく

入役でした
が、救

すく

いについて説
せっきょう

教をするのが好
す

きで
した。

「わたしたちが信
しん

じるべきなのは、ジェー
ムスとエレン・ホワイトの話

はなし

か、それとも
町
まち

の収
しゅうにゅうやく

入役の話
はなし

だろうか？」人
ひとびと

々は迷
まよ

って
いました。

ハイラム・パッチと彼
かれ

の婚
こんやくしゃ

約者も、どち
らが正

ただ

しいのか決
き

めかねていました。とう
とうふたりは、ジェームスとエレンに会

あ

っ
て、彼

かれ

らと話
はなし

をすることにしました。若
わか

い
ふたりは、イエス様

さま

がすでに、集
しゅうかい

会をひ
らいているあの男

おとこ

の人
ひと

についてエレンに

示
しめ

されたことを知
し

りませんでした。エレン
は、「あと１か月

げ つ ま

待てば、わたしたちのう
ちどちらを信

しんらい

頼できるか、おわかりになる
はずですよ」とだけ言

い

いました。

ハ イ ラ ム と
婚
こんやくしゃ

約 者は、 彼
かれ

ら
に感

かんしゃ

謝し、「それ
では待

ま

ちます」と
言
い

いました。

どちらが 真
し ん り

理
を語

かた

っているの
かは、 １ か月

げつ

も
たたないうちに、
すべての人

ひと

の目
め

に明
あき

らかになりました。ハイラムがホワイ
ト夫

ふ さ い

妻と話
はな

してから２週
しゅうかんご

間後、収
しゅうにゅうやく

入役の
説
せっきょうしゃ

教者は病
びょうき

気になり、仕
し ご と

事に行
い

けなくなっ
たため、別

べつ

の人
ひと

が彼
かれ

の仕
し ご と

事をしなくては
なりませんでした。人

ひとびと

々が払
はら

った 1000ド
ルものお金

かね

がなくなっていることに気
き

づい
た町

まち

の職
しょくいん

員たちが、どれだけおどろいた
か想

そうぞう

像できますか？「収
しゅうにゅうやく

入役がお金
かね

を盗
ぬす

んだにちがいない。」職
しょくいん

員たちはそう判
はんだん

断
しました。

保
ほ あ ん か ん

安官が収
しゅうにゅうやく

入役の家
いえ

をおとずれると、
収
しゅうにゅうやく

入 役 の男
おとこ

は、まるで自
じ ぶ ん

分は悪
わる

いこと
をしていないかのように振

ふ

るまいました。
「1000ドルのことなど、わたしは何

なに

も知
し

りませんよ。」彼
かれ

はそう言
い

いはります。「わ

お話
はな

しひろば 

冷
つ め

たくて白
し ろ

い銀
ぎ ん こ う

行のお金
かね

エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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たしは盗
ぬす

んでなんかいません。わたしが
正
しょうじき

直な男
おとこ

だということは、あなたもご存
ぞん

じでしょう。わたしはクリスチャンですよ。
盗
ぬす

むなんて、考
かんが

えたことすらありません。」

話
はな

している間
あいだ

に、もうひとりの 職
しょくいん

員
は、収

しゅうにゅうやく

入役の妻
つま

がかばんを抱
かか

えて外
そと

へ
出
で

て行
い

くのを見
み

ました。そこで職
しょくいん

員は、
こっそり彼

かのじょ

女のあとをつけました。職
しょくいん

員
は、彼

かのじょ

女が家
いえ

の裏
うら

にある雪
ゆき

の吹
ふ

きだま
りにかばんを隠

かく

すのを見
み

ました。それか
ら、彼

かのじょ

女は家
いえ

へもどりました。それをだ
れかに見

み

られたことには気
き

づいていませ
ん。彼

かのじょ

女が家
いえ

へもどると、職
しょくいん

員はさっき
の雪

ゆき

の吹
ふ

きだまりへ行
い

き、かばんを見
み

つ
けました。中

なか

には、あのなくなっていた
1000ドルが入

はい

っていました。職
しょくいん

員はそれ
を持

も

って家
いえ

に入
い

り、保
ほ あ ん か ん

安官に見
み

せました。
収
しゅうにゅうやく

入 役もその妻
つま

も、言
い

い訳
わけ

できるわけが
ありません。当

とうぜん

然のことですが、彼
かれ

らは捕
つか

まってしまいました。じょうずに良
よ

い人
ひと

の
ふりをしていましたが、実

じっさい

際はうそをつい
て、盗

ぬす

みをしていたのです。聖
せいしょ

書に書
か

か
れているように、その罪

つみ

が身
み

におよんだの
です。（民

み ん す う き

数記 32:23）。

人
ひとびと

々がこのことを知
し

るのに、それほど
時
じ か ん

間はかかりませんでした。ハイラム・パッ
チと、彼

かれ

と結
けっこん

婚した女
じょせい

性もそのことを知
し

り
ました。彼

かれ

らは、ジェームスとエレンと共
とも

に聖
せいしょ

書を勉
べんきょう

強して、忠
ちゅうじつ

実な教
きょうかいいん

会員となりま
した。また、エレン・ホワイトが神

かみさま

様から
の特

とくべつ

別な使
し し ゃ

者なのかどうかを迷
まよ

うことも、
決
けっ

してありませんでした。彼
かれ

らは、イエス
様
さま

がエレンにお示
しめ

しになる幻
まぼろし

や夢
ゆめ

をいつ
でも信

しんらい

頼できることを知
し

ったのです。

わたしたちも、彼
かのじょ

女の夢
ゆめ

と幻
まぼろし

を信
しんらい

頼する
ことができますよね。
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日
に ち よ う び

曜日

あなたは、１日
にちじゅう

中、病
びょうき

気で寝
ね

こん
だことがありますか？１週

しゅうかん
間も寝

ね

こんだことはないですか？

病
びょうき

気になったとき、病
びょういん

院へ行
い

きました
か？薬

くすり

を飲
の

まされましたか？注
ちゅうしゃ

射をしない
といけませんでしたか？病

びょうき

気になりたい人
ひと

なんて、いるはずないですよね。それに、
お医

い し ゃ

者さんにかかるのも、薬
くすり

をもらうのも、
たくさんのお金

かね

がかかります。

今
こんしゅう

週の最
さいしょ

初のお話
はなし

は、
12 年

ねん

も の 間
あいだ

、 ず っと
病
びょうき

気だった女
おんな

の人
ひと

の話
はなし

です。何
なんにん

人もの医
い し ゃ

者に
みてもらいましたが、治

なお

りませんでした。いろい
ろな薬

くすり

もためしてみまし
たが、どれもききません
でした。とうとう彼

かのじょ

女は、
医
い し ゃ

者たちから、よくなる
望
のぞ

みはないと告
つ

げられて

しまいました。

何
なんにん

人の医
い し ゃ

者にかかって、どれだけたくさ
んの薬

くすり

をためしたのかはわかりませんが、
12 年

ねん

の終
お

わりには、彼
かのじょ

女はすっかり貧
びんぼう

乏
になっていました。自

じ ぶ ん

分の財
ざいさん

産をすべて、
医
い し ゃ

者と薬
くすり

につぎこんだにもかかわらず、
病
びょうき

気はまったくよくなっていませんでした。
もしかしたら、ふたたび元

げ ん き

気になるという
希
き ぼ う

望を、とうに捨
す

ててしまっていたかもし
れません。

ところがそんな時
とき

、女
おんな

は、イエス様
さま

とそ
のすばらしい奇

き せ き

跡のことを耳
みみ

にしました。
イエス様

さま

のところへ行
い

き
さえすれば、きっとよくな
るにちがいない、という
確
かくしん

信がわいてきました。
病
びょうき

気で弱
よわ

っていましたが、
会
あ

いに行
い

く努
どりょく

力だけでも
しなくては、と思

おも

いました。
イエス様

さま

が、湖
みずうみ

の対
たいがん

岸で
気
き

の狂
くる

った男
おとこ

たちをいや
して、もどってこられたそ
の日

ひ

、こちら側
がわ

の岸
きし

では

イエス様
さま

の並
なみ

はずれた能
のうりょく

力
なみなみ

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「しっかりしなさい・・・あなたの信
しんこう

仰があなたを救
すく

ったのです。」

マタイ 9:22

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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すでに大
おおぜい

勢の群
ぐんしゅう

衆が待
ま

っていました。あ
の病

びょうき

気の女
おんな

も、どうにかそこへたどり着
つ

い
ていました。しかし、どうにかしてイエス
様
さま

に近
ちか

づこうとしても、近
ちか

づくことができ
ません。弱

よわ

っていたので、どうしても群
ぐんしゅう

衆
の間

あいだ

をかきわけて行
い

くことができませんで
した。集

あつ

まってきた人
ひと

たちは皆
みな

、イエス
様
さま

の近
ちか

くに行
い

きたがっていました。マルコ

5:24。

考
かんが

えてみよう：あなたがこの女
おんな

だったとし
たら、どうしたいと思

おも

ったでしょう？もしあ
なたが群

ぐんしゅう

衆のひとりで、女
おんな

がイエス様
さま

のと
ころへ行

い

こうとするのを見
み

たとしたら、どう
していたと思

おも

いますか？

月
げ つ よ う び

曜日

この病
びょうき

気の女
おんな

は、群
ぐんしゅう

衆がひしめき
合
あ

っている中
なか

、どうやってイエス
様
さま

に会
あ

えばよいのでしょう？レビ・マタイ
はちょうどその日

ひ
、イエス様

さま
のために宴

えんかい
会

をもうけ、自
じぶん

分の取
しゅぜいにんなかま

税人仲間を招
しょうたい

待して、
イエス様

さま
に会

あ
わせようとしていました。そ

の時
じ か ん

間になったので、イエス様
さま

はレビ・マ
タイの家

いえ
へ向

む
かって歩

ある
き始

はじ
め、群

ぐんしゅう
衆はイ

エス様
さま

について行
い

きました。その中
なか

には、
あの病

びょうき
気の女

おんな
もいました。

イエス様
さま

がレビ・マタイの家
いえ

で、 彼
かれ

の友
ゆうじん

人たちと食
しょくじ

事をし、 話
はなし

をしている
間
あいだ

、大
おおぜい

勢の人
ひと

が外
そと

で待
ま

っていたはずで
す。病

びょうき

気の女
おんな

も、そこで待
ま

っていました。
彼
かのじょ

女は、とても疲
つか

れていたことでしょう。
それでも、ぜひイエス様

さま

に会
あ

わなくては、
と思

おも

っていました。

外
そと

で待
ま

っていると、会
かいどうつかさ

堂司のヤイロと
いう人

ひと

が、この家
いえ

に駆
か

け込
こ

んできました。
会
かいどうつかさ

堂司はとても偉
えら

い人
ひと

なので、人
ひとびと

々は道
みち

をあけて彼
かれ

をとおしてあげました。

この会
かいどうつかさ

堂司がこれほど急
いそ

いでいたのは、
なぜでしょう？彼

かれ

は、イエスさまがレビ・
マタイの宴

えんかい

会にいることを聞
き

きつけ、たず
ねて来

き

たのでした。彼
かれ

は、イエス様
さま

に何
なん

と言
い

いましたか？ルカ 8:41,42。

12 歳
さい

になる娘
むすめ

が、今
いま

にも死
し

にそうでし
た！イエス様

さま

がいそいで来
き

てくだされば娘
むすめ

は助
たす

かると、ヤイロは信
しん

じていました。イ
エス様

さま

はすぐに宴
えんかい

会の場
ば

をあとにして、
娘
むすめ

の父
ちちおや

親といっしょに出
で

かけました。群
ぐんしゅう

衆
もあとからついてきました。そして群

ぐんしゅう

衆の
中
なか

には、あの病
びょうき

気の女
おんな

もいました。

イエス様
さま

が、病
びょうき

気の女
おんな

のすぐ近
ちか

くをと
おっていかれます。でも、病

びょうき

気をいやし
てもらえるほどの距

き ょ り

離までは、とても近
ちか

づ
けそうにありません。ヤイロの家

いえ

へと向
む

かっている途
とちゅう

中でしたが、イエス様
さま

はとき
どき立

た

ち止
と

まって、近
ちか

くに来
き

た人
ひと

たちをい
やしておられました。ヤイロはそわそわし
てきました。イエス様

さま

がもっと急
いそ

いでくれ
ないだろうかと、心

こころ

の中
なか

で願
ねが

っていました。
到
とうちゃく

着が遅
おく

れたら、手
て お く

遅れになるかもしれ
ないからです。早

はや

く家
いえ

に着
つ

かないと、彼
かれ

の幼
おさな

い娘
むすめ

は死
し

んでしまうことでしょう。

一
いっぽう

方、病
びょうき

気の女
おんな

はこう考
かんが

えていました。
「イエス様

さま

にさわることさえできたら、きっ
とよくなるはずだわ！」

考
かんが

えてみよう：その日
ひ

、ふたりの人
ひと

がそ
れぞれの信

しんこう

仰をあらわしていました。ひと
りの信

しんこう

仰は、もうひとりの信
しんこう

仰とはちがっ
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ていたと思
おも

いますか？では、どのように
違
ちが

っていましたか？

火
か よ う び

曜日

とつぜん、イエス様
さま

は病
びょうき

気の女
おんな

の
いるほうに歩

ある
いてこられます。よ

し！こっちに向
む

かってこられる！かなり近
ちか

づいてこられ、もう少
すこ

しでさわれるほどの
距
き ょ り

離になりました。しか
し、とどきません。 女

おんな

はすばやく身
み

をかがめ
て、人

ひとびと
々のすき間

ま
から

できるかぎり手
て

をのば
しました。そして、手

て

がイエス様
さま

の着
き も の

物のふ
ちにふれたのを感

かん
じま

した。すると、たちま
ちすごいことが起

お
こっ

たのです。一
いっしゅん

瞬にして、
力
ちから

と健
けんこう

康が体
からだ

にみな
ぎってくるのを感

かん
じまし

た。病
びょうき

気が治
なお

ったので
す！ハレルヤ！

女
おんな

はもう、群
ぐんしゅう

衆にまぎれている必
ひつよう

要はあ
りません。イエス様

さま

が彼
かのじょ

女をいやして下
くだ

さいました。どれほど感
かんしゃ

謝の念
ねん

にみたされ
たことでしょう！女

おんな

がしずかにそこを去
さ

ろう
としたその時

とき

、イエス様
さま

の声
こえ

が聞
き

こえてき
ました。イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃいました
か？ルカ 8:45。

ふり返
かえ

って見
み

ると、イエス様
さま

はまっすぐ
女
おんな

を見
み

つめておられました。

イエス様
さま

があのような質
しつもん

問をするなん

て、弟
で し

子たちは理
り か い

解ができませんでした。
大
おおぜい

勢の人
ひと

が、彼
かれ

にふれたはずですから。
しかし、イエス様

さま

は女
おんな

を見
み

つめつづけて
いました。ふたたびイエス様

さま

は、確
たし

かに
だれかが自

じ ぶ ん

分をさわったと言
い

いはりまし
た。46 節

せつ

。

女
おんな

は、イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分のことを言
い

ってお
られるのがわかりました。ふるえながら、
彼
かのじょ

女はイエス様
さま

のところへ進
すす

みでました。
みんなが見

み

ているとこ
ろで、女

おんな

はイエス様
さま

の
足
あしもと

元にひざまずいて、
感
かんしゃ

謝の意
い

をあらわしま
した。47 節

せつ

。

大
おおぜい

勢の人
ひとびと

々の前
まえ

で、
女
おんな

がすすんでイエス様
さま

に感
かんしゃ

謝をささげたこと
をイエス様

さま

は喜
よろこ

んでお
られることが、彼

かれ

の優
やさ

しい愛
あいじょう

情ぶかいまなざ
しで分

わ

かりました。イ
エス様

さま

は 彼
かのじょ

女 に何
なん

と
おっしゃいましたか？
48 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：他
ほか

の人
ひと

たちの前
まえ

で、愛
あいじょう

情
ぶかいイエス様

さま

のことを語
かた

るのを、わたし
たちは恥

は

ずかしいと思
おも

うでしょうか？時
ときどき

々、
牧
ぼ く し

師の先
せんせい

生が「イエス様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼
し、彼

かれ

に従
したが

うことを選
えら

ぶ人
ひと

たちは、手
て

をあ
げて下

くだ

さい」とか「立
た

って下
くだ

さい」また
は「礼

れいはいどう

拝堂の前
まえ

のほうに進
すす

み出
で

て下
くだ

さい」
と呼

よ

びかけることがありますね。わたした
ちがイエス様

さま

を愛
あい

していることを他
ほか

の人
ひと

た
ちに知

し

らせるとき、イエス様
さま

は喜
よろこ

んで下
くだ

さ
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います。

水
す い よ う び

曜日

でも、もう手
て お く

遅れです！ヤイロは、
そのことに気

き
づいていました。ヤ

イロの家
いえ

に向
む

かっているイエス様
さま

の動
うご

き
が遅

おそ
すぎました。イエス様

さま
が、着

き も の
物にさわっ

た病
びょうき

気の女
おんな

に話
はな

しかけておられるときに、
何
なに

が起
お

こりましたか？ルカ 8:49。

ヤイロは、どんなにつらかったことでしょ
う。彼

かれ

がどんなにがっかりしたか、だれに
もわかりませんでした。イエス様

さま

も使
つか

いの
者
もの

からの知
し

らせを聞
き

きましたが、すぐに、
悲
かな

しみと不
ふ あ ん

安の中
なか

にいる父
ちちおや

親に、希
き ぼ う

望の
言
こ と ば

葉を語
かた

られました。50 節
せつ

。

当
と う じ

時は、だれかが亡
な

くなると、家
か ぞ く

族は
お金

かね

をはらって「泣
な

き屋
や

」と呼
よ

ばれる人
ひと

たちをやとい、大
おおごえ

声で泣
な

き、悲
かな

しみの歌
うた

をうたったり演
えんそう

奏したりしてもらっていまし
た。そのようにして、だれかが亡

な

くなった
ことをみんなに知

し

らせたのでした。

ヤイロの家
いえ

に到
とうちゃく

着すると、すでに「泣
な

き屋
や

」がきていました。イエス様
さま

が家
いえ

の
中
なか

へつれて行
い

った弟
で し

子は、だれとだれと
だれでしたか？51 節

せつ

。

イエス様
さま

は、このやとわれた「泣
な

き屋
や

」
たちに、少

しょうじょ

女は死
し

んでいないのだから泣
な

いているふりをやめるように言
い

われまし
た。少

しょうじょ

女はただ眠
ねむ

っているのだ、と。52

節
せつ

。

ヤイロの家
いえ

に集
あつ

まってきていた、悲
かな

しん
でいるはずの人

ひと

たちは、イエス様
さま

のこと
をおかしな人

ひと

だと思
おも

いました。少
しょうじょ

女は死
し

んだのですから。たしかに彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分
の目

め

で見
み

たのですから。イエス様
さま

はいっ
たいどういうつもりで、少

しょうじょ

女は眠
ねむ

っている
と言

い

ったのでしょう？彼
かれ

らは泣
な

くふりをや
めて、イエス様

さま

のことをあざ笑
わら

いました。
53 節

せつ

。

それからイエス様
さま

は、泣
な

き屋
や

たちに外
そと

へ出
で

るように言
い

われました。彼
かれ

らはしぶし
ぶ外

そと

へ出
で

ました。家
いえ

の中
なか

にいるのは、イ
エス様

さま

と３人
にん

の弟
で し

子と少
しょうじょ

女の両
りょうしん

親だけで
す。彼

かれ

らは、少
しょうじょ

女がベッドに横
よこ

たえられて
いる部

へ や

屋に入
はい

りました。少
しょうじょ

女は冷
つめ

たくなっ
ていて、もちろん動

うご

きません。弟
で し

子たちと
両
りょうしん

親は、イエス様
さま

がベッドに歩
ある

いて行
い

くの
を見

み

ていました。イエス様
さま

は、何
なに

をなさ
るのでしょう？

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、これまでに
死

し

んだ人
ひと

を生
い

き返
かえ

らせたことがありました
か？それがだれだったか、思

おも

い出
だ

せます
か？

木
も く よ う び

曜日

イエス様
さま

は、亡
な

くなった少
しょうじょ

女のベッ
ドのそばに 立

た
っておられます。

騒
そうぞう

々しい、あのやとわれた泣
な

き屋
や

たちは、
家
いえ

の外
そと

に出
だ

されていました。少
しょうじょ

女の両
りょうしん

親
と弟

で し
子たちは、真

しんけん
剣にイエス様

さま
を見

み
つめ

ています。

身
み

をかがめ、冷
つめ

たくなった少
しょうじょ

女の手
て

を
やさしくとって、イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃ
いましたか？ルカ 8:54。

なんと、少
しょうじょ

女の体
からだ

がぴくっと動
うご

きました。
それから、まるで楽

たの

しい夢
ゆめ

から目
め ざ

覚めた
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かのように、ほほ笑
え

んだのです。目
め

をあ
けて、やさしい愛

あいじょう

情ぶかいイエス様
さま

のお
顔
かお

を見
み あ

上げています。それからあたりを
見
み ま わ

回して、ベッドの上
うえ

ですわりました。

生
い

き返
かえ

ったのです！もう病
びょうき

気でもありま
せん。両

りょうしん

親は、まったく信
しん

じられませんで
した。彼

かれ

らは少
しょうじょ

女を抱
だ

きしめ、うれしさの
あまり泣

な

きました。大
だ い じ

事な娘
むすめ

が帰
かえ

ってきた
のです。しかも、すっかり元

げ ん き

気になって、
うれしそうにしています。

少
しょうじょ

女はおそらく、病
びょうき

気のときには食
しょくよく

欲
がなかったはずですが、今

いま

は食
た

べ物
もの

が
必
ひつよう

要でした。娘
むすめ

が生
い

き返
かえ

ったことがうれ
しくて、両

りょうしん

親は食
しょくじ

事のことなど考
かんが

えもしま
せんでした。けれどもイエス様

さま

は、生
い

き
返
かえ

って元
げ ん き

気になった少
しょうじょ

女をご覧
らん

になって、
彼
かのじょ

女に食
しょくじ

事が必
ひつよう

要なのをご存
ぞ ん じ

知でした。
少
しょうじょ

女がベッドからとびおりると、すぐにイ
エス様

さま

は、両
りょうしん

親に何
なに

をするように言
い

われ
ましたか？55 節

せつ

。

この幸
しあわ

せな家
か ぞ く

族と別
わか

れる前
まえ

に、イエス
様
さま

は両
りょうしん

親に何
なん

とおっしゃいましたか？56

節
せつ

。

ご自
じ ぶ ん

分のおこなった
奇
き せ き

跡について、人
ひとびと

々に
話
はな

すほうがよい時
とき

と、
そうでない時

とき

があるの
をイエス様

さま

はご存
ぞん

じで
した。その前

まえ

の日
ひ

、あ
の狂

きょうじん

人たちにむかって、
イエス様

さま

ご自
じ し ん

身のこと
と、サタンにまさる彼

かれ

の能
のうりょく

力について人
ひとびと

々に
伝
つた

えさせるために、彼
かれ

らをサタンから解
かいほう

放したのだと、イエス様
さま

は言
い

われました。また、長
なが

い間
あいだびょうき

病気をわ
ずらっていたあの女

おんな

に、ご自
じ し ん

身のなさった
ことを大

おおぜい
勢の人

ひとびと

々の前
まえ

で話
はな

させました。し
かし、いろいろな理

り ゆ う

由から、今
いま

は、この
少
しょうじょ

女を生
い

き返
かえ

らせたことを話
はな

さないほうが
よいことを知

し

っておられました。わたした
ちは、イエス様

さま

がいつも最
さいぜん

善をご存
ぞん

じで
あることを固

かた

く信
しん

じていることができます。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、死
し

んでいる
状
じょうたい

態のことを「眠
ねむ

っている」と言
い

われます。
あなたはどう思

おも

いますか？

金
き ん よ う び

曜日

今
き

日
ょう

は「 よく 考
かんが

える 日
ひ

」 で す。
今
こんしゅう

週のお話
はなし

に出
で

て来
き

たのは、ど
んな人

ひと
たちでしたか？イエス様

さま
が助

たす
けるこ

とができたのは、どんな信
しんこう

仰を持
も

った人
ひと

たちでしたか？病
びょうき

気の女
おんな

がさわったイエス
様
さま

の着
き も の

物には、何
なに

か魔
ま ほ う

法の仕
し

かけがあり
ましたか？いいえ。もしそれが本

ほんとう
当に魔

ま ほ う
法

の仕
し

かけだったとしたら、
たくさんの人

ひと
がイエス

様
さま

のまわりに群
むら

がって
いましたから、もっと
大
おおぜい

勢の人
ひと

がいやされて
いたことでしょう。

イエス様
さま

は病
びょうき

気の女
おんな

に、何
なに

が彼
かのじょ

女の病
びょうき

気を
なおしたと言

い

われまし
たか？ルカ 8：48。 

少
しょうじょ

女の父
ちちおや

親であるヤ
イロに、イエス様

さま

は何
なん
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と言
い

われましたか？50 節
せつ

。

ヤイロに「信
しん

じなさい」と言
い

ったのは、
イエス様

さま

が彼
かれ

の娘
むすめ

をいやすことができると
いう信

しんこう

仰を持
も

ちなさいということでした。

イエス様
さま

は神
かみさま

様の子
こ

である、と信
しん

じる
だけで十

じゅうぶん

分でしょうか？「信
しん

じること」は、
イエス様

さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、イエス様
さま

の助
たす

けによって十
じっかい

戒にしたがう選
えら

びをするの
と同

おな

じことですか？あなたはどう思
おも

います
か？

残
ざんこく

酷なサタンと彼
かれ

の悪
あ く て ん し

天使たちは、イ
エス様

さま

を神
かみさま

様の子
こ

であると信
しん

じていました
か？そうです。悪

あくれい
霊どもは、イエス様

さま

に命
めい

じられて気
き

の狂
くる

った男
おとこ

たちから出
で

て行
い

くと
きに、そのことを大

おおごえ

声で叫
さけ

びました。しか
し信

しん

じたからといって、悪
あくれい

霊どもは、イエ
ス様

さま

を憎
にく

んで殺
ころ

そうとするのをやめました
か？ 

わたしたちが本
ほんもの

物の信
しんこう

仰をもつとき、イ
エス様

さま

といっしょに天
てんごく

国に入
はい

るために、
自
じ ぶ ん

分にできることは何
なに

もないことを知
し

って
いるはずです。本

ほんもの

物の信
しんこう

仰は、イエス様
さま

を愛
あい

し、いつもどんなことがあっても、イ
エス様

さま

に完
かんぜん

全にたよることです。そしてわ
たしたちが最

さいぜん

善をつくすならば、イエス様
さま

が助
たす

けて下
くだ

さり、わたしたちはますます彼
かれ

に似
に

る者
もの

となるのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マルコ 5:21-43

★ルカ 8:40-56

★ 各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 36 章
しょう
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おとなの男
おとこ

の人
ひと

は、めったに泣
な

くこ
とはありませんね。でも、もしあ

なたがある夏
なつ

の日
ひ

に、テネシー州
しゅう

のマディ
ソンの近

ちか
くにある、むき出

だ
しで石

いし
だらけの

土
と ち

地にいたならば、照
て

りつける太
たいよう

陽の下
もと

で岩
いわ

の上
うえ

にこしかけて泣
な

いているふたりの
男
おとこ

の人
ひと

を見
み

たことでしょう。

「こんなこと、私
わたし

たちには
無
む り

理だ」と、鼻
はな

をかみなが
ら、ひとりが言

い

いました。

「ああ、わかっている」と、
もうひとりも涙

なみだ

をぬぐいなが
ら言

い

いました。「ここは無
む り

理
に決

き

まっている。この岩
いわ

だ
らけの土

と ち

地を見
み

れば、何
なに

も育
そだ

たないのは
明
あき

らかだ。」

「それに、この土
と ち

地を買
か

うためのお金
かね

を、
どこからもってくればいいんだ？」最

さいしょ

初の
男
おとこ

が頭
あたま

をふりながら言
い

いました。

「たしかにそうだ。彼
かのじょ

女が私
わたし

たちに望
のぞ

ん
でいることを実

じっこう

行するためのお金
かね

はどこに
もないし」と、もうひとりも言

い

いました。「で
も、これから私

わたし

たちはどうすればいいの
だ？この場

ば し ょ

所にイエス様
さま

は学
がっこう

校を建
た

てるこ
とを望

のぞ

んでおられると、彼
かのじょ

女は言
い

っている。
ここは、他

た

の学
がっこう

校が真
ま ね

似したくなるような
農
のうじょう

場になるんだとか。しかも、彼
かのじょ

女のメッ
セージがイエス様

さま

から来
き

たものだと信
しん

じる
信
しんこう

仰をもっていれば、それは必
かなら

ず実
じつげん

現す

るはずだと私
わたし

たちも知
し

っている。」

「また、したがわないことを選
えら

んだら、
いつでもかならず問

もんだい

題が起
お

きるんだ」と、
もうひとりの友

ゆうじん

人は言
い

いました。「だけど、
いくらなんでもこの土

と ち

地は！」

ふたりの名
な

は、エドワード・サザーラ
ンドとパーシー・マギャー
ン。ひとりはミシガンにあ
る大

だいがく

学の学
がくちょう

長で、もうひと
りは同

おな

じ大
だいがく

学の学
がくぶちょう

部長でし
た。彼

かれ

らの会
か い わ

話に出
で

てきた
「彼

かのじょ

女」とはホワイト夫
ふ じ ん

人
のことで、そこからあまり遠

とお

くない船
ふね

の上
うえ

で忍
にんたいづよ

耐強く待
ま

ち、祈
いの

りつづけていました。彼
かのじょ

女は、イ
エス様

さま

が言
い

われた彼
かれ

らのなすべきことを、
彼
かれ

らが信
しん

じられないでいるのを知
し

っていま
した。

ふたりの青
せいねん

年は、日
ひ

の照
て

りつける野
の は ら

原
にすわり、しばらく考

かんが

えこんでいました。
とうとう、ひとりが切

き

り出
だ

しました。「たし
かにこれは不

ふ か の う

可能に思
おも

われるけれど、やっ
ぱり、したがうべきだと思

おも

う。君
きみ

はどう思
おも

う？」

「そうだな、わたしもそれが正
ただ

しいと思
おも

うよ」と言
い

って、もうひとりはうなずきまし
た。「じゃあ、いっしょに祈

いの

ろう。」ふたりは、
からからに渇

かわ

いた土
つち

と、岩
いわ

だらけの地
じ め ん

面
にひざまずき、自

じ ぶ ん

分たちにもっと信
しんこう

仰を下
くだ

お話
はな

しひろば 

奇
き せ き

跡の農
の う じ ょ う

場　その１
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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さるようにとイエス様
さま

にお願
ねが

いしました。
それから立

た

ち上
あ

がり、この土
と ち

地の所
しょゆうしゃ

有者
である老

ろうじん

人とその妻
つま

の家
いえ

へ向
む

かいました。
老
ろ う ふ う ふ

夫婦は、この土
と ち

地を 12,000ドルで売
う

ると話
はな

していましたが、エドワードとパー
シーは、彼

かれ

らが値
ね だ ん

段を下
さ

げてくれることを
願
ねが

っていました。

しばらく話
はな

し合
あ

った後
あと

で、地
じ ぬ し

主の男
だんせい

性は、
もし今

き ょ う

日 100ドル 払
はら

ってくれたら、10
日
か ご

後に 5,000ドル払
はら

うだけでよい、と言
い

っ
たのでした。

ふたりは顔
かお

を見
み あ

合わせました。「100ド
ル？」自

じ ぶ ん

分たちの財
さ い ふ

布を引
ひ

っぱりだして、
全
ぜ ん ぶ

部でいくらお金
かね

があるかを確
たし

かめまし
た。なんと、合

あ

わせてちょうど 100ドルで
した。

彼
かれ

らは 100ドルを老
ろ う ふ う ふ

夫婦に支
し は ら

払い、ホ
ワイト夫

ふ じ ん

人が待
ま

つ船
ふね

へもどりました。何
なに

が
あったかを報

ほうこく

告すると、ホワイト夫
ふ じ ん

人は
にっこりしました。彼

かれ

らがイエス様
さま

に信
しんらい

頼
する決

けっしん

心をしたことを、彼
かのじょ

女はどれほど喜
よろこ

んだことでしょう！ところで、たった 10 日
か

の間
あいだ

に、残
のこ

りの 5,000ドルをどうやって手
て

に入
い

れたらよいのでしょう？彼
かれ

らは、もうお
金
かね

はありませんでした。残
のこ

りの 5,000ドル
が支

し は ら

払われるためには、奇
き せ き

跡が起
お

こるし
かありません。しかし、彼

かれ

らがイエス様
さま

に
したがったので、ホワイト夫

ふ じ ん

人は何
なに

も心
しんぱい

配
しませんでした。

エドワード・サザーランドにはお金
か ね も

持
ちのおばさんがいたので、彼

かれ

はおばさん
と話

はな

してみることにしました。もしかした
ら、彼

かのじょ

女が援
えんじょ

助してくれるかもしれません。
彼
かのじょ

女の名
な

は、ネリー・ドゥルイラードとい

いました。もし彼
かのじょ

女に断
ことわ

られたら、ほかに
あてはありませんでした。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

イエス 様
さま

から 特
とくべつ

別 にえらばれた
弟
で し

子たちは、楽
たの

しみでしかたがな
かったことでしょう。というのは、イエス
様
さま

が彼
かれ

らを伝
でんどうりょこう

道旅行に送
おく

り出
だ

そうとして
いたからです。12 人

にん
が、

ふたりずつ組
くみ

になって
行
い

くことになりました。
マタイは彼

かれ
らのことを

「使
し と

徒」と呼
よ

んでいます。
まずは、彼

かれ
らの名

なまえ
前を

あげられるだけあげて
みましょう。それから、
マタイ 10:2-4 を読

よ
んで

下
くだ

さい。

これら 12 人
にん

の男
おとこ

たちは、長
なが

い間
あいだ

イエス
様
さま

といっしょに過
す

ごしてきました。彼
かれ

らは、
イエス様

さま

の教
おし

えに耳
みみ

をかたむけ、彼
かれ

らが
質
しつもん

問をすればするほど、イエス様
さま

は多
おお

くの
ことを教

おし

えてくださいました。彼
かれ

らは、他
た

の人
ひと

たちが教
おし

えているまちがいと、神
かみさま

様
がみことばのうちに語

かた

っておられる真
しんじつ

実
〔真

し ん り

理〕とのちがいを学
まな

んでいました。ま
た、多

おお

くの奇
き せ き

跡を目
め

にし、多
おお

くの人
ひとびと

々と話
はな

し、わたしたちの教
きょうかい

会にいる案
あんないがかり

内係のよう
に、大

おおぜい
勢の人

ひと

がイエス様
さま

のお話
はなし

を聞
き

ける
ためのお手

て つ だ

伝いをしました。また、特
とくべつ

別
な助

たす

けが必
ひつよう

要な人
ひとびと

々を
イエス様

さま

のもとへつれ
て行

い

くこともありました。

イエス様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分
が 天

てん

にもどられ た 後
あと

に、多
おお

くの弟
で し

子たちが、
世
せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々にイエス
様
さま

と彼
かれ

の国
くに

について伝
つた

えるようになるのをご
存
ぞ ん じ

知でした。しかしこ
の特

とくべつ

別な 12 弟
で し

子は、イエス様
さま

の教
きょうかい

会の
最
さいしょ

初の指
し ど う し ゃ

導者、教
きょうし

師となるのでした。そ
こで彼

かれ

らを呼
よ

び集
あつ

めて、イエス様
さま

が彼
かれ

ら
に望

のぞ

んでおられることを話
はな

されました。こ
の最

さいしょ

初の伝
でんどうりょこう

道旅行で、彼
かれ

らが行
い

くべきで
ないところはどこでしたか？また、行

い

くべき

最
さいしょ

初の伝
でんどうりょこう

道旅行
でんどうりょこうでんどうりょこう

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「与
あた

えよ。そうすれば、自
じ ぶ ん

分にも与
あた

えられるであろう。人
ひとびと

々

はおし入
い

れ、ゆすり入
い

れ、あふれ出
で

るまでに量
りょう

をよくして、

あなたがたのふところに入
い

れてくれるであろう。」ルカ 6:38

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ところはどこでしたか？5,6 節
せつ

。

ほかのユダヤ人
じん

と同
おな

じように、弟
で し

子たち
は、異

い ほ う じ ん

邦人やサマリヤ人
びと

と関
かか

わるべきで
はないと考

かんが

えていました。イエス様
さま

はだ
れでもわけへだてなく愛

あい

しておられました
が、弟

で し

子たちは、ユダヤ人
じん

でない人
ひと

たち
と話

はな

す準
じゅんび

備ができていないこともご存
ぞ ん じ

知
でした。この旅

りょこう

行で彼
かれ

らが行
い

くのは、ユダ
ヤ人

じん

のところと、イエス様
さま

がすでに行
い

かれ
たことのある場

ば し ょ

所のみでした。さて弟
で し

子た
ちは、これらの人

ひとびと

々に何
なに

を語
かた

るのでしょう
か？

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

のなさった奇
き せ き

跡
で、弟

で し

子たちが目
ま

の当
あ

たりにした奇
き せ き

跡をあ
げてみてください。

月
げ つ よ う び

曜日

あなたは、 お 母
かあ

さんやお 父
とう

さん
以
い が い

外の人
ひと

と旅
りょこう

行に行
い

ったことがあ
りますか？もしかしたら、おじいさんやお
ばあさん、おじさんやおばさんといっしょ
に行

い
ったことがあるかもしれませんね。そ

の旅
りょこう

行が楽
たの

しみでしたか？少
すこ

しこわかっ
たですか？弟

で し
子たちも、イエス様

さま
から

伝
でんどうりょこう

道旅行のことを告
つ

げられたときは、同
おな

じような気
き も

持ちだったかもしれません。

旅
りょこう

行に行
い

くときには、何
なに

を持
も

って行
い

き
ますか？イエス様

さま

は弟
で し

子たちに、神
かみさま

様に
信
しんらい

頼してほしいと願
ねが

っておられました。そ
こで、余

よ ぶ ん

分なお金
かね

や服
ふく

、また食
しょくりょう

糧を持
も

っ
て行

い

くことについて、彼
かれ

らに何
なん

とおっしゃ
いましたか？マタイ10:9,10。

きっと、弟
で し

子たちにいちばん必
ひつよう

要だっ

たのは、どんなときにも神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、
安
あんしん

心していられる信
しんこう

仰だったことでしょう。
旅
りょこうちゅう

行中の服
ふくそう

装や行
こうどう

動についてイエス様
さま

が
彼
かれ

らに教
おし

えたことと、旅
りょこう

行をするときのほ
かの教

きょうし

師の服
ふくそう

装や態
た い ど

度には、かなりの違
ちが

いがありました。

最
さいしょ

初の伝
でんどうりょこうちゅう

道旅行中に覚
おぼ

えているべきさ
まざまなことを、イエス様

さま

は弟
で し

子たちに伝
つた

えました。そしてこれらのことは、後
のち

の数
かずかず

々
の伝

でんどうりょこう

道旅行においても、覚
おぼ

えておく必
ひつよう

要
のあることでした。これらのことは、わた
したちが伝

でんどう

道の働
はたら

きをするときにも、覚
おぼ

え
ておく必

ひつよう

要があります。

出
しゅっぱつまえ

発前にイエス様
さま

から与
あた

えられた、もっ
ともすばらしい、すてきなもののひとつが、

「力
ちから

」でした。1,8 節
せつ

。

弟
で し

子たちを信
しんらい

頼して、イエス様
さま

が彼
かれ

ら
に奇

き せ き

跡をおこなう力
ちから

を与
あた

えられたときのよ
うすを、想

そうぞう

像してみてください。奇
き せ き

跡を目
ま

の当
あ

たりにする人
ひと

たちは、その力
ちから

が弟
で し

子
たちからではなく、つねにイエス様

さま

から来
き

ていることを知
し

るでしょう。なぜなら、こ
れらの奇

き せ き

跡は、かならずイエス様
さま

のみ名
な

によって行
おこな

われるからです。

伝
でんどうりょこう

道旅行にはふたりずつで出
で

かけるこ
とになっていたので、弟

で し

子たちは心
こころづよ

強かっ
たことでしょう。互

たが

いに励
はげ

まし合
あ

うことがで
きるからです。また彼

かれ

らは、毎
まいにち

日いっしょ
に祈

いの

ることができました。

考
かんが

えてみよう：いよいよ伝
でんどうりょこう

道旅行に出
しゅっぱつ

発
した弟

で し

子たちは、どのような気
き も

持ちだった
と思

おも

いますか？彼
かれ

らは自
じ ぶ ん じ し ん

分自身にたよって
いましたか？それとも神

かみさま

様にたよっていた
と思

おも

いますか？
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火
か よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちが伝
でんどうりょこう

道旅行
に出

で
かけ、イエス

様
さま

はひとりになりましたが、
あいかわらず、 毎

まいにちせっきょう
日 説 教

をしたり、教
おし

えたりするの
に忙

いそが
しくしておられました。

また、いつでも弟
で し

子たちのこ
とを覚

おぼ
えておられ、彼

かれ
らのために祈

いの
ってお

られました。

もどってきた弟
で し

子たちは、旅
りょこうちゅう

行中のさま
ざまな出

で き ご と

来事を、一
いっこく

刻も早
はや

くイエス様
さま

に
知
し

らせたくてたまりませんでした。しかし、
いつものように、イエス様

さま

のまわりは人
ひと

だ
かりで、なかなか近

ちか

づくこともできません
でした。弟

で し

子たちは疲
つか

れていて、イエス
様
さま

といっしょに静
しず

かなところへ行
い

って、し
ばらく休

やす

みたいと思
おも

っていました。イエス
様
さま

もそうしたいと考
かんが

えておられ、弟
で し

子たち
になんと言

い

われましたか？マルコ 6:31,32。

舟
ふね

に乗
の

りこんで自
じ ぶ ん

分たちだけになると、
弟
で し

子たちはすぐに話
はな

し始
はじ

めたことでしょう。
しかし、岸

き し べ

辺にいた人
ひと

たちは、こころよく
彼
かれ

らを送
おく

り出
だ

したと思
おも

いますか？大
おおぜい

勢の人
ひと

たちが舟
ふね

の行
い

き先
さき

を見
み

ていて、彼
かれ

らのあ
とを追

お

っていったでしょうか？ええ、中
なか

に
は舟

ふね

で追
お

いかける人
ひと

たちもいました。ほ
かの人

ひと

たちは岸
きし

に沿
そ

って歩
ある

き出
だ

し、さらに、
それを見

み

た人
ひと

たちが群
ぐんしゅう

衆に加
くわ

わりました。
けっきょく、イエス様

さま

と弟
で し

子たちが別
べつ

の岸
きし

に着
つ

く前
まえ

に、すでに何
なんぜんにん

千人もの大
だいぐんしゅう

群衆が
そこで待

ま

っていたのでした。33 節
せつ

。

けれどもイエス様
さま

は、少
すこ

しの間
あいだ

だけでも静
しず

かに過
す

ご
せる場

ば し ょ

所で舟
ふね

からおりまし
た。彼

かれ

らは静
しず

かに山
やま

の方
ほう

へあがって行
い

き、ほんのし
ばらくのあいだでしたが、
すばらしい語

かた

らいのひと時
とき

をすごしたのでした。

弟
で し

子たちはイエス様
さま

に、
旅
りょこうちゅう

行中に起
お

こったいいことも
悪
わる

いことも、あらいざらい報
ほうこく

告しました。
失
しっぱいだん

敗談もありましたが、こわがらずに何
なん

で
も報

ほうこく

告しました。多
おお

くの人
ひと

を助
たす

けたことは、
彼
かれ

らにとって喜
よろこ

びとなり、励
はげ

みになってい
ました。その話

はなし

を聞
き

いて、イエス様
さま

も喜
よろこ

ばれました。イエス様
さま

は弟
で し

子たちに、次
つぎ

の旅
りょこう

行でやるべきことを話
はな

されました。ほ
んの短

みじか

い間
あいだ

でしたが、弟
で し

子たちの質
しつもん

問に
答
こた

え、さまざまな助
じょげん

言を与
あた

えられたのでし
た。

考
かんが

えてみよう：あなたはイエス様
さま

とお話
はなし

するのが好
す

きですか？あなただったら、イ
エス様

さま

に何
なに

を話
はな

しますか？

水
す い よ う び

曜日

イエス様
さま

と弟
で し

子たちは、山
さんぷく

腹の静
しず

かな場
ば し ょ

所で語
かた

り合
あ

い、休
やす

んでい
ました。でも、大

おおぜい
勢の人

ひと
たちがイエス様

さま

を待
ま

っています。イエス様
さま

は、休
やす

んでお
られた場

ば し ょ
所を出

しゅっぱつ
発して、彼

かれ

を待
ま

っている
群
ぐんしゅう

衆 のほうに向
む

かって歩
ある

き出
だ

しました。
途
とちゅう

中、人
ひとびと

々を山
やま

から見
み

おろしたイエス様
さま

は、どうお感
かん

じになったのでしょう？イライ
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ラなさいましたか？群
ぐんしゅう

衆のところへ行
い

きた
くないと思

おも
いましたか？マルコ 6:34。

それは過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りの時
じ き

期でしたので、
イエス様

さま

のことを聞
き

きつけた人
ひと

たちも、エ
ルサレムへ行

い

く途
とちゅう

中の人
ひと

たちも群
ぐんしゅう

衆につ
いてきていました。このようにふくれ上

あ

がっ
た大

だいぐんしゅう

群衆が、イエス様
さま

に会
あ

ってお話
はなし

を聞
き

くのを、首
くび

を長
なが

くして待
ま

っていました。イ
エス様

さま

は、彼
かれ

らをあわれに思
おも

いました。
パリサイ人

びと

や律
りっぽうがくしゃ

法学者たちの話
はなし

に飽
あ

き飽
あ

きした彼
かれ

らが、エルサレムに行
い

ってまた同
おな

じ話
はなし

を聞
き

くことになるのを知
し

っておられた
からです。彼

かれ

らは、神
かみさま

様の愛
あい

と神
かみさま

様の国
くに

についての真
し ん り

理を聞
き

く必
ひつよう

要がありました。

そういうわけで、イエス様
さま

は一
いち

日
にち

中
じゅう

話
はな

しつづけ、人
ひとびと

々は一
いち

日
にち

中
じゅう

聞
き

きつづけまし
た。そこには、およそ 5,000 人

にん

の男
おとこ

たち
がいました。その数

かず

には女
おんな

と子
こ ど も

供は含
ふく

ま
れていませんので、少

すく

なくとも 10,000 人
にん

がそこにいたはずです。昔
むかし

のことですので、
マイクはありませんでしたが、みんなが静

しず

かに話
はなし

を聞
き

いたので、だれもがイエス様
さま

の声
こえ

を聞
き

くことができました。

人
ひとびと

々は、何
な ん じ か ん

時間もイエス様
さま

の話
はなし

を聞
き

き
つづけました。イエス様

さま

の話
はなし

はとても興
きょうみ

味
ぶかかったので、食

しょくじ

事のこと
など考

かんが

えもしませんでした。し
かし、いつの間

ま

にか夕
ゆうがたちか

方近く
になってしまいました。一

いち

日
にち

中
じゅう

そこにいたので、イエス様
さま

は、みんなが空
くうふく

腹であること
をご存

ぞん

じでした。また弟
で し

子た
ちも、そのことに気

き

づいてい
ました。弟

で し

子たちはイエス様
さま

に、暗
くら

くなる前
まえ

に何
なに

をするべきだと言
い

いま
したか？35,36 節

せつ

。

弟
で し

子たちの提
ていあん

案は、実
じつ

にもっともなもの
に思

おも

われました。ところがイエス様
さま

は、何
なん

とおっしゃいましたか？また、弟
で し

子たちは
何
なん

と答
こた

えましたか？37 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：たとえ十
じゅうぶん

分なお金
かね

を弟
で し

子
たちが持

も

っていたとしても、これほどたく
さんの食

しょくりょう

糧を買
か

って、運
はこ

んで、これだけ
大
おおぜい

勢の人
ひとびと

々に分
わ

けることができたと思
おも

いま
すか？

木
も く よ う び

曜日

もし、あなたが弟
で し

子たちといっしょ
にいて、 イエス 様

さま
が 10,000 人

にん

以
いじょう

上のおなかをすかせた人
ひとびと

々に食
た

べさせ
なさいと弟

で し
子たちに言

い
われるのを聞

き
いたと

したら、どう思
おも

ったでしょうか？

しかしイエス様
さま

は、まったく心
しんぱい

配してお
られません。ただ弟

で し

子たちに、その場
ば

で
食
た

べ物
もの

をさがすようにと言
い

われました。た
とえお店

みせ

があったとしても、みんなの分
ぶん

の
食
た

べ物
もの

はおいていないでしょう。それでも
弟
で し

子たちは、とにかくイエス様
さま

にしたがい
ました。まもなく、ペテロの
兄
きょうだい

弟であるアンデレが、イエ
ス様

さま

のところへもどってきまし
た。彼

かれ

は何
なん

と言
い

いましたか？
ヨハネ 6:8,9。

この５つのパンと２匹
にき

の魚
さかな

をもっていた少
しょうねん

年のことがもっ
とわかっていたら、このお話

はなし

はもっとおもしろくなるかもし
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れませんね。おそらく少
しょうねん

年の
母
ははおや

親が、イエス様
さま

の話
はなし

を聞
き

きに行
い

きたいと言
い

った彼
かれ

のた
めに、簡

かんたん

単なお弁
べんとう

当を用
よ う い

意
してくれたのでしょう。

一
いち

日
にち

中
じゅう

、少
しょうねん

年はイエス様
さま

の語
かた

られるすばらしいみこと
ばを聞

き

きました。そしておそ
らく、話

はなし

を聞
き

くのに夢
むちゅう

中にな
り、食

た

べることを忘
わす

れてしまったのでしょ
う。そして夕

ゆうがた

方になるころには、どれだけ
おなかがすいていたか想

そうぞう

像できますか？
食
た

べ物
もの

をさがしてアンデレが近
ちか

づいてきた
とき、おそらく少

しょうねん

年は、自
じ ぶ ん

分のお弁
べんとう

当を
イエス様

さま

に使
つか

ってもらいたいと思
おも

ったので
しょう。彼

かれ

は喜
よろこ

んで、小
ちい

さなお弁
べんとう

当をアン
デレにてわたし、それをイエス様

さま

のところ
へもっていくアンデレについていったかも
しれません。アンデレとイエス様

さま

の会
か い わ

話
を聞

き

いて、これから何
なに

が起
お

こるのだろうと
思
おも

ったことでしょう。10 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：次
つぎ

に何
なに

が起
お

こるのか、あ
なたも気

き

になりませんか？弟
で し

子たちは、イ
エス様

さま

が神
かみ

であられることと、神
かみさま

様には
不

ふ か の う

可能なことがないことを忘
わす

れてしまって
いたのでしょうか？

金
き ん よ う び

曜日

じきに全
ぜんいん

員が、何
なんにん

人かのグループに
わかれて、草

くさ
の上

うえ
にすわりました。

でも、まだ食
た

べ物
もの

はありません。あるの
は、イエス様

さま
が手

て
にもっておられる少

しょうねん
年の

お弁
べんとう

当だけです。天
てん

を見
み あ

上げて、そのお

弁
べんとう

当を祝
しゅくふく

福なさるイエス様
さま

のよ
うすを、みんなが見

みまも
守っていた

ことでしょう。マルコ 6:39-41。

すると、びっくりするような
ことが起

お

こりました。自
じ ぶ ん

分のお
弁
べんとう

当をよろこんでささげた少
しょうねん

年
は、イエス様

さま

がパンと魚
さかな

をち
ぎって、弟

で し

子たちにすばやく
手
て

わたされるのを見
み

て、とて
も興

こうふん

奮したことでしょう。弟
で し

子たちは、手
て

わたされた食
た

べ物
もの

をそれぞれのグループ
に配

くば

り、グループ内
ない

の人
ひと

たちでそれを分
わ

け合
あ

いました。配
くば

る食
た

べ物
もの

がなくなった
弟
で し

子たちがもどってくると、イエス様
さま

は、
さらに両

りょうて

手いっぱいの食
た

べ物
もの

を手
て

わたさ
れるのでした。

この特
とくべつ

別な夕
ゆうしょく

食をいただいた人
ひと

たちが、
どれほどびっくりして、感

かんどう

動したか想
そうぞう

像で
きますか？それは、とびきり上

じょうとう

等な夕
ゆうしょく

食で
はなく、ふだん人

ひとびと

々が家
か て い

庭で食
た

べている
ような質

し っ そ

素な食
しょくじ

事でした。みんなが食
た

べ
たいだけ食

た

べ、もうおなかをすかせてい
る人

ひと

はひとりもいませんでした。42 節
せつ

。

もちろんイエス様
さま

と弟
で し

子たちも、あの
少
しょうねん

年も食
た

べました。全
ぜんいん

員のおなかがみた
されると、イエス様

さま

は弟
で し

子たちに何
なに

をお
命
めい

じになりま
した か？ヨハ

ネ 6:12。

食
た

べ 物
もの

は、
そ の 日

ひ

そ の
場
ば

にいなかっ
た人

ひと

たちにも
分
わ

けてあげら
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れるほど、ありあまっていました。マタイ

14:20,21。

自
じ ぶ ん

分のお弁
べんとう

当をささげた、心
こころ

のやさし
い少

しょうねん

年も、あまった分
ぶん

をいくらか家
いえ

にもち
帰
かえ

ったと思
おも

いますか？そして、その日
ひ

に起
お

こったすばらしい出
で き ご と

来事を、人
ひとびと

々に伝
つた

えた
と思

おも

いますか？

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちは、奇
き せ き

跡の食
た

べ
物
もの

をイエス様
さま

からうけとって、おなかのす
いた人

ひと

たちにあげました。このようにイエ
ス様

さま

は、わたしたちがイエス様
さま

の愛
あい

を人
ひとびと

々
に分

わ

け与
あた

えて、もうすぐ彼
かれ

がおいでになる
ことを伝

つた

えてほしいと望
のぞ

んでおられます。も
しわたしたちが、心

こころ

をイエス様
さま

におささげ
するなら、イエス様

さま

は、ほかの人
ひとびと

々を助
たす

ける働
はたら

きのために私
わたし

たちを用
もち

いることがで
きますか？今

き ょ う

日、だれかと幸
しあわ

せを分
わ

かち合
あ

うことができますか？どうすれば、それがで
きますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マタイ 10 章
しょう

; 14:13-21

★マルコ 6:7-13,30-44

★ヨハネ 6:1-14

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 37,39 章
しょう
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エドワード・サザーランドとパーシー・
マギャーンは、10 日

か
のうちにどこ

で 5,000ドルを手
て

に入
い

れることができるの
でしょう？エドワードは、お金

か ね も
持ちのおば

さんである、ネリー・ドゥルイラードと話
はな

し
てみることにしました。

ネリーおばさんは、甥
おい

の顔
かお

を見
み

て頭
あたま

を
横
よこ

にふりました。「いったい、あなたたち
は何

なに

を考
かんが

えているの？」と彼
かのじょ

女はたずね
ました。「こんなばかばかしい計

けいかく

画に首
くび

を
つっこむなんて、どうかしているわ。あな
たたちはお金

かね

がない上
うえ

に、その農
のうじょう

場とき
たら、どうにもならない土

と ち

地だっていうじゃ
ないの。」

エドワードはうなずきました。「ええ、わ
かっています、おば様

さま

。実
じつ

は、私
わたし

たちも
おば様

さま

と同
おな

じように思
おも

ったんです。それで、
このことにはもう関

かか

わらないでおこうと決
き

めていたんです。でも、やはりイエス様
さま

が
私
わたし

たちにしてほしいとお望
のぞ

みになることを
しようと決

けっしん

心したのです。それで、おば様
さま

に助
たす

けていただけたらと思
おも

ってきました。」

エドワードのおばさんは、その農
のうじょう

場につ
いて彼

かれ

から聞
き

いたことを思
おも

いめぐらしてい
ました。それから、こう返

へんとう

答しました。「い
いえ。それがうまくいくなんて、とても信

しん

じられないわ。わたしのお金
かね

をそれにつ
ぎ込

こ

むつもりはありませんよ。」

当
とうぜん

然、エドワードはがっかりしてしまい
ました。「そうですか、それなら」彼

かれ

はこ
うつづけました。「他

ほか

のところをいくつか
あたってみます。パーシーと私

わたし

は、これか
らもイエス様

さま

にしたがうつもりです。」エド
ワードが帰

かえ

ろうとしたとき、ネリーおばさ
んが彼

かれ

を呼
よ

びとめて、「じゃあ、こうしましょ
う」と言

い

いました。「わたしがその農
のうじょう

場へ
行
い

って、この目
め

で確
たし

かめてきましょう。」そ
して、彼

かのじょ

女はそのようにしました。

エドワード・サザーランドと彼
かれ

のおばさ
んがその農

のうじょう

場に着
つ

くと、パーシーとホワイ
ト夫

ふ じ ん

人、ほかにも教
きょうかいやくいん

会役員が何
なんにん

人か来
き

て
いました。「もうだめだよ」と、パーシー
はエドワードに言

い

いました。「地
じ ぬ し

主の奥
おく

さ
んが、あと 1,000ドルほしいって言

い

うん
だ。」

これを聞
き

いて、エドワードのおばさんは

お話
はな

しひろば 

奇
き せ き

跡の農
の う じ ょ う

場　その２
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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ほっとしました。「この土
と ち

地を買
か

わずにす
んでよかったわ！」彼

かのじょ

女は大
おお

きな声
こえ

で言
い

い
ました。

ホワイト夫
ふ じ ん

人の目
め

がひかりました。「よ
かったですって？1,000ドルのために、サ
タンに神

かみさま

様のご計
けいかく

画を台
だ い な

無しにさせはし
ませんよ。ネリーさん、お金

かね

を支
しはらい

払って下
くだ

さい。ここは、主
しゅ

からぜひとも買
か

うように
言
い

われている土
と ち

地なのです。」

ネリーがお金
かね

をわたすと、ホワイト夫
ふ じ ん

人
は彼

かのじょ

女に、ある約
やくそく

束をしました。「ネリー
さん、あなたはもう年

と し お

老いて、この先
さきなが

長く
生
い

きられないので、そろそろ働
はたら

くのをやめ
ようとなさっていますね。それに健

けんこうじょうたい

康状態
も良

よ

いわけではありませんから。でも、も
しあなたがエドワードとパーシーの面

めんどう

倒
を見

み

て、イエス様
さま

が彼
かれ

らになしとげてほし
いことを援

えんじょ

助して下
くだ

さるなら、神
かみさま

様はあな
たに健

けんこう

康と力
ちから

をお与
あた

えになって、これまで
以
いじょう

上のことをさせて下
くだ

さいますよ。」

何
なん

というすばらしい約
やくそく

束でしょう。ネリー
はそれを信

しん

じることに決
き

めました。

神
かみさま

様はご自
じ ぶ ん

分の約
やくそく

束をはたされたで
しょうか？もちろんです。この農

のうじょう

場の土
と ち

地
は、良

よ

い作
さくもつ

物を実
みの

らせたでしょうか？ええ、
もちろんですとも。学

がっこう

校が建
た

てられ、マ
ディソン大

だいがく

学と名
な

づけられました。また、
療
りょうようじょ

養所も建
た

てられました。エドワードと
パーシーは、療

りょうようじょ

養所を手
て つ だ

伝うために、ふ
たりとも医

い し ゃ

者になりました。また大
だいがく

学では、
病
びょうにん

人のお世
せ わ

話をする看
か ん ご し

護師を養
ようせい

成しまし
た。今

いま

や「マザー D」と呼
よ

ばれるようになっ
たネリーは、できるかぎりの援

えんじょ

助をしたの
でした。彼

かのじょ

女は長
な が い

生きしたと思
おも

いますか？

もちろんですとも。彼
かのじょ

女は、90 歳
さいだい

代まで
長
な が い

生きしました。

イエス様
さま

がホワイト夫
ふ じ ん

人に示
しめ

されたメッ
セージに信

しんらい

頼し、それにしたがったエド
ワードとパーシーの生

しょうがい

涯は、十
じゅうぶん

分に報
むく

わ
れたでしょうか？イエス様

さま

が、私
わたし

たちのた
めに彼

かのじょ

女に示
しめ

されたメッセージに信
しんらい

頼し、
したがうことは、わたしたちにとっても
価
か ち

値のあることでしょうか？

（おわり）
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日
に ち よ う び

曜日

その日
ひ

は、すばらしい日
ひ

でした。

大
おおぜい

勢の、何
なんぜんにん

千人もの人
ひとびと

々がイ
エス様

さま

のお話
はなし

を聞
き

きました。彼
かれ

は、少
しょうねん

年
のお弁

べんとう

当であった、わずか５つの大
おおむぎ

麦パ
ンと２匹

ひき

の魚
さかな

を、あれだけの人
ひとびと

々みんな
に食

た

べさせるという奇
き せ き

跡を行
おこな

われました。
そして人

ひとびと

々は、イエス様
さま

こそが待
ま

ち望
のぞ

んで
いたメシヤであることを
確
かくしん

信したのです。彼
かれ

らは、
「イエス様

さま

こそ自
じ ぶ ん

分た
ちの王

おう

となるべきおか
ただ。何

なん

とかしてあの
方
かた

を王
おうさま

様にしたい！」と
考
かんが

えました。

考
かんが

えてみて下
くだ

さい！
もしイエス様

さま

が彼
かれ

らの
王
おうさま

様 だったとしたら、
人
ひとびと

々が必
ひつよう

要とするだけ
の食

た

べ物
もの

だってつくりだ

すことができるのです。彼
かれ

が王
おうさま

様になっ
たら、貧

まず

しい人
ひと

や病
びょうき

気の人
ひと

はいなくなる
でしょう。ユダヤ人

じん

である彼
かれ

らを、ローマ
人
ひと

の支
し は い

配から解
かいほう

放できますし、傷
きず

ついた
兵
へ い し

士たちをいやすこともできるでしょう。
イエス様

さま

は何
なん

でもおできになるのです。そ
して近

ちか

い将
しょうらい

来、全
ぜ ん せ か い

世界は彼
かれ

らにつきした
がうことでしょう。

同
おな

じことを望
のぞ

んでいた弟
で し

子たちの心
こころ

がお
どったのも、むりはありません。すべての

ことがとつぜん、彼
かれ

ら
がいつもそうなってほし
いと思

おも

っていたとおりに
動
うご

き出
だ

したからです。メ
シヤについてこれまで
教
おし

えられてきたことによ
れば、まもなくイエス
様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分の王
おうこく

国を
設
せつりつ

立なさるだろう、と考
かんが

えました。

もしかすると弟
で し

子たち
のほうから、イエス様

さま

水
みず

の上
うえ

を歩
ある

くペテロ
うえうえ あるある

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「しっかりするのだ。わたしである。

恐
おそ

れることはない。」マタイ 14:27

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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を王
おうさま

様にしようと人
ひとびと

々にけしかけていたか
もしれません。なぜなら、イエス様

さま

があま
りにも謙

けんそん

遜で、自
じ ぶ ん

分から王
おうさま

様になるような
お方

かた

ではなかったからです。そこでじきに、
どうやってイエス様

さま

を王
おうさま

様にしようかとい
う計

けいかく

画を立
だ

て始
はじ

めたのでした。

イエス様
さま

は、そのことを知
し

っておられ
ましたか？もちろんです。そして、彼

かれ

らの
計
けいかく

画をすぐにやめさせなくては、と思
おも

われ
ました。

考
かんが

えてみよう：サタンは、神
かみさま

様がわたし
たちを救

すく

う計
けいかく

画をだめにしようとしていま
したか？どうすればイエス様

さま

は、人
ひとびと

々の軽
かる

はずみな計
けいかく

画をやめさせることができるで
しょうか？イエス様

さま

はひとりの人
にんげん

間にすぎ
ず、彼

かれ

を王
おうさま

様にしたいと思
おも

っている人
ひとびと

々は
何
なんぜんにん

千人もいます。

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

は、人
ひとびと

々が彼
かれ

を王
おうさま

様にしよ
うという計

けいかく
画を止

と
めなくてはなら

ないのを知
し

っておられました。そこで、す
ぐに弟

で し
子たちを集

あつ
めました。ここでのイエ

ス様
さま

のお話
はなし

は、弟
で し

子たちにとって喜
よろこ

ばしい
ものではありませんでした。彼

かれ
らは、イエ

ス様
さま

がすべてを台
だ い な

無しにしようとしている
と思

おも
いました。ああ、弟

で し
子たちはどんなに

か、イエス様
さま

を王
おうさま

様にしたいと願
ねが

ったこと
でしょう！それなのにイエス様

さま
は、ただち

にその計
けいかく

画をやめるようにとお命
めい

じになり
ました。

それでも最
さいしょ

初は、イエス様
さま

の言
い

いつけ
に反

はんたい

対しました。弟
で し

子たちは、イエス様
さま

をひとりそこに残
のこ

していくことはできない
と言

い

いはりました。彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちが
イエス様

さま

といっしょに残
のこ

れるように、必
ひ っ し

死
でイエス様

さま

を説
せっとく

得しようとしました。けれ
ども、イエス様

さま

の表
ひょうじょう

情と声
こえ

の調
ちょうし

子から、
決
けっしん

心の固
かた

いことがわかりました。こうなっ
たら、したがうしかありません。イエス様

さま

はやさしく、しかしきびしい表
ひょうじょう

情で彼
かれ

らを
見
み

つめながら、何
なん

とおっしゃいましたか？
マタイ14:22。

これ以
いじょう

上さからうこともできずに、弟
で し

子
たちは舟

ふね

へと引
ひ

き返
かえ

しました。しばらくは
岸
き し べ

部にとどまって、イエス様
さま

が来
こ

られるの
を期

き た い

待しましたが、あたりは暗
くら

くなり始
はじ

め、
イエス様

さま

が自
じ ぶ ん

分たちのところに来
く

るつもり
はないことがわかりました。ひどくがっか
りした弟

で し

子たちは、ようやく舟
ふね

に乗
の

りこみ、
カペナウムに向

む

かって出
しゅっぱつ

発しました。ヨハ

ネ 6:16.17。

ふたたび群
ぐんしゅう

衆に顔
かお

を向
む

けられたイエス
様
さま

でしたが、こんどはあまり話
はな

すことはあ
りませんでした。この時

とき

も、彼
かれ

の言
こ と ば

葉の
調
ちょうし

子と表
ひょうじょう

情が、ただちに人
ひとびと

々の計
けいかく

画をや
めさせたのでした。それぞれの家

いえ

に帰
かえ

る
ようお命

めい

じになったイエス様
さま

の声
こえ

やまなざ
しや態

た い ど

度には、抵
ていこう

抗できない力
ちから

が感
かん

じら
れたので、だれもがしたがうしかありませ
んでした。

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちが求
もと

めていた
王
おうこく

国とは、どのようなものでしたか？すべ
ての人

ひと

に必
ひつよう

要だったのは、どのような王
おうこく

国
でしたか？わたしたちに必

ひつよう

要なのは、どち
らでしょう？サタンが憎

にく

んでいるのは、どち
らの王

おうこく

国ですか？あなたは、どちらを選
えら

び
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ますか？

火
か よ う び

曜日

大
お お

勢
ぜい

の人
ひと

たちに食
た

べさせた後
あと

、イ
エス様

さま
のいない船

ふね
に乗

の
りこんだ

弟
で し

子たちは、喜
よろこ

んでいましたか、それとも
悲
かな

しんでいましたか？なぜでしょう？彼
かれ

ら
は、何

なに
をしたかったのでしょう？

一
いちにちじゅう

日中イエス様
さま

と過
す

ごし、とくべつな
夕
ゆうしょく

食にまでありついた人
ひとびと

々は、あの草
そうげん

原
を去

さ

っていくとき、どんな気
き も

持ちだったで
しょうか？うれしかったと思

おも

いますか？それ
とも悲

かな

しかったと思
おも

いますか？その理
り ゆ う

由が
わかりますか？ 

弟
で し

子たちを舟
ふね

で去
さ

らせ、人
ひとびと

々を帰
かえ

したあ
と、イエス様

さま

はどこへ行
い

かれましたか？マ

タイ14:23。

イエス様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分がこの世
せ か い

界にそれ
ほど長

なが

くはいないことをご存
ぞ ん じ

知でした。愛
あい

する弟
で し

子たちでさえ、神
かみさま

様の国
くに

について
本
ほんとう

当には理
り か い

解していないこともご存
ぞ ん じ

知でし
た。彼

かれ

らは今
いま

でも、ロー
マ人

びと

の支
し は い

配から解
かいほう

放さ
れて、ユダヤ人

じん

の王
おうこく

国
をうちたてることを望

のぞ

ん
でいます。その王

おうこく

国で
高
たか

い地
ち い

位について、人
ひとびと

々
からあがめられることを
願
ねが

っていました。

本
ほんとう

当の敵
てき

はローマ人
びと

ではなく、サタンである
ことを弟

で し

子たちが理
り か い

解し
ていなければ、神

かみさま

様が

人
じんるい

類を救
すく

う計
けいかく

画について、どうやって人
ひとびと

々
に教

おし

えることができるでしょう？邪
じゃあく

悪なサタ
ンが、このすばらしい計

けいかく

画をだめにする
ために、あらゆる手

て

をつくしていることを、
弟
で し

子たちはまだ理
り か い

解していません。サタン
は、イエス様

さま

さえも滅
ほろ

ぼそうとしているの
です。

イエス様
さま

が神
かみさま

様の子
こ

で、わたしたち
を救

すく

うためにこの世
せ か い

界に来
こ

られた神
かみさま

様の
小
こひつじ

羊であられることを、サタンは人
ひとびと

々に
理
り か い

解させないように、できるかぎりのこと
をしていました。イエス様

さま

が彼
かれ

らのために
死
し

なれたならば、その時
とき

はじめて、人
ひとびと

々
は彼

かれ

の王
おうこく

国を選
えら

ぶことができ、永
えいえん

遠の命
いのち

をいただけるのです。

その夜
よる

イエス様
さま

は、ひとりきりで愛
あい

する
弟
で し

子たちのために祈
いの

られました。イエス様
さま

が本
ほんとう

当は何
なにもの

者であるかを彼
かれ

らに理
り か い

解させ
ないようにと、サタンが必

ひ っ し

死に働
はたら

いている
のを知

し

っておられました。サタンは、弟
で し

子
たちがイエス様

さま

の有
ゆうよう

用な〔役
やく

に立
た

つ〕働
はたら

き人
びと

にならないように、できるだけじゃま
をしたかったのでした。

考
かんが

えてみよう：あなた
は、イエス様

さま

の有
ゆうよう

用な
働
はたら

き人
びと

になることを選
えら

ん
でいますか？

水
す い よ う び

曜日

サタ ン は、 わ た
したち を 救

すく
う

神
かみさま

様のご計
けいかく

画をうちこ
わし、イエス様

さま
ご自

じ し ん
身
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を滅
ほろ

ぼそうと、力
ちから

をつくしていました。彼
かれ

は、弟
で し

子たちも滅
ほろ

ぼそうと考
かんが

えていました
か？もちろんです。イエス様

さま
もそのことを

ご存
ぞんじ

知でした。しかも、ちょうどそのころ、
弟
で し

子たちは大
おお

いに悩
なや

んでいました。

言
い

いつけどおりしぶしぶ舟
ふね

に乗
の

り、カペ
ナウムへ向

む

かった弟
で し

子たちの心
こころ

は、おも
しろくない気

き も

持ちでいっぱいでした。「わ
たしたちの先

せんせい

生は、王
おうさま

様になるおつもり
はないのだろうか？」あの日

ひ

は、王
おうさま

様の
地
ち い

位をねらう絶
ぜっこう

好の機
き か い

会だったはずです。
ところがイエス様

さま

は、その機
き か い

会をみすみ
す逃

のが

すような行
こうどう

動をとられたのでした。
弟
で し

子たちは、あのとき思
おも

い切
き

ってイエス
様
さま

に逆
さか

らい、彼
かれ

を王
お う ざ

座につかせようとする
人
ひとびと

々に協
きょうりょく

力すべきだったのではないかと
さえ考

かんが

えました。

彼
かれ

らの頭
あたま

には、イエス様
さま

にたいする
疑
ぎ も ん

問が次
つぎつぎ

々とうかんできました。「先
せんせい

生は
なぜ、バプテスマのヨハネを救

すく

い出
だ

さず
に、みすみす死

し

なせてしまったのだろう？
あの時

とき

はどうして…？あの時
とき

はなぜ…？」
そして、「結

けっきょく

局のところ、彼
かれ

は本
ほんとう

当にメシ
ヤなのだろうか？」といった疑

ぎ も ん

問までうか
んできたのでした。

想
そうぞう

像してみてください。神
かみさま

様だけがお
できになる数

かずかず

々のすばらしい奇
き せ き

跡を目
ま

の
当
あ

たりにしたのに、また伝
でんどうりょこう

道旅行の間
あいだ

、
弟
で し

子たちが奇
き せ き

跡を行
おこな

えるようにイエス様
さま

が力
ちから

をお与
あた

えになったのに、またイエス
様
さま

の話
はなし

を聞
き

いて、それがすべて真
し ん り

理であ
ることを知

し

ったはずなのに、彼
かれ

らはサタン
に耳

みみ

をかたむけ、サタンが吹
ふ

きこむひどく
まちがった思

おも

いで、自
じ ぶ ん

分たちの心
こころ

をいっ

ぱいにしていたのです。

弟
で し

子たちの頭
あたま

の中
なか

は、これらのまちがっ
た思

おも

いでいっぱいになっていたために、
嵐
あらし

になりかけていたことに気
き

がつきません
でした。とつぜん、風

かぜ

がビュービュー吹
ふ

き
始
はじ

めました。ものすごい波
なみ

が、どんどん
舟
ふね

に打
う

ちつけます。

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちは、前
まえ

に恐
おそ

ろし
い嵐

あらし

にあったことがありましたか？その時
とき

いっしょにおられたのは、どなたでしたか？
今
いま

、そのお方
かた

はどこにおられるのでしょう？
彼
かれ

らは、そのお方
ほう

がいっしょにいてくれた
らと願

ねが

っていましたか？

木
も く よ う び

曜日

とつぜん始
はじ

まった嵐
あらし

に、弟
で し

子たちは
何
なん

の心
こころ

がまえもできていませんで
した。嵐

あらし
がますますひどくなり、先

さき
ほどま

でいだいていた不
ふ へ い ふ ま ん

平不満のことをすっかり
忘
わす

れ、舟
ふね

が沈
しず

まないように力
ちから

をつくしまし
た。しかし助

たす
かる見

み こ
込みがないことは、す

ぐにわかりました。

弟
で し

子たちは、不
ふ へ い

平を言
い

うのをやめて
祈
いの

ったでしょうか？イエス様
さま

なしでは、
自
じ ぶ ん

分たちが無
むりょく

力であることを悟
さと

ったでしょ
うか？きっと、自

じ ぶ ん

分たちの無
むりょく

力さを身
み

にし
みて感

かん

じ、けん命
めい

に祈
いの

ったことでしょう。
ああ、彼

かれ

らはどんなにイエス様
さま

を必
ひつよう

要とし
たことでしょう！

イエス様
さま

は、弟
で し

子たちがどこにいるか
を忘

わす

れてしまったのでしょうか？まさか、そ
んなはずはありません。実

じつ

は、一
い ち ぶ し じ ゅ う

部始終
を見

み

ておられました。舟
ふね

がちがう方
ほうこう

向へと
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進
すす

むのも、大
おおなみ

波に打
う

ちつ
けられて船

ふね

の上
うえ

が水
みず

びた
しになるのも、弟

で し

子たち
がこんども自

じ ぶ ん

分たちの力
ちから

をふりしぼって、助
たす

かろう
と必

ひ っ し

死になっているのも
見
み

ておられました。そし
て、彼

かれ

らがおぼれて死
し

な
ないように、いつ助

たす

ける
べきかも知

し

っておられま
した。マタイ14:24。

イエス様
さま

が神
かみさま

様として
の力

ちから

を使
つか

うのは、他
ほか

の人
ひとびと

々を助
たす

ける時
とき

だけでしたね。何
な ん じ か ん

時間か前
まえ

、その力
ちから

を
何
なんぜんにん

千人もの人
ひとびと

々に食
た

べさせるために使
つか

わ
れました。こんどは、嵐

あらし

でおぼれそうに
なっている弟

で し

子たちを助
たす

けるために、そ
の力

ちから

を使
つか

おうとしておられました。イエス
様
さま

は、どんなおどろくべきことをなさいま
したか？25 節

せつ

。

もしあなたが、ひどい嵐
あらし

の中
なか

で舟
ふね

に乗
の

っ
ていておぼれそうな時

とき

に、明
あか

るく光
ひか

る幽
ゆうれい

霊
のような何

なに

かが、水
みず

の上
うえ

を歩
ある

いて向
む

かっ
てきたらどう思

おも

うでしょう？26 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなたは今
いま

までに、自
じ ぶ ん

分
がしたいと思

おも

っていることを両
りょうしん

親にとめら
れて、機

き げ ん

嫌が悪
わる

くなったりしたことはありま
せんか？そのために、お父

とう

さんとお母
かあ

さん
のことが嫌

きら

いになったことはありませんか？
しかし、あなたがころんでけがをしたとき、
だれにそばにいてほしいと思

おも

いましたか？
その人

ひと

たちは、あなたを助
たす

けてくれました
か？

金
き ん よ う び

曜日

怖
こ わ

くなった弟
で し

子た
ちは、 恐

きょうふ
怖 の

あまり叫
さけ

んでいました。
なぜでしょう？彼

かれ
らはど

こにいましたか？何
なに

が
起
お

きていましたか？

彼
かれ

らは、嵐
あらし

の中
なか

で沈
しず

みそうになっていただ
けでなく、幽

ゆうれい

霊まであ
らわれたと思

おも

ってしまいました。幽
ゆうれい

霊とい
うのは、サタンに仕

つか

える悪
あ く て ん し

天使のしわざ
です。彼

かれ

らは、「もうだめだ！死
し

んでしまう！」
と思

おも

いました。ところが、どうなりましたか？
マタイ14:27。

弟
で し

子たちは、どんなにほっとしたことで
しょう！ペテロは、言

こ と ば

葉を口
くち

から出
だ

すことと
行
こうどう

動することが、だれよりもはやい人
ひと

でし
た。彼

かれ

はイエス様
さま

に、何
なん

と呼
よ

びかけまし
たか？イエス様

さま

はペテロに、何
なん

とお答
こた

えに
なりましたか？28,29 節

せつ

。

ペテロはすぐに、舟
ふね

のふちのほうへ寄
よ

っ
て行

い

きました。たしかに、イエス様
さま

を見
み

ながらそこに向
む

かって行
い

くと、水
みず

の上
うえ

を歩
ある

くことができました。

その時
とき

ペテロは、自
じ ぶ ん

分は今
いま

、だれにで
も自

じ ま ん

慢できることをしていると思
おも

ってしま
いました。ほかの弟

で し

子たちは、どう思
おも

って
いるだろう？ペテロはちらりと、彼

かれ

らのほう
を見

み

ました。ところが、ふたたび前
まえ

のほう
を向

む

いたら、イエス様
さま

が見
み

えません。高
たか

い波
なみ

が彼
かれ

らの間
あいだ

をさえぎり、ペテロは沈
しず
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みはじめました。彼
かれ

はそれでも、誇
ほこ

らしい
気
き も

持ちだったと思
おも

いますか？まさか、そん
なことはありませんね。彼

かれ

は今
いま

、おぼれ
かけていました。自

じ ぶ ん

分を救
すく

えるのは、イ
エス様

さま

だけだとわかりました。30 節
せつ

。

つぎの瞬
しゅんかん

間、イエス様
さま

はペテロのすぐ
そばに来

き

て、彼
かれ

の腕
うで

をつかんでおられま
した。31 節

せつ

。

イエス様
さま

に助
たす

けられたペテロは、誇
ほこ

ら
しい気

き も

持ちでしたか？いいえ。舟
ふね

にもどっ
ていくとき、彼

かれ

はずっとだまっていました。
自
じ ぶ ん

分は水
みず

の上
うえ

を歩
ある

いたと自
じ ま ん

慢することは、
二
に ど

度とないでしょう。舟
ふね

に引
ひ

き上
あ

げられる
まで、ペテロはイエス様

さま

の手
て

を離
はな

しませ
んでした。それから、どうなりましたか？
弟
で し

子たちは、どう思
おも

いましたか？32,33

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：嵐
あらし

を起
お

こされたイエス様
さま

は、このときも弟
で し

子たちを愛
あい

しておられま
したか？なぜイエス様

さま

は、嵐
あらし

を起
お

こされた
のですか？この経

けいけん

験によって、弟
で し

子たちが
もっとイエス様

さま

を信
しん

じて、たよるようになる
ことを、イエス様

さま

はご存
ぞ ん じ

知でしたか？１分
ぷん

でも、弟
で し

子たちを見
み は な

放すことはありました
か？いつも弟

で し

子たちのことを気
き

にかけてお

られたように、イエス様
さま

は、わたしたち
のことも気

き

にかけて下
くだ

さいますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マタイ 14:22-33

★マルコ 6:45-52

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 40 章
しょう
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スティーブン・スミスと彼
かれ

の妻
つま

、そ
して子

こ ど も
供たちは皆

みな
、第

だい
７日

か め
目を

安
あんそくにち

息日として守
まも

っていました。ふたたびイ
エス様

さま
がもどってこられ、自

じぶん
分たちを天

てんごく
国

へつれていって下
くだ

さると信
しん

じていました。
スティーブンは、いろいろなところを旅

たび
し

ては、聖
せいしょ

書の教
おし

えを人
ひとびと

々に伝
つた

えていまし
た。

ところがしばらく
たったころ、イエス
様
さま

が 聖
せいしょ

書 の 教
おし

えと
はちがう方

ほうほう

法で来
こ

ら
れるとある人

ひと

たちが
話
はな

すのを耳
みみ

にしたス
ティーブンは、その
話
はなし

を信
しん

じるようになりました。そしてその
うち、真

し ん り

理ではないことを教
おし

えるようになっ
たのです。さらに、イエス様

さま

がエレン・
ホワイトに与

あた

える幻
まぼろし

を信
しん

じる必
ひつよう

要はないと
言
い

い始
はじ

めました。とうとうアドベンチスト
の信

しんじゃ

者たちは、これ以
いじょう

上スティーブンを
教
きょうかいいん

会員として認
みと

めることはできないと、彼
かれ

に告
つ

げなくてはなりませんでした。

スティーブンを愛
あい

しておられたイエス様
さま

は、ホワイト夫
ふ じ ん

人に幻
まぼろし

を与
あた

えて、もし彼
かれ

が
まちがった教

おし

えや考
かんが

えを持
も

ちつづけるなら
ば、彼

かれ

の身
み

に何
なに

が起
お

こるかをお示
しめ

しにな
りました。ホワイト夫

ふ じ ん

人は、イエス様
さま

から
示
しめ

されたことを注
ちゅうい

意ぶかく書
か

きとめ、手
て が み

紙

にしてスティーブンに送
おく

りました。

スティーブンは手
て が み

紙を受
う

けとると、送
おく

り
主
ぬし

を確
たし

かめました。そこには、「ミシガン
州
しゅう

バトルクリークのホワイト」と書
か

かれて
いました。それを見

み

たとたん、スティーブ
ンは怒

いか

りがこみあげてきました。「きっとこ
の手

て が み

紙には、わたしがまちがっていると書
か

かれているに決
き

まっ
ている。読

よ

むのもお
断
ことわ

りだ」とつぶやき
ながら、それを乱

らんぼう

暴
にポケットにつっこ
みました。家

いえ

にもど
ると、旅

りょこうよう

行用トラン
クの ふ た をもち 上

あ

げ、手
て が み

紙をトランクの奥
おく

にしまいこみまし
た。ふたを閉

し

めながら、ふたたびつぶや
きました。「これでよしと。見

み

えないとこ
ろにおいたぞ。手

て が み

紙のことは、考
かんが

えたくも
ないからな。」それからスティーブンは、
手
て が み

紙のことを考
かんが

えることもなく過
す

ごしまし
た。それどころか、まちがったことを信

しん

じ
つづけ、ますます真

し ん り

理と闘
たたか

うようになりま
した。

スティーブンが、イエス様
さま

のためのすば
らしい働

はたら

き人
ひと

になれたことを思
おも

うと、ホワ
イト夫

ふ じ ん

人は悲
かな

しくなりました。意
い じ

地をはり
さえしなければ、彼

かれ

は幸
こうふく

福でいられたの
に！このままでは、不

ふ こ う

幸になることは目
め

に

お話
はな

しひろば 

スティーブンと手
て が み

紙
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals



79

見
み

えていました。

あれから 27 年
ねん

の月
つ き ひ

日が過
す

ぎ、スティー
ブンも年

とし

をとりました。髪
かみ

の毛
け

は白
しろ

くなり、
背
せ な か

中は曲
ま

がっています。彼
かれ

は不
ふ こ う

幸でした。
それだけではなく、妻

つま

と子
こ ど も

供たちも不
ふ こ う

幸に
してしまったのです。

ある日
ひ

のこと、スティーブンは、客
きゃくま

間の
テーブルにおいてあった教

きょうかい

会の読
よ

み物
もの

を
手
て

にとりました。記
き じ

事のひとつはホワイト
夫
ふ じ ん

人が書
か

いたもので、それを読
よ

むことにし
ました。その読

よ

み物
もの

を下
した

におきながら、「こ
れが真

し ん り

理だ」とつぶやいたのです。それ
からというもの、彼

かれ

は、次
つぎつぎ

と々教
きょうかい

会の本
ほん

や
記
き じ

事を読
よ

みあさりました。

そんなある日
ひ

、あの手
て が み

紙のことを思
おも

い
出
だ

しました。手
て が み

紙はまだ、27 年
ねんまえ

前にしま
いこんだところにあるでしょうか？スティー
ブンは、カギを見

み

つけました。ふるえる
手
て

で旅
りょこうよう

行用トランクにさして回
まわ

すと、カチっ
と音

おと

がしました。手
て が み

紙はまだ、そこにあり
ました。

手
て が み

紙を読
よ

むと、涙
なみだ

がほおを流
なが

れ落
お

ちま
した。すべて、手

て が み

紙の中
なか

でホワイト夫
ふ じ ん

人
が警

けいこく

告したとおりになっていたのです。「あ
あ、わたしが警

けいこく

告に耳
みみ

をかたむけてさえ
いれば！高

こうまん

慢になって意
い じ

地をはらなければ
よかった！」スティーブンは悲

かな

しそうにつ
ぶやきました。

スティーブンが心
こころ

から自
じ ぶ ん

分が悪
わる

かったと
思
おも

ったので、イエス様
さま

は彼
かれ

をおゆるしにな
りました。それでも彼

かれ

は、自
じ ぶ ん

分がどれだけ
イエス様

さま

を傷
きず

つけたかを決
けっ

して忘
わす

れませ
んでした。彼

かれ

は、イエス様
さま

の有
ゆうよう

用な〔役
やく

に立
た

つ〕働
はたら

き人
ひと

として、これまでの年
ねんげつ

月を

幸
こうふく

福にすごせたはずでした。

わたしたちにも、ホワイト夫
ふ じ ん

人の書
か

き
物
もの

をとおして、イエス様
さま

からのメッセージ
があるはずです。しかししばしば、これら
の本

ほん

はただ家
いえ

の本
ほんだな

棚におかれているだけ
で、読

よ

まれることがありません。それは、
なんと悲

かな

しいことでしょう！
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日
に ち よ う び

曜日

イエス様
さま

も弟
で し

子たちも、疲
つか

れていま
した。その前

ぜんじつ
日、伝

でんどうりょこう
道旅行からも

どった彼
かれ

らは、語
かた

り合
あ

い、休
きゅうそく

息するために
静
しず

かな場
ばしょ

所へ行
い

きました。しかし、何
なんぜんにん

千人
もの人

ひとびと
々がイエス様

さま
を待

ま
っていたので、そ

こには長
なが

くとどまるこ
とができませんでした。
そのため、 イエス 様

さま

は休
きゅうそくばしょ

息場所を去
さ

って、
人
ひとびと

々の所
ところ

へ行
い

かれたの
でした。

まる一
いちにち

日、説
せっきょう

教とい
やしにつ い やした後

あと

で、ひとりの少
しょうねん

年のお
弁
べんとう

当だけで何
なんぜんにん

千人もの
人
ひと

に食
た

べさせるという、
おどろくべき奇

き せ き

跡を行
おこな

われました。またその
日
ひ

の夜
よる

には、湖
みずうみ

で弟
で し

子

たちの船
ふね

が嵐
あらし

にまきこまれ、イエス様
さま

は水
みず

の上
うえ

を歩
ある

いて、彼
かれ

らを助
たす

けに行
い

かれました。

その日
ひ

イエス様
さま

の話
はなし

を聞
き

いた人
ひと

たちの
多
おお

くは、過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りのためにエルサレム
へと向

む

かう途
とちゅう

中でした。しかしイエス様
さま

は、
こんどの過

す ぎ こ

越しの祭
まつ

りには行
い

かないつもり
でした。そこにはスパイたちがいて、見

み は

張
られることが分

わ

かっていたからです。教
きょうかい

会
の指

し ど う し ゃ

導者たちは、なん
らかの騒

さわ

ぎを引
ひ

き起
お

こ
してイエス様

さま

に罪
つみ

を着
き

せ、死
し け い

刑にしたいと望
のぞ

んでいました。けれど
も、イエス様

さま

の働
はたら

きは
まだ終

お

わっていません
でした。彼

かれ

が死
し

ぬべき
時
とき

は、まだ来
き

ていませ
んでした。

教
きょうかい

会 の指
し ど う し ゃ

導 者たち
は、イエス様

さま

が 律
りっぽう

法
に違

い は ん

反していることを
立
りっしょう

証できる機
き か い

会を、し

すべての人
ひと

に対
たい

するイエスの愛
あい

第
だい

11 章
しょう

あいあい

愛愛
あいあいあいあい

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「女
おんな

よ、あなたの信
しんこう

仰は見
み

あげたものである。

あなたの願
ねが

いどおりになるように。」

マタイ 15:28

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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つようにうかがっていまし
た。ですからイエス様

さま

は、
だれもが真

し ん り

理であると知
し

っ
ていることについても、しん
ちょうに答

こた

えなくてはいけま
せんでした。とうぜん、そ
のようなイエス様

さま

の態
た い ど

度は、
彼
かれ

らをさらに怒
おこ

らせるだけで
した。ひとつの例

れい

が、マタ

イ15:1-6 にあります。

教
きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者たちは、十
じっかい

戒のひとつ
が「父

ちち

と母
はは

を敬
うやま

え」であることを知
し

ってい
ました。しかし彼

かれ

らは、とてもいやしい、
自
じ ぶ ん か っ て

分勝手な規
き そ く

則を作
つく

りあげたのでした。そ
れは、だれでも「自

じ ぶ ん

分が死
し

んだら財
ざいさん

産は
神
しんでん

殿にささげます」と約
やくそく

束したら、生
い

きて
いる間

あいだ

はそれを自
じ ゆ う

由に使
つか

うことができる、
というものでした。けれども、両

りょうしん

親がお金
かね

を必
ひつよう

要としていても、すべて神
しんでん

殿にささげ
ると約

やくそく

束してしまったので、それを両
りょうしん

親に
あげることはできませんでした。だれが見

み

ても、この規
き そ く

則は神
かみさま

様の律
りっぽう

法のひとつをや
ぶっていました。そしてイエス様

さま

も、その
ように言

い

われたのでした。イエス様
さま

はいつ
でも、ご自

じ ぶ ん

分が神
かみさま

様の律
りっぽう

法に違
い は ん

反してい
ないことを証

しょうめい

明することができました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様の律
りっぽう

法の中
なか

で、多
おお

く
の人

ひと

がしたがっていない戒
いまし

めはありません
か？

月
げ つ よ う び

曜日

まだイエス様
さま

と弟
で し

子たちは、ゆっく
り話

はなし
をして休

きゅうそく
息する時

じ か ん
間をもてな

いでいました。

そこでイエス様
さま

は、美
うつく

しい丘
おか

のある場
ば し ょ

所へ行
い

くこ
とにしました。おそらくそ
こでは、しばらく静

しず

かに過
す

ごすことができるはずでし
た。丘

おか

の頂
ちょうじょう

上からは、海
うみ

の向
む

こうまでの景
け し き

色がすべ
て見

み

わたせます。いくらか
離
はな

れたところの海
かいがん

岸には、
ツロとシドンの町

まちまち

々が見
み

えます。そして丘
おか

と海
うみ

の間
あいだ

には、多
おお

くの異
い き ょ う と

教徒が住
す

んでい
ました。

イエス様
さま

が井
い ど

戸のそばで女
おんな

に話
はな

しかけ
られたことがきっかけで、サマリヤの多

おお

く
の人

ひと

たちは、ユダヤ人
じん

と同
おな

じ場
ば し ょ

所で礼
れいはい

拝
することはできませんでしたが、神

かみさま

様を
信
しん

じていました。ところが、イエス様
さま

が
弟
で し

子たちをつれて行
い

った場
ば し ょ

所の近
ちか

くには、
神
かみさま

様をまったく信
しん

じていない異
いきょう

教の人
ひとびと

々
が住

す

んでいました。

イエス様
さま

と弟
で し

子たちは、しばしの休
やす

み
を求

もと

めていました。しかしどこへ行
い

って
も、人

ひとびと

々はイエス様
さま

のすばらしいみことば
や奇

き せ き

跡について聞
き

いていました。マルコ

7:24。

たしかに休
きゅうそく

息が必
ひつよう

要でしたが、イエス
様
さま

がその地
ち ほ う

方へ行
い

かれたのには、別
べつ

の
理
り ゆ う

由もありました。そこには、彼
かれ

の助
たす

けを
必
ひつよう

要としている女
おんな

がいることをご存
ぞ ん じ

知でし
た。彼

かのじょ

女は異
い き ょ う と

教徒でしたが、イエス様
さま

が
近
ちか

くに来
き

ておられることを聞
き

きつけ、急
いそ

い
でたずねてきたのでした。25 節

せつ

。

異
い き ょ う と

教徒たちは、同
おな

じ地
ち ほ う

方に住
す

んでいる
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ユダヤ人
じん

からも嫌
きら

われていましたが、少
すく

なくともこの女
おんな

は、ユダヤ人
じん

であるイエス
様
さま

が、彼
かのじょ

女の娘
むすめ

をいやすことがおできに
なると信

しん

じていました。マタイ15:22。

弟
で し

子たちもユダヤ人
じん

であったために、
神
かみさま

様はユダヤ人
じん

と同
おな

じように異
い ほ う じ ん

邦人も愛
あい

し
ておられるということを、まだ理

り か い

解できて
いませんでした。そのような弟

で し

子たちは、
異
いきょう

教の女
おんな

に対
たい

する自
じ ぶ ん

分たちの感
かんじょう

情をまも
なくあらわすことになります。最

さいしょ

初、女
おんな

の呼
よ

びかけにイエス様
さま

が応
おう

じられなかっ
たのを見

み

て、弟
で し

子たちは、イエス様
さま

の
異
い ほ う じ ん

邦人に対
たい

する気
き も

持ちも、自
じ ぶ ん

分たちと同
おな

じ
にちがいないと思

おも

ったのでした。23 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：これまでに、イエス様
さま

が
だれかを断

ことわ

ったことがありましたか？ところ
が最

さいしょ

初、この女
おんな

に対
たい

しては、答
こた

えようとも
なさいませんでした。なぜですか？

火
か よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちは気
き

づいていませんでし
たが、イエス様

さま
は彼

かれ
らに、ある

教
きょうくん

訓 を教
おし

えようとしておられました。イ
エス様

さま
は、ご自

じしん
身の異

いきょうと
教徒に対

たい
する考

かんが
え

と、弟
で し

子たちの異
いきょうと

教徒に対
たい

する考
かんが

えとの
ちがいを示

しめ
しておられました。彼

かれ

は最
さいしょ

初、
異
いきょう

教の女
おんな

が娘
むすめ

をいやしてくれるよう弟
で し

子た
ちに頼

たの
んでいたら、彼

かれ
らがとったであろう

態
た い ど

度で接
せっ

したのでした。

かわいそうな母
ははおや

親が助
たす

けを求
もと

め始
はじ

める
と、イエス様

さま

はまるで聞
き

こえないかのよ
うにふるまったので、彼

かれ

は自
じ ぶ ん

分たちと同
おな

じ
ように、異

い き ょ う と

教徒と話
はな

すのもいやにちがい

ないと、弟
で し

子たちは思
おも

いました。マタイ

15:23。

ところがイエス様
さま

は、彼
かのじょ

女を追
お

いはら
いませんでした。彼

かれ

は、だれに対
たい

しても
わけへだてなく奇

き せ き

跡をおこなわれることを
彼
かのじょ

女が聞
き

いていたことを、知
し

っておられた
のです。彼

かのじょ

女がどれほど助
たす

けを望
のぞ

んでい
るか、またイエス様

さま

なら自
じ ぶ ん

分の娘
むすめ

をいや
すことができると信

しん

じていることも、知
し

っ
ておられました。それでも彼

かれ

は、しばらく
のあいだ、弟

で し

子たちがとったであろう態
た い ど

度
をとりつづけました。それからイエス様

さま

は、
この異

いきょう

教の女
おんな

に何
なん

と言
い

われましたか？マル

コ 7:27。

当
と う じ

時のユダヤ人
じん

は、自
じ ぶ ん

分たちが神
かみさま

様
の「子

こ ど も

供」であって、ほかの人
ひと

たちは
犬
い ぬ い か

以下の存
そんざい

在だと考
かんが

えていました。神
かみさま

様
がご自

じ ぶ ん

分の愛
あい

を、ユダヤ人
じん

以
い が い

外の人
ひとびと

々に
分
わ

け与
あた

えるはずはないと、かたく信
しん

じてい
たのです。それは、どれほどまちがった
考
かんが

えであったことでしょう！

イエス様
さま

は、すべての人
ひと

に対
たい

するご
自
じ ぶ ん

分の愛
あい

を、隠
かく

しておくことはできません
でした。彼

かれ

の顔
かお

を見
み あ

上げた異
い き ょ う と

教徒の女
おんな

は、希
き ぼ う

望があると確
かくしん

信しました。ですから、
「犬

いぬ

」呼
よ

ばわりされても、まったく気
き

にし
ませんでした。おそらく、ほかのユダヤ人

じん

たちからも、すでにそう呼
よ

ばれていたので
しょう。彼

かのじょ

女が見
み

ると、イエス様
さま

のお顔
かお

に
は愛

あい

があふれていました。その愛
あい

に勇
ゆ う き

気
づけられて、犬

いぬ

たちですら、子
こ ど も

供たちの
食
しょくたく

卓からこぼれた食
た

べ物
もの

をもらえることを
うったえて、今

いま

でも彼
かれ

に信
しんらい

頼していること
を示

しめ

したのでした。もちろんイエス様
さま

は、
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彼
かのじょ

女のための「パンくず」を持
も

っておられ
ました。28 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：この女
おんな

の信
しんこう

仰は、イエス
様
さま

を喜
よろこ

ばせましたか？神
かみさま

様は、すべての
人
ひと

、たとえ異
い き ょ う と

教徒と呼
よ

ばれる人
ひと

たちでさ
えも、心

こころ

から愛
あい

しておられますか？これら
異
い き ょ う と

教徒の人
ひと

たちでも、イエス様
さま

について
学
まな

んで、正
ただ

しい信
しんこう

仰を持
も

つことができます
か？わたしたちは、すべての人

ひと

を愛
あい

するべ
きですか？ 

水
す い よ う び

曜日

ひとりの異
いきょう

教の母
ははおや

親が、幼
おさな

い娘
むすめ

にと
りついている悪

あくれい
霊を追

お
い出

だ
してほ

しいと、イエス様
さま

にお願
ねが

いしました。悪
あくれい

霊
を追

お
い出

だ
すには、その少

しょうじょ
女がいる家

いえ
に行

い

かなくてはなりませんでしたか？いいえ。
彼
かれ

はただ、悪
あくれい

霊が彼
かのじょ

女の幼
おさな

い娘
むすめ

から出
で

て
行
い

ったことを母
ははおや

親に告
つ

げただけでした。マ

ルコ 7:29。

家
いえ

にもどった母
ははおや

親は、何
なに

を見
み

ましたか？
30 節

せつ

。

この母
ははおや

親がどんなに喜
よろこ

ん
だかは、かんたんに想

そうぞう

像で
きますね。 ほかの人

ひとびと

々も、
イエス様

さま

がなさったことを
すぐに知

し

るようになると思
おも

い
ますか？もちろんです。この
奇
き せ き

跡の知
し

らせは、またたく間
ま

に広
ひろ

まったことでしょう。この
知
し

らせは、異
い き ょ う と

教徒の耳
みみ

にも
ユダヤ人

じん

の耳
みみ

にも、すぐにと
どきました。

イエス様
さま

が、これらの異
い き ょ う と

教徒が住
す

んで
いる場

ば し ょ

所をおとずれた理
り ゆ う

由は、ふたつあ
りました。ひとつは、この異

いきょう

教の母
ははおや

親を
助
たす

けるため。もうひとつは、天
てんごく

国へもどら
れる前

まえ

に、彼
かれ

らに重
じゅうよう

要な教
きょうくん

訓を教
おし

えるた
めでした。

それでもなお、弟
で し

子たちにとって、神
かみさま

様
が異

い き ょ う と

教徒たちを同
おな

じように愛
あい

しておられる
というのは、信

しん

じがたいことでした。彼
かれ

ら
はそのことを、そのあとなんども念

ねん

をおさ
れることになります。しかし彼

かれ

らは、あの
異
いきょう

教の女
おんな

をあつかわれたイエス様
さま

のやり
かたを、決

けっ

して忘
わす

れないでしょう。イエス
様
さま

がお示
しめ

しになったのは、すべての人
ひと

に
対
たい

する神
かみさま

様の愛
あい

そのものでした。

異
い き ょ う と

教徒とユダヤ人
じん

は、互
たが

いに嫌
きら

い合
あ

っ
ていました。しかし、イエス様

さま

はすでに何
なん

と言
い

っておられましたか？そのすばらしい
みことばを読

よ

んでみましょう。マタイ 5:43-

45。

考
かんが

えてみよう：弟
で し

子たちは、イエス様
さま

の異
い き ょ う と

教徒への接
せっ

しかたと、自
じ ぶ ん

分たちの
異
い き ょ う と

教徒への接
せっ

しかたのちがいを、学
まな

び始
はじ

めていましたか？自
じ ぶ ん

分たちと
ちがう人

ひと

たちを憎
にく

むようにさ
せるために、サタンと悪

あ く て ん し

天使
たちは、今

いま

でもわたしたちに
働
はたら

きかけていると思
おも

います
か？サタンと悪

あ く て ん し

天使たちは、
イエス様

さま

が異
い き ょ う と

教徒も愛
あい

してお
られるということを、わたし
たちに知

し

ってほしいと思
おも

って
いるでしょうか？わたしたち
は、自

じ ぶ ん

分とちがう人
ひと

たちと、
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どのように接
せっ

するべきですか？

木
も く よ う び

曜日

異
い

教
きょう

の国
くに

で少
しょうじょ

女をいやされた後
あと

、
イエス様

さま
はどこへ行

い
かれました

か？マタイ15:29。

イエス様
さま

が行
い

かれた山
やま

は、ふたりの
狂
きょうじん

人から悪
あくれい

霊どもを追
お

い出
だ

したのと同
おな

じ
場
ば し ょ

所でした。悪
あくれい

霊どもがふたりの狂
きょうじん

人から
出
で

ていってから群
む

れの豚
ぶた

たちにとりつき、
そのあと何

なに

が起
お

こったか覚
おぼ

えていますか？
マタイ 8:28-32。

たくさんの豚
ぶた

がおぼれ死
し

んだ後
あと

、人
ひとびと

々
はイエス様

さま

に何
なに

をしてほしいとお願
ねが

いしま
したか？34 節

せつ

。

イエス様
さま

に助
たす

けてもらった男
おとこ

たちは、何
なに

をしたいと思
おも

いましたか？彼
かれ

らはそこにと
どまりたかったですか？それともイエス
様
さま

について行
い

きたかったですか？マルコ

5:18。

しかし、イエス様
さま

は彼
かれ

らに何
なん

と言
い

われま
したか？19 節

せつ

。

男
おとこ

たちは、イエス様
さま

の言
い

い
つけにしたがいました。彼

かれ

ら
はあちらこちらへ出

で

て行
い

って、
イエス様

さま

が自
じ ぶ ん

分たちをいやし
て下

くだ

さったことを伝
つた

えました。
そして話

はなし

を聞
き

けば聞
き

くほど、
人
ひとびと

々は、イエス様
さま

にもどって
きてほしいと願

ねが

うようになりま
した。

いよいよイエス様
さま

がもどって

こられると、こんどは何
なに

が起
お

こりましたか？
マタイ15:30,31。

前
ぜんかい

回イエス様
さま

が来
こ

られた時
とき

とは、何
なん

と
いうちがいでしょう！人

ひとびと

々はあの山
やま

で、イ
エス様

さま

と３日
か か ん

間も過
す

ごしたのです。もって
きた食

しょくりょう

糧も食
た

べつくし、そろそろ家
いえ

に帰
かえ

ら
なくてはなりません。しかしイエス様

さま

は、
彼
かれ

らを空
くうふく

腹のまま帰
かえ

らせたくありませんで
した。32 節

せつ

。

ほんの数
すうじつまえ

日前、弟
で し

子たちは、異
いきょう

教の女
おんな

に対
たい

するイエス様
さま

の態
た い ど

度を目
め

にしたにも
かかわらず、そこに集

あつ

まった異
いきょう

教の人
ひと

たち
と親

した

しく交
まじ

わろうという気
き

にはなりません
でした。弟

で し

子たちは、イエス様
さま

に何
なん

と答
こた

えましたか？33 節
せつ

。

イエス様
さま

は、どれくらいの食
た

べ物
もの

が残
のこ

っ
ているかを調

しら

べるようにと、弟
で し

子たちに
言
い

われました。彼
かれ

らは、異
いきょう

教の人
ひと

たちに
食
た

べ物
もの

を分
わ

けたいと思
おも

ったでしょうか？実
じつ

は、その反
はんたい

対でした。しかしイエス様
さま

は、
人
ひとびと

々に何
なに

をするようにとお命
めい

じになりまし
たか？34,35 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

にも、憎
にく

んでい
ることがあるのを知

し

っていましたか？彼
かれ

は
弟

で し

子たちのことを心
こころ

から
愛
あい

しておられましたが、誇
ほこ

り〔いばること〕と利
り こ し ん

己心
〔わがまま〕をひどく嫌

きら

って
いました。彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分た
ちが異

い き ょ う と

教徒のようでないこ
とを誇

ほこ

りに思
おも

っていました。
おそらく持

も

っていた食
た

べ物
もの

も、自
じ ぶ ん

分たちだけで食
た

べよ
うと思

おも

っていたのでしょう。
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あなたはこれまでに、わがままでいばった
人
ひと

になるような誘
ゆうわく

惑を受
う

けたことがありま
すか？わたしたちにはもともと、そのような
みにくい性

せいしつ

質があるのです。それでもイエ
ス様

さま

は、わたしたちが変
か

われるように助
たす

け
ることがおできになりますか？もちろんです
とも。

金
き ん よ う び

曜日

イエ ス 様
さま

と 弟
で し

子 た ち と、4,000
人
にんいじょう

以上の異
いきょう

教の人
ひとびと

々は、３日
かかん

間
もともに山

やま
の上

うえ
ですごしました。そろそろ

帰
かえ

る時
じ か ん

間です。しかしイエス様
さま

は、人
ひとびと

々
がおなかをすかせていることをご存

ぞんじ
知でし

たので、彼
かれ

らを帰
かえ

す前
まえ

に夕
ゆうしょく

食を食
た

べさせ
たいと思

おも
われました。弟

で し
子たちは、自

じぶん
分た

ちのもっていた残
のこ

りの食
た

べ物
もの

を、すべてイ
エス様

さま
にわたしました。そしてイエス様

さま
は、

これらの食
た

べ物
もの

をどうなさいましたか？マ

タイ15:34-38。

ユダヤ人
じん

と異
い き ょ う と

教徒への、わけへだての
ない愛

あい

をあらわしながら、イエス様
さま

はふ
たたび、ご自

じ し ん

身の力
ちから

をお示
しめ

しになりました。
何
なんぜんにん

千人もの人
ひとびと

々に食
た

べさせたあの時
とき

と同
おな

じように、今
こんかい

回も、食
た

べてもなお余
あま

るほど
の食

た

べ物
もの

がありました。多
おお

くの人
ひと

たちが、

あまった食
た

べ物
もの

を家
いえ

にもち帰
かえ

り、３日
か か ん

間の
イエス様

さま

との交
まじ

わりの話
はなし

や、また最
さ い ご

後に
おこなわれた奇

き せ き

跡の話
はなし

をしながら、家
か ぞ く

族
や友

ゆうじん

人に分
わ

け与
あた

えたのでしょう。

一
いっぽう

方、イエス様
さま

と弟
で し

子たちは、 舟
ふね

に
乗
の

ってガリラヤへもどりました。到
とうちゃく

着する
と、ユダヤ人

じん

の一
いちだん

団が待
ま

ちかまえていま
した。こんどは、パリサイ人

びと

とサドカイ人
びと

もいっしょです。ふだんは、パリサイ人
びと

と
サドカイ人

びと

は仲
なか

がよくありませんでした。
しかし、どちらもイエス様

さま

のことをとても
憎
にく

んでいたので、彼
かれ

を殺
ころ

すために協
きょうりょく

力し
合
あ

うことにしたのです。彼
かれ

らは、イエス様
さま

に何
なに

をするように求
もと

めましたか？イエス様
さま

は、どのようにお答
こた

えになりましたか？マ

タイ16:1-4。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

がここで言
い

われた
「ヨナのしるし」とは、何

なん

のことでしょう？
マタイ12:40を読

よ

んで下
くだ

さい。イエス様
さま

は、
ご自

じ ぶ ん

分がもうすぐ来
こ

られるというしるしをお
与
あた

えになりましたか。これらのしるしには、
どんなものがありますか？ほとんどの人

ひと

は、
これらのしるしを信

しん

じて、注
ちゅうい

意をはらって
いますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マタイ 15:21-39

★マルコ 7:24-8:10

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 43 章
しょう
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あなたは、 インフルエン ザ にか
かったことがありますか？たくさ

んの人
ひと

がいちどにかかった場
ば あ い

合、それは
「伝

でんせんびょう
染病」と呼

よ
ばれます。伝

でんせんびょう
染病が広

ひろ
ま

ると、深
しんこく

刻な事
じ た い

態になるかもしれないの
で、多

おお
くの人

ひと
は、毎

まいとし
年インフルエンザの

予
よぼうせっしゅ

防接種を受
う

けます。おそらくあなたも
受
う

けたことがあるで
しょう。

しかし、ホワイト
夫
ふ じ ん

人が生
い

きていたこ
ろは、インフルエン
ザの予

よぼうちゅうしゃ

防注射のこと
など、だれも知

し

りま
せんでした。バトル
クリークでのある冬

ふゆ

、
ホワイト夫

ふ じ ん

人と家
か ぞ く

族のみんなは、インフル
エンザにかかってしまいました。ホワイト
夫
ふ じ ん

人は、ある大
たいせつ

切な集
しゅうかい

会で話
はなし

をすること
になっていましたが、まだ治

なお

っていません
でした。

「エレン、君
きみ

がいないと、集
しゅうかい

会はうまく
いかないと思

おも

うんだ」と、ジェームスが言
い

いました。「この集
しゅうかい

会で、教
きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者た
ちが話

はな

し合
あ

って解
かいけつ

決すべき重
じゅうよう

要な問
もんだい

題が
あるんだが、その問

もんだいかいけつ

題解決のために、イ
エス様

さま

が君
きみ

に示
しめ

されたメッセージがどうし
ても必

ひつよう

要なのだよ。君
きみ

がいやされることを

祈
いの

ってきたけれども、まだよくならないか
ら、ふたりの指

し ど う し ゃ

導者を呼
よ

んで、君
きみ

のため
に特

とくべつ

別に祈
いの

ってもらうとしよう。」

ジェームスとふたりの牧
ぼ く し

師が祈
いの

った後
のち

に、エレンも祈
いの

ろうとしました。彼
かのじょ

女の声
こえ

はかすれ、話
はな

すのも容
よ う い

易ではありません。
ところがとつぜん、声

こえ

が出
で

るようになっ
たのです。「神

かみさま

様に
栄
えいこう

光があるように！」
と、はっきりと大

おお

き
な声

こえ

で言
い

いました。
ジェームスと牧

ぼ く し

師た
ちは、エレンが幻

まぼろし

を
見
み

ているのだとわか
りました。彼

かのじょ

女は目
め

を上
あ

げて、ほかの人
ひと

には見
み

えない何
なに

かを見
み

ています。そして、
とても心

しんぱい

配そうな表
ひょうじょう

情をしています。彼
かのじょ

女
は、かぶっていた毛

も う ふ

布をすばやく放
ほう

り投
な

げました。それから起
お

き上
あ

がって、部
へ や

屋
の中

なか

を行
い

ったり来
き

たりし始
はじ

めました。

歩
ある

いている間
あいだ

、エレンは手
て

を堅
かた

くにぎ
りしめて、なんども何

な ん ど

度もうめきました。
「暗

くら

い！暗
くら

い！どこも暗
くら

いわ！真
ま

っ暗
くら

なの！」
それから数

すうふん

分の間
あいだ

、うめき声
ごえ

がとまりまし
た。彼

かのじょ

女の顔
かお

は、よろこびの表
ひょうじょう

情に変
か

わっ
ていました。「ひとつの光

ひかり

を！小
ちい

さな光
ひかり

を！
もっと光

ひかり

を！たくさんの光
ひかり

を！」彼
かのじょ

女はそう

お話
はな

しひろば 

ひとつの光
ひかり

を！さらなる光
ひかり

を！

もっとたくさんの光
ひかり

を！
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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言
い

って、いすに腰
こし

かけました。

いつものとおり、幻
まぼろし

を見
み

ているときの
エレンは、息

いき

をしていませんでした。ほ
どなくして、彼

かのじょ

女は長
なが

く深
ふか

く息
いき

をしました。
それから、自

じ ぶ ん

分がどこにいるのか、また
なぜ牧

ぼ く し

師たちがそこにいるのかがわから
ないかのように、あたりを見

み ま わ

回しました。
ジェームスは、彼

かのじょ

女のそばにひざまずきま
した。「イエス様

さま

が君
きみ

に幻
まぼろし

をお与
あた

えになっ
たんだよ。」彼

かれ

が静
しず

かに言
い

うと、エレンは
うなずきました。「幻

まぼろし

のことを、今
いまはな

話せる
かい？」とたずねると、エレンは頭

あたま

をふり
「今

いま

は無
む り

理です。」と言
い

いました。

さて、大
だ い じ

事な集
しゅうかい

会の日
ひ

がやってきて、
ジェームスがエレンに、働

はたら

き人
びと

たちのた
めに話

はな

すことができるかどうかをたずねる
と、「もうすっかり良

よ

くなりました」とエレ
ンは答

こた

えました。それから彼
かのじょ

女は着
き

がえ
て、ジェームスといっしょに雪

ゆき

の中
なか

を歩
ある

い
て、集

しゅうかいばしょ

会場所に向
む

かいました。

幻
まぼろし

に出
で

て来
き

た「光
ひかり

」は、世
せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々
がイエス様

さま

のご再
さいりん

臨のことと、十
じっかい

戒にした
がう事

こと

がどんなに重
じゅうよう

要であるかを知
し

るよう
になるという意

い み

味でした。

これらの光
ひかり

は、すでにアメリカの多
おお

くの
場
ば し ょ

所で輝
かがや

き始
はじ

めていて、ある光
ひかり

は、はる
かヨーロッパでも輝

かがや

いていました。しか
し、世

せ か い

界のほとんどはまだ暗
くら

く、エレンは、
世
せかいじゅう

界中のいたるところで光
ひかり

が輝
かがや

き始
はじ

める
のを見

み

たのでした。

「その光
ひかり

が輝
かがや

き始
はじ

めた場
ば し ょ

所の名
な ま え

前を覚
おぼ

え
ているかい？」ジェームスはたずねました。

エレンは一
いっしょう

生けん命
めいおも

思い出
だ

そうとしまし
た。「ひとつだけは、思

おも

い出
だ

せますよ。」

彼
かのじょ

女は答
こた

えました。「オーストラリアです。」

いつの日
ひ

か、その遠
とお

い国
くに

へ行
い

き、光
ひかり

を
輝
かがや

かせる手
て つ だ

伝いをするようになることを、
この時

とき

は知
し

るよしもありませんでした。
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日
に ち よ う び

曜日

イエス様
さま

は、弟
で し

子たちと共
とも

に、人
ひとびと

々
を教

おし
え、いやし、町

まち
から町

まち
、村

むら

から村
むら

へとまわっておられました。ある
日
ひ

、夕
ゆうがた

方になりかけたころ、彼
かれ

らは山
やま

の
ふもとで足

あし
をとめました。みな疲

つか
れていた

ので、弟
で し

子たちはそこで一
ひとばん

晩すごすのを
喜
よろこ

びました。休
きゅうそく

息の時
じかん

間です。

ところが日
ひ

が暮
く

れる前
まえ

に、ペテロとヤコブとヨ
ハネは、イエス様

さま

に山
やま

の上
うえ

までついてくるよう
にと言

い

われました。ほ
かの弟

で し

子たちは、今
いま

い
るところにとどまります。

イ エ ス 様
さま

と ３ 人
にん

の
弟
で し

子たちは、太
たいよう

陽が沈
しず

むころ、ごつごつした
けわしい道

みち

を登
のぼ

って行
い

きました。みんながこ

れほど疲
つか

れている時
とき

に、なぜイエス様
さま

は
そこに行

い

きたいのか、弟
で し

子たちには理
り か い

解
できません。イエス様

さま

にも休
きゅうそく

息が必
ひつよう

要な
ことを知

し

っていましたから。マタイ17:1。

まもなく、あたりは暗
くら

くなりました。登
のぼ

っ
ている間

あいだ

、弟
で し

子たちの思
おも

いも暗
くら

くなって
いきました。なぜイエス様

さま

は、ご自
じ ぶ ん

分の
王
おうこく

国をたてようとなさらないのか？もしか
して、イエス様

さま

がメシヤであるという考
かんが

え
がまちがっているのか？彼

かれ

らがどうしても
理
り か い

解できないことは、まだまだありました。

ようやく、イエス様
さま

か
ら、登

のぼ

るのはここまでと
言
い

われました。それか
ら彼

かれ

は、少
すこ

し離
はな

れたとこ
ろへ行

い

かれました。彼
かれ

らは、イエス様
さま

が石
いし

だ
らけの地

じ め ん

面にひざまず
き、祈

いの

っているのを見
み

ま
した。

イ エ ス 様
さま

は 天
てん

の お
父
とうさま

様に、サタンとの戦
たたか

天
てん

からの訪
ほうもんしゃ

問者
ほうもんしゃほうもんしゃ

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「これはわたしの愛
あい

する子
こ

、わたしの心
こころ

にかなう者
もの

である。これに聞
き

け。」

マタイ 17:5

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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いのために、ご自
じ し ん

身を
力
ちから

づけて下
くだ

さるように、
また、弟

で し

子たちがもっと
信
しんこう

仰を持
も

てるように助
たす

けて下
くだ

さいとお願
ねが

いしま
した。彼

かれ

らは、イエス
様
さま

がわたしたちを救
すく

う
ために死

し

ななくてはなら
ないことを、理

り か い

解する
必
ひつよう

要がありました。ほ
かに方

ほうほう

法はありません。
イエス様

さま

は、ご自
じ ぶ ん

分が
神
かみ

であることを、特
とく

に
今
いま

いっしょにいる３人
にん

の
弟
で し

子たちが知
し

ることができるようにして下
くだ

さいと、天
てん

のお父
とうさま

様にお願
ねが

いしました。ま
もなく、イエス様

さま

にしたがう選
えら

びをしたこ
とがまちがいだったかもしれないと思

おも

わせ
るほどの、はげしい誘

ゆうわく

惑にあうことを知
し

っ
ておられたからです。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

が死
し

ななくては
ならなかった理

り ゆ う

由は何
なん

ですか？神
かみさま

様はな
ぜ、イエス様

さま

を死
し

なせないまま、わたした
ちの罪

つみ

をゆるして救
すく

うことがおできになら
なかったのですか？

月
げ つ よ う び

曜日

ペテロとヤコブ、ヨハネは、イエス
様
さま

と山
やま

を登
のぼ

りましたが、イエス
様
さま

が祈
いの

っておられる間
あいだ

に眠
ねむ

ってしまいまし
た。はじめのうちは、彼

かれ
らも祈

いの
って、目

め
を

覚
さ

ましていようとしました。しかし、あまり
にも疲

つか
れていたので、イエス様

さま
が天

てん
のお

父
とうさま

様と話
はなし

をしている 間
あいだ

に、眠
ねむ

りこんでしまった
のでした。

すると、おどろくよう
なことが起

お

こりました。
あなたが暗

くら

い部
へ や

屋です
やすや眠

ねむ

っているとき
に、だれかが突

とつぜん

然とて
も明

あか

るい 光
ひかり

をつ けて、
起
お

こされたことはありま
すか？始

はじ

めのうちは、お
そらく目

め

をパチパチさせ
たり、細

ほそ

めたりして、だ
んだん目

め

をあけることが
できるようにしますよね。

それと同
おな

じようなことが、その夜
よる

、暗
くら

い山
やま

の上
うえ

で起
お

こったのです。とつぜん、
光
ひかり

がイエス様
さま

のまわりを照
て

らし、３人
にん

の
弟
で し

子たちは目
め

を覚
さ

ましました。いったい、
何
なに

が起
お

こったのでしょう？

はじめ、光
ひかり

があまりにもまぶしかったの
で、弟

で し

子たちはよく見
み

えませんでした。し
ばらくすると、イエス様

さま

が光
ひかり

の中
なか

に立
た

っ
ておられるのが見

み

えました。そのお姿
すがた

は、
まるで別

べつじん

人のようです！王
おうさま

様のように堂
どうどう

々
と立

た

ち、お顔
かお

と着
き も の

物は輝
かがや

いていました。マ

タイ17:2。

彼
かれ

らの目
め

が、さらに明
あか

るさに慣
な

れてくる
と、イエス様

さま

のほかに、ふたりの人
ひと

が見
み

えました。彼
かれ

らは何
なにもの

者でしたか？そこで何
なに

をしていましたか？3 節
せつ

。

すでに天
てんごく

国にいる人
ひと

で、わたしたちが
名
な ま え

前を知
し

っているのは３人
にん

だけです。だ
れだったか覚

おぼ

えていますか？最
さいしょ

初の人
ひと

は
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エノクで、洪
こうずいまえ

水前の時
じ だ い

代に生
い

きていた人
ひと

です。次
つぎ

はモーセで、いちどは死
し

にまし
たが、イエス様

さま

によってよみがえらされて、
天
てんごく

国へつれて行
い

かれました。３番
ば ん め

目はエ
リヤです。彼

かれ

は、火
ひ

の馬
ば し ゃ

車に乗
の

って、死
し

なずに天
てんごく

国へ行
い

きました。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

と話
はな

させるため
に、神

かみさま

様がモーセとエリヤをお選
えら

びになっ
たのは、なぜだと思

おも

いますか？そのことは、
明

あ す

日わかります。神
かみさま

様によって天
てん

にあげら
れる前

まえ

に、モーセとエリヤが神
かみさま

様のために
したことを覚

おぼ

えていますか？彼
かれ

らは、どうい
う点

てん

で特
とくべつ

別でしたか？

火
か よ う び

曜日

イエス様
さま

は神
かみさま

様で、全
ぜんのう

能の〔どん
なことでもできる〕おかたでした。

彼
かれ

は人
にんげん

間でもあられましたが、ほかの
人
にんげん

間よりも何
なに

かを楽
らく

に行
おこな

うために、神
かみ

とし
ての力

ちから
を使

つか
うことは決

けっ
してありませんでし

た。まもなく、わたしたちみんなをふくむ、
これまでに生

い
きていたすべての人

ひと
のため

に、死
し

のうとしておられました。それなの
に、このすばらしい救

すく
いの計

けいかく
画を理

り か い
解し

ている人
ひと

は、だれもいないようでした。

弟
で し

子たちでさえ、イエス様
さま

こそ、アダム
とエバが罪

つみ

を犯
おか

したときから約
やくそく

束されてい
るメシヤなのかどうか、まだ確

かくしん

信がありま
せんでした。彼

かれ

らはいまだに、サタンの
王
おうこく

国と神
かみさま

様の王
おうこく

国について理
り か い

解していま
せんでしたし、一

ひ と り

人ひとりがどちらの王
おうこく

国
の国

こくみん

民になるかを自
じ ぶ ん

分で選
えら

ばなくてはな
らないこともわかっていませんでした。

神
しんでん

殿では毎
まいにち

日、小
こひつじ

羊が犠
ぎ せ い

牲としてささげ
られていましたが、そのささげ物

もの

の意
い み

味
を多

おお

くの人
ひと

が忘
わす

れてしまっていました。彼
かれ

らは、ただユダヤ人
じん

であることと、小
こひつじ

羊
を犠

ぎ せ い

牲としてささげることが、自
じ ぶ ん

分たちを
神
かみさま

様の国
くに

へ入
はい

らせてくれるものだと考
かんが

えて
いました。そして真

しん

の小
こひつじ

羊がだれなのか、
そのおかたが何

なに

をしなくてはならないか
を忘

わす

れていたのです。イエス様
さま

にとって、
真
しん

の小
こひつじ

羊になることは、かんたんではあり
ませんでした。ですから神

かみさま

様は、ふたりの
特
とくべつ

別な本
ほんもの

物の人
にんげん

間を天
てんごく

国から送
おく

り、イエ
ス様

さま

を力
ちから

づけたかったのです。

イスラエルの民
たみ

をみちびいて奴
ど れ い

隷の
身
み ぶ ん

分から解
かいほう

放したモーセは、彼
かれ

らにとっ
て、心

こころ

から神
かみさま

様を信
しんらい

頼する選
えら

びをするの
が簡

かんたん

単ではないことを学
まな

びましたか？

またエリヤは、アハブとイゼベルによっ
て殺

ころ

されそうになったとき、神
かみさま

様のために
勇
ゆうかん

敢に戦
たたか

いつづけるとはどういうことかを
知
し

っていましたか？

モーセとエリヤは、イエス様
さま

を励
はげ

ますた
めにやって来

き

ました。モーセは、「神
かみさま

様に
信
しんらい

頼してしたがうことを選
えら

んで、イエス様
さま

のご再
さいりん

臨の前
まえ

に死
し

ぬ人
ひとびと

々」を代
だいひょう

表してい
ました。その後

あと

、イエス様
さま

は彼
かれ

らと共
とも

に
いるために命

いのち

をお与
あた

えになります。エリヤ
は、「忠

ちゅうじつ

実で、イエス様
さま

のご再
さいりん

臨の時
とき

まで
生
い

き残
のこ

る人
ひとびと

々」を代
だいひょう

表していました。

弟
で し

子たちは、イエス様
さま

が王
おう

としてもどっ
て来

こ

られるときの、小
ちい

さな見
み ほ ん

本を見
み

せられ
たのでした。再

さいりん

臨のときには、（モーセの
ように）墓

はか

からよみがえらされる忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

たちと、（エリヤのように）その時
とき

まで生
い
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き延
の

びる忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

たちが、イエス様
さま

のま
わりに集

あつ

められるのです。

考
かんが

えてみよう：モーセとエリヤは、すで
に天

てんごく

国に何
なんびゃくねん

百年もいたことになります。彼
かれ

らは、今
いま

でもそこにいるのでしょうか？その
とおりです。彼

かれ

らがこの世
せ か い

界に住
す

んでいた
とき、いつでも完

かんぜん

全でしたか？いいえ、そ
うではありませんでした。天

てん

から降
お

りてきて
イエス様

さま

と話
はな

したときでも、彼
かれ

らは、イエ
ス様

さま

が自
じ ぶ ん

分たちのために死
し

んでくださるこ
とに信

しんらい

頼していましたか？そのとおりです。
また彼

かれ

らは、イエス様
さま

が死
し

んでくださるこ
とによって、幾

いくひゃくまん

百万もの人
ひとびと

々が天
てんごく

国に入
はい

れ
られることも伝

つた

えたのでした。

水
す い よ う び

曜日

山
や ま

の上
うえ

で光
ひかり

に包
つつ

まれ、お顔
かお

と着
き も の

物
が輝

かがや
いたイエス様

さま
は、モーセとエ

リヤと話
はな

しておられました。そこには、ペ
テロとヤコブとヨハネの３人

にん
の弟

で し
子たちも

いました。

弟
で し

子たちは眠
ねむ

っていま
した。目

め

を覚
さ

ましたとき、
何
なに

が起
お

こっているのかが
理
り か い

解できず、恐
きょうふ

怖でおび
えていました。しかしい
つものように、黙

だま

ってい
ることができずに、ペテ
ロが何

なに

か言
い

いました。思
おも

いつきで、そこに小
こ や

屋を
３つ建

た

てるべきだと言
い

っ
てしまいました。マルコ

9:5,6。

とつぜん、光
ひかりかがや

輝く雲
くも

が右
みぎうえ

上のほうにあら
われ、声

こえ

が聞
き

こえてきました。その声
こえ

はと
ても力

ちからづよ

強くて、山
やま

をふるわせるほどでした。
その声

こえ

は何
なん

と言
い

いましたか？7 節
せつ

。

恐
おそ

ろしくなった弟
で し

子たちは地
じ め ん

面にひれふ
し、顔

かお

をおおいました。しかしすぐに、何
なに

かがやさしく触
ふ

れるのを感
かん

じました。見
み あ

上
げると、それはイエス様

さま

でした。モーセと
エリヤは、もういなくなっていました。

日
ひ

がのぼり、けわしい山
やまみち

道をおりる時
じ か ん

間
になりました。ほかの弟

で し

子たちに会
あ

う前
まえ

に、イエス様
さま

は３人
にん

に何
なん

とおっしゃいまし
たか？9 節

せつ

。

山
やま

での出
で き ご と

来事はだれにも話
はな

さないと
約
やくそく

束した３人
にん

でしたが、頭
あたま

の中
なか

はとても
混
こんらん

乱していました。10 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：天
て ん し

使ではなく、なぜモー
セとエリヤがイエス様

さま

を助
たす

けることができ
たのか、話

はな

し合
あ

って下
くだ

さい。イエス様
さま

は、
わたしたちの気

き も

持ちを、天
て ん し

使たちよりもよ
く分

わ

かっておられますか？それはなぜです
か？あなたは、そのことをうれしく思

おも

います
か？

木
も く よ う び

曜日

イエス様
さま

とペテロと
ヤコブとヨハネが、

ほかの弟
で し

子たちのところ
へもどってみると、何

なに
が起

お

こっていましたか？マルコ

9:14。

山
やま

から４人
にん

がもどったと
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き、そこにいたみんなが
ふり返

かえ

りました。山
やま

では、
夜
よる

の間
あいだ

に何
なに

か特
とくべつ

別なこと
が起

お

こったにちがいない
と、すぐにわかりました。
イエス様

さま

と３人
にん

の弟
で し

子
たちの顔

かお

は、特
とくべつ

別な輝
かがや

きをはなっていましたか
ら。15 節

せつ

。

律
り っ ぽ う が く し ゃ い が い

法学者以外のみん
なが、急

いそ

いでイエス様
さま

を出
で む か

迎えに来
き

たときに、
律
りっぽうがくしゃ

法学者たちが問
もんだい

題を
引
ひ

き起
お

こしていたことが
分
わ

かりました。イエス様
さま

は出
で む か

迎えた人
ひと

たちをまっすぐ見
み

つめて、あ
る質

しつもん

問をなさいました。16 節
せつ

。

はじめのうちは、だれひとり口
くち

を開
ひら

きま
せんでした。律

りっぽうがくしゃ

法学者たちが言
い

い争
あらそ

いを
しかけてきて、弟

で し

子たちをからかい、イ
エス様

さま

はメシヤではないと言
い

いはっていま
した。9 人

にん

の弟
で し

子たちは、困
こま

って恥
は

ずか
しそうにしています。そこへひとりの男

おとこ

が
群
ぐんしゅう

衆を押
お

しのけて、イエス様
さま

の足
あしもと

元にひ
ざまずきました。17,18 節

せつ

。

おそらくイエス様
さま

は、悲
かな

しそうに首
くび

をふ
られたことでしょう。彼

かれ

がメシヤであること
を人

ひとびと

々が信
しん

じるようになるまでに、いった
いどれだけ時

じ か ん

間がかかるのだろうと思
おも

わ
れました。それからイエス様

さま

は、父
ちちおや

親に
息
む す こ

子をつれてくるようにと言
い

われました。
19 節

せつ

。

少
しょうねん

年がイエス様
さま

を見
み

たときに、何
なに

が起
お

こりましたか？20-22 節
せつ

。

もちろんイエス様
さま

は、
このかわいそうな少

しょうねん

年を
いやす力

ちから

をもっておられ
ました。ただしこの父

ちちおや

親
が、イエス様

さま

は本
ほんとう

当に
いやすことがおできにな
ると、心

こころ

から信
しん

じなくて
はなりません。彼

かれ

が信
しん

じ
るように強

きょうせい

制することは
できません。23 節

せつ

。

父
ちちおや

親は、大
おおごえ

声で泣
な

きだ
しました。自

じ ぶ ん

分に信
しんこう

仰が
ないために、息

む す こ

子がい
やされないかもしれない

のです。24 節
せつ

。

人
ひとびと

々は、ようすを見
み

に集
あつ

まってきまし
た。そこには、聖

せ い て ん し

天使も悪
あ く て ん し

天使もいました。
イエス様

さま

は何
なに

をなさいましたか？25-27

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

とサタンの戦
たたか

い
の物

ものがたり

語は、作
つく

り話
ばなし

ではありませんね？しか
しイエス様

さま

は、その戦
たたか

いにすでに勝
しょうり

利し
ておられます。そしてわたしたちは毎

まいにち

日、
どちらの側

がわ

につくのか、たくさんの選
えら

びを
しなくてはなりません。あなたは、よろこ
んでイエス様

さま

を選
えら

んでいますか？

金
き ん よ う び

曜日

律
り っ

法
ぽうがくしゃ

学者たちは、イエス様
さま

と弟
で し

子
たちをばかにしていました。弟

で し
子

たちが少
しょうねん

年の悪
あくれい

霊を追
お

い出
だ

すことができ
なかったのは、イエス様

さま
がメシヤでない

証
しょうこ

拠だ、と律
りっぽうがくしゃ

法学者たちは言
い

いました。
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人
ひとびと

々は、律
りっぽうがくしゃ

法学者たちがまちがっていたこ
とがわかりました。

けれども、律
りっぽうがくしゃ

法学者たちと言
い

い争
あらそ

って
いた弟

で し

子たちは、恥
は

じ入
い

っていました。
伝
でんどうりょこう

道旅行に出
で

かける前
まえ

に、イエス様
さま

は
彼
かれ

らに悪
あくれい

霊を追
お

い出
だ

す力
ちから

を与
あた

えて下
くだ

さっ
たはずでした。イエス様

さま

のみ名
な

によって、
彼
かれ

らは人
ひとびと

々から悪
あくれい

霊を追
お

い出
だ

したのです。
ではなぜこんどは、それができなかった
のでしょう？イエス様

さま

だけがいっしょにお
られるとき、弟

で し

子たちは彼
かれ

にたずねました。
マタイ17:19-21。

イエス様
さま

がおっしゃったのは、どういう
意
い み

味だったのでしょう？からし種
だね

の粒
つぶ

は、
ひじょうに小

ちい

さいのですが、それが植
しょくぶつ

物と
して成

せいちょう

長するためには、土
つち

と水
みず

と日
にっこう

光を
必
ひつよう

要とします。たとえ小
ちい

さなものであって
も、もしイエス様

さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、イエス
様
さま

にしたがうことを選
えら

ぶならば、わたした
ちの信

しんこう

仰は成
せいちょう

長するでしょう。しかし弟
で し

子
たちはサタンに、自

じ ぶ ん

分たちの心
こころ

にイエス
様
さま

についての大
おお

きな疑
うたが

いを植
う

えつけるの
をゆるしてしまいました。彼

かれ

らはまだ、イ
エス様

さま

を心
こころ

から信
しん

じていなかったのです。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

がおっしゃる
「本

ほんとう

当の信
しんこう

仰は、山
やまやま

々も動
うご

かすことがで
きる」とは、どういう意

い み

味ですか？だれかが
「仕

し ご と

事が山
やま

ほどある」というのを聞
き

いたこ
とがありますか？イエス様

さま

がお話
はなし

なさった
のは、「山

やま

ほどもある（多
おお

くの）問
もんだい

題」に
ついてです。子

こ ど も

供にも問
もんだい

題はありますか？
私
わたし

たちの大
おお

きな問
もんだい

題のひとつは、サタン
が誘

ゆうわく

惑してくるときに、「ノー〔だめ〕！」
と言

い

うことを忘
わす

れていることではないでしょ

うか？イエス様
さま

を信
しん

じることを選
えら

び、いつ
もわたしたちの心

こころ

の中
なか

にいて下
くだ

さるように
祈
いの

ることは、食
た

べることよりもずっと大
だ い じ

事な
のです。そうすれば、サタンはイエス様

さま

に
対
たい

する信
しんらい

頼をとりさることはできませんし、
意
い じ わ る

地悪でしっと深
ぶか

い考
かんが

えを心
こころ

に植
う

えつける
こともできません。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マタイ 17:1-21

★マルコ 9:2-29

★ルカ 9:28-42

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 46,47 章
しょう
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エレン・ホワイトは、幼
おさな

い頃
ころ

から、
心
こころ

をつくしてイエス様
さま

を愛
あい

して
いました。しかし、イエス様

さま
が彼

かのじょ
女に、

特
とくべつ

別な使
し し ゃ

者になってほしいと言
い

われたと
き、彼

かのじょ
女はイエス様

さま

に、どうかほかの人
ひと

をさがしてほしいと
お願

ねが
いしました。エ

レンは、あまりにも
若
わか

く、病
びょうじゃく

弱だったか
らです。それに加

くわ
え

て、人
ひとまえ

前で話
はな

すのが
苦
に が て

手でした。これで
はどうやって、彼

かのじょ
女よりもずっと年

としうえ
上の人

ひとびと
々

にメッセージを伝
つた

えることができるでしょ
う？また、彼

かれ
らがまちがいを犯

おか
しているこ

とを、どうやって指
し て き

摘できるでしょうか？ま
た、彼

かれ
らからどう思

おも
われるのでしょう？

しかし、イエス様
さま

のお心
こころ

は変
か

わらず、
彼
かのじょ

女を助
たす

けることを約
やくそく

束して下
くだ

さったの
で、エレンはイエス様

さま

に信
しんらい

頼して、最
さいぜん

善
をつくすことを選

えら

びました。しかしそれで
も、これは大

たいへん

変な役
や く め

目でした。

エレンはなんども、イエス様
さま

から与
あた

えら
れたメッセージを変

か

えるようにとの誘
ゆうわく

惑を
受
う

けました。これらのメッセージによって、
人
ひとびと

々を怒
おこ

らせ、不
ふ ゆ か い

愉快にさせたくないとい
う気

き も

持ちがあったからです。

ある時
とき

、サタンの誘
ゆうわく

惑に負
ま

けてしまっ
てから、幻

まぼろし

でイエス様
さま

を見
み

せられました。
彼
かれ

は、悲
かな

しみと失
しつぼう

望の表
ひょうじょう

情をうかべてお
られました。エレンをごらんになると、と

ても不
ふ ゆ か い

愉快なお顔
かお

を
なさいました。ああ、
このことで、 エレン
はどんなに心

こころ

を痛
いた

め
たことでしょう！彼

かのじょ

女
は泣

な

きながら、イエ
ス様

さま

からいわれたと
おり、人

ひとびと

々に知
し

らせ
るべきことをかなら

ず伝
つた

えると約
やくそく

束しました。

約
やくそく

束を守
まも

るのは、決
けっ

してたやすいこと
ではありませんでした。イエス様

さま

からの
メッセージが人

ひとびと

々を悲
かな

しませたり、不
ふ ゆ か い

愉快
にしたり、時

とき

には怒
おこ

らせたことをエレンが
知
し

ったときには、これらの人
ひと

たちと話
はな

した
り、手

て が み

紙を書
か

いたりしなくてはなりません
でした。しかし、人

ひとびと

々がイエス様
さま

にした
がわないことを選

えら

ぶならば、イエス様
さま

は
彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福することができず、彼
かれ

らがイエ
ス様

さま

のためにしているという働
はたら

きも祝
しゅくふく

福さ
れないことを、エレンは知

し

っていました。

ある時
とき

、バトル・クリークにある教
きょうかい

会の
出
しゅっぱんしゃ

版社で働
はたら

く人
ひと

たちに対
たい

し、イエス様
さま

は
ひとつの警

けいこく

告を送
おく

られました。なぜでしょ

お話
はな

しひろば 

エレンのむずかしい選
え ら

び
エイミー・シェラード

Little Folk Visuals
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う？それは彼
かれ

らが、私
わたし

たちの教
きょうかい

会の本
ほん

や
雑
ざ っ し

誌だけでなく、ほかの教
きょうかい

会の本
ほん

や雑
ざ っ し

誌
も印

いんさつ

刷していたからです。ほかの教
きょうかい

会の
ために印

いんさつ

刷していたものの中
なか

には有
ゆうがい

害
なものがあり、イエス様

さま

は、彼
かれ

らがその
印
いんさつ

刷をやめなくてはいけないことを知
し

って
おられたのでした。

しかしなぜ、出
しゅっぱんしゃ

版社の人
ひと

たちは変
か

わら
なかったのでしょう？それは、他

たきょうかい

教会の
印
いんさつ

刷の仕
し ご と

事のおかげで、出
しゅっぱんしゃ

版社がもっと
もうかることが分

わ

かっていたからです。

さらにエレンは、バトル・クリークにあ
る大

おお

きな療
りょうようじょ

養所の経
けいえいしゃ

営者たちにも警
けいこく

告し
ました。彼

かれ

らも、イエス様
さま

がエレンをとお
して語

かた

られたご計
けいかく

画にしたがいませんでし
た。ある幻

まぼろし

の中
なか

で、燃
も

える剣
つるぎ

をもったひと
りの天

て ん し

使が、バトル・クリークの上
じょうくう

空でひ
とつの道

みち

を曲
ま

がり、別
べつ

の道
みち

を行
い

くようすを
見
み

せられました。そして、その通
とお

りのこと
が起

お

こりました。最
さいしょ

初に大
おお

きな療
りょうようじょ

養所が、
次
つぎ

に病
びょういん

院が焼
や

け落
お

ちたのです。

セブンスデー・アドベンチスト教
きょうかい

会の
人
ひとびと

々は、この恐
おそ

ろしい火
か じ

事のことを聞
き

いて、
ショックを受

う

けましたが、エレンはおどろ
きませんでした。彼

かのじょ

女はどんなに悲
かな

しかっ
たことでしょう！これらの経

けいえいしゃ

営者たちが、イ
エス様

さま

から彼
かのじょ

女をとおして送
おく

られた警
けいこく

告に
したがってさえいれば、災

わざわ

いが起
お

きること
はなかったのです。

エレンが書
か

いた本
ほん

の中
なか

で、イエス様
さま

が
わたしたちに対

たい

して語
かた

っておられることに
従
したが

うことがどれだけ大
たいせつ

切か、あなたは知
し

っ
ていますか？
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日
に ち よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちは、本
ほんとう

当にたくさんのこと
を学

まな
ばなくてはなりませんでした。

わたしたちも同
おな

じです。今
こんしゅう

週は、イエス様
さま

が「ゆるし」について教
おし

えて下
くだ

さったこと
を学

まな
びます。まずは、次

つぎ
の質

しつもん
問に答

こた
えて

下
くだ

さい。

いじわるなことを言
い

ったりやったりして、
自
じ ぶ ん

分を傷
きず

つける人
ひと

をゆるすのは、かんた
んなことですか？特

とく

に、い
じわるをあやまりもしない
人
ひと

をゆるせますか？ 

だれかが、うっかりあな
たのお気

き

に入
い

りのおもちゃ
をこわしてしまったとした
ら、もちろん悲

かな

しいです
よね。それでもあなたは、
その人

ひと

をゆるしてあげよう
と思

おも

いますか？

もしも、 友
とも

だちとぬり

絵
え あ そ

遊びをしていて、その友
とも

だちがあなた
のぬり絵

え

に落
ら く が

書きをしたらどうでしょう？あ
なたも、友

とも

だちの絵
え

をめちゃくちゃにした
いと思

おも

いますか？

自
じ ぶ ん

分を傷
きず

つけた人
ひと

を傷
きず

つけたいと思
おも

っ
てしまうのは、自

し ぜ ん

然なことではないです
か？

だれかから「ごめんなさい」と言
い

われ
ても、その人

ひと

がまた同
おな

じことをしたら、ゆ
るす気

き

になれない、ということはありませ
んか？

「ごめんなさい」とあや
まってくるのに、何

な ん ど

度もな
んども同

おな

じまちがいをくり
返
かえ

す人
ひと

を、わたしたちは
何
なんかい

回ゆるせばよいと思
おも

い
ますか？

あなたはこれまでに「い
いよ、ゆるすよ」と言

い

っ
たのに、心

こころ

の中
なか

にはまだ
怒
いか

りが残
のこ

っていて、その
人
ひと

と話
はな

したくないと思
おも

った

人
ひと

をゆるす方
ほうほう

法

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「ゆるしてやれ。そうすれば、

自
じ ぶ ん

分もゆるされるであろう。」ルカ 6:37

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ことはありませんか？

考
かんが

えてみよう：人
ひと

をゆるした
経
けいけん

験はありますか？人
ひと

からゆ
るされた経

けいけん

験はありますか？ま
ず、今

こんしゅう

週の暗
あんしょうせいく

唱聖句を覚
おぼ

える
ことから始

はじ

めて下
くだ

さい。そして
生
しょうがい

涯、この聖
せ い く

句を覚
おぼ

えている
ことが、とても重

じゅうよう

要になってき
ます。

月
げ つ よ う び

曜日

弟
で

子
し

たちは、ゆるすことについて何
なに

も分
わ

かっていませんでした。ラビ
〔ユダヤ教

きょう
の教

きょうし
師〕たちは、ひとりの人

ひと
を

３回
かい

ゆるせばよいと教
おし

えていました。でも、
ラビたちはまちがっていました。イエス様

さま

もそれをご存
ぞん

じでした。また「ゆるし」に
ついて知

し
ることが、とても大

たいせつ
切だというこ

ともご存
ぞん

じでした。

ある日
ひ

、ペテロがイエス様
さま

に「ゆるす
こと」について尋

たず

ねました。おそらく他
ほか

の
弟
で し

子たちも、イエス様
さま

が何
なん

とおっしゃるの
か、熱

ねっしん

心に耳
みみ

をかたむけて聞
き

いていたで
しょう。それは、どんな質

しつもん

問でしたか？マ

タイ18:21。

完
かんぜんすう

全数といわれている「７」は、「３」
を２倍

ばい

した数
かず

よりも大
おお

きいですね。ペテ
ロは、ラビたちの教

おし

えた数
かず

の２倍
ばいいじょうひと

以上人
をゆるせば、イエス様

さま

は喜
よろこ

んで下
くだ

さるだろ
うと思

おも

っていました。イエス様
さま

はゆるしの
精
せいしん

神にあふれたお方
かた

であることを知
し

ってい
たので、７回

かい

もゆるせば、イエス様
さま

のゆ
るしのレベル〔水

すいじゅん

準〕に十
じゅうぶんたっ

分達するだろ

うと思
おも

ったのです。ところが、
イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃいま
したか？22 節

せつ

。

イエス様
さま

は少
すこ

しの時
じ か ん

間もお
かずに、答

こた

えられました。彼
かれ

は、ペテロやほかの弟
で し

子たち
が、ゆるしについて大

たいへん

変まち
がった考

かんが

えをいだいているの
をご存

ぞん

じでした。また、ラビ
たちも同

おな

じでした。それにし
ても、7 の 70 倍

ばい

ですって？つまり、490
回
かい

ということです。これだけ多
おお

くゆるしたと
しても、だれが覚

おぼ

えていられるでしょう？

もちろんイエス様
さま

は、人
ひと

をゆるすときに
は、何

なんかい

回ゆるしたなどと数
かぞ

え上
あ

げるべきで
はないと言

い

われました。神
かみさま

様の国
くに

に入
はい

る
ことを選

えら

ぶ人
ひと

たちは、「何
なんかい

回ゆるした」な
どと数

かぞ

えることはしません。人
ひと

から何
なに

をさ
れても言

い

われても、いつでも喜
よろこ

んでゆるす
のです。

イエス様
さま

はどうすれば、弟
で し

子たちや話
はなし

を聞
き

いている人
ひと

たちに、心
こころ

からゆるすこと
がなぜこれほど重

じゅうよう

要なのかを理
り か い

解させる
ことができるでしょう？

考
かんが

えてみよう：お父
とう

さんやお母
かあ

さんが、
あなたのことを何

な ん ど

度ゆるしたか数
かぞ

えられま
すか？

火
か よ う び

曜日

イエス様
さま

はいつものように、神
かみさま

様の
国
くに

とその国
くに

にはいる人
ひと

たちについ
て、人

ひとびと
々が理

り か い
解できるように助

たす
けておられ

ました。この時
とき

は、ゆるすことについてひ
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とつの物
ものがたり

語をお話
はな

しなさいました。わたし
たちも、ゆるすことについて理

り か い
解する必

ひつよう
要

がありますか？もちろんです。ですから、
イエス様

さま
がお話

はなし
なさったことは、わたした

ちのためでもあります。

むかし、あるところにひとりの王
おうさま

様が
いました。その王

おうさま

様の家
け ら い

来たちは、莫
ばくだい

大
なお金

かね

を管
か ん り

理していました。このお金
かね

は
王
おうさま

様のものでしたので、王
おうさま

様は家
け ら い

来たち
が正

しょうじき

直であるかどうかを調
しら

べていました。
マタイ18:23。

家
け ら い

来たちが王
おうさま

様の前
まえ

へ集
あつ

められたとき、
王
おうさま

様は注
ちゅういぶか

意深く、彼
かれ

らがそれぞれ受
う

けとっ
たお金

かね

を、どのように管
か ん り

理したかについて
の記

き ろ く

録を調
しら

べました。すると、家
け ら い

来のうち
のひとりの記

き ろ く

録に、きわめて深
しんこく

刻なことが
見
み

つかりました。それは何
なん

でしたか？24

節
せつ

。

10 万
まん

タラントです。これがどれほどの
お金

かね

か、わかりますか？今
こんにち

日なら、何
なんおくえん

億円
という金

きんがく

額です。

「お前
まえ

がわたしから借
か

りたお金
かね

は、どこ
にあるのだ？」王

おうさま

様は、きびしく問
と

いつめ
ます。

そのお金
かね

がもうないこ
とを認

みと

めざるをえないこ
の家

け ら い

来は、どんな気
き も

持ち
でいたと思

おも

いますか？彼
かれ

は、お金
かね

を使
つか

いはたして
しまっていました。

王
おうさま

様は、ただちにこの
家
け ら い

来を罰
ばっ

するように命
めい

じ
ました。家

け ら い

来は、どうな
るのでしょう？25 節

せつ

。

おそらくこの家
け ら い

来は、すでにびくびくし
ていたはずですが、今

いま

ではすっかり恐
きょうふ

怖
でふるえおののいていたことでしょう。お
金
かね

を全
ぜ ん ぶ

部かえさないと、奴
ど れ い

隷として売
う

られ
てしまうのです。さらに悪

わる

いことには、妻
つま

も子
こ ど も

供たちも奴
ど れ い

隷として売
う

られてしまいま
す。震

ふる

えおののくのも無
む り

理はありません。
そこで家

け ら い

来は、どんな約
やくそく

束をしましたか？
26 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：それは、たいへんな約
やくそく

束
でした。家

け ら い

来は、約
やくそく

束をはたせるでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

王
お う

様
さま

に何
なんおくえん

億円もの負
ふさい

債〔借
しゃっきん

金〕を
おったこの家

け ら い
来は、大

たいへん
変なことに

なってしまいました。とうぜん、この莫
ばくだい

大
な借

しゃっきん
金を払

はら
いきれなかったので、彼

かれ

と妻
つま

、
子
こ ど も

供たちは奴
ど れ い

隷として売
う

られることになり
ました。彼

かれ
の持

も
っているものもすべて、売

う

られてしまいます。そこで、ひっしで王
おうさま

様
に情

なさ
けを願

ねが
い求

もと
めました。

おそらく王
おうさま

様は、この家
け ら い

来が頭
あたま

をたれ
てすすり泣

な

き、もういちどチャンスを願
ねが

い
求
もと

めるのを見
み

たのでしょ
う。彼

かれ

は、もし王
おうさま

様がも
ういちどチャンスを下

くだ

さる
ならば、１円

えんのこ

残らずすべ
て支

し は ら

払うことを約
やくそく

束しまし
た。

ところが、この男
おとこ

を見
み

た王
おうさま

様は、彼
かれ

が約
やくそく

束を守
まも

る手
て

だてがまるでないこ
とがわかりました。男

おとこ

が
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どんなに一
いっしょう

生けん命
めいはたら

働こうが、何
なんねんはたら

年働こう
が、借

しゃっきん

金をすべて返
かえ

すことは絶
ぜったい

対に無
む り

理
なのです。

王
おうさま

様は、男
おとこ

のことが急
きゅう

にかわいそうに
なり、彼

かれ

の持
も

ち物
もの

を無
む り

理やりとることを
やめました。王

おうさま

様は彼
かれ

に、支
し は ら

払う義
ぎ む

務か
ら解

かいほう

放してあげようと言
い

いました。つまり
王
おうさま

様は、男
おとこ

が借
か

りた何
なんおくえん

億円もの負
ふ さ い

債をす
べてなしにしてくれたのです。27 節

せつ

。

さあ、この男
おとこ

は、今
いま

どんな気
き も

持ちだと思
おも

いますか？彼
かれ

はおそらく、まだ頭
あたま

をたれて
すすり泣

な

いていたでしょうが、こんどの涙
なみだ

はうれし泣
な

きです。「ありがとうございます」
とくり返

かえ

し、くり返
かえ

し、言
い

ったでことでしょう。
彼
かれ

はゆるされたのです。もう、恐
おそ

ろしい罰
ばつ

を受
う

けなくてすむのです。自
じ ゆ う

由になったの
です。

考
かんが

えてみよう：あなたはお父
とう

さんやお母
かあ

さんに、罰
ばつ

を与
あた

えないでとお願
ねが

いしたこと
はありませんか？もし両

りょうしん

親が罰
ばつ

を与
あた

えなけ
れば、いい子

こ

でいます、と約
やくそく

束したことは
ありませんか？両

りょうしん

親の決
き

めたことを変
か

えさ
せたことはありますか？もしかしたら、時

とき

に
は「成

せいこう

功」したかもしれませんね。おそら
く時

とき

には「失
しっぱい

敗」もしたでしょう。そんな
出
で き ご と

来事を覚
おぼ

えていますか？

木
も く よ う び

曜日

これで安
あんしん

心です！王
おうさま

様に何
なんおくえん

億円も
の負

ふ さ い
債〔借

しゃっきん
金〕をかかえていた

男
おとこ

は、これで奴
ど れ い

隷として売
う

られずにすみま
した。妻

つま
も子

こ ど も
供たちも売

う
られずにすみまし

た。しかも、持
も

ち物
もの

もすべて失
うしな

わずにす

むのです。負
お

っていた負
ふさい

債が、まるで王
おうさま

様
から何

なに
も借

か
りなかったかのようにすべてゆ

るされ、帳
ちょうけ

消しになったからです。

でもその時
とき

、王
おうさま

様の別
べつ

の家
け ら い

来のことを
思
おも

い出
だ

しました。男
おとこ

は別
べつ

の家
け ら い

来に 2000
円
えん

くらいのお金
かね

を貸
か

しており、それがまだ
返
かえ

されていませんでした。今
いま

こそ、王
おうさま

様
が自

じ ぶ ん

分にしてくださったように、別
べつ

の家
け ら い

来
にしてあげる絶

ぜっこう

好の機
き か い

会です。ところが、
男
おとこ

は今
いま

すぐにそのお金
かね

を返
かえ

してもらうこと
にしたのです。次

つぎ

に、信
しん

じられないような
ことが起

お

きます。マタイ18:28,29。

2000 円
えん

ぽっちのお金
かね

を借
か

りたその家
け ら い

来
は、何

なんおくえん

億円もの負
ふ さ い

債をおっていた男
おとこ

と、
まるで同

おな

じことを言
い

いませんでしたか？比
くら

べてみましょう。26,29 節
せつ

。

さて、2000 円
えん

ぽっちのお金
かね

を借
か

りた男
おとこ

は、どうなりましたか？30 節
せつ

。

そのことを聞
き

いたほかの家
け ら い

来たちは、
どんな気

き も

持ちになりましたか？31 節
せつ

。

この物
ものがたり

語は、どのような結
けつまつ

末をむかえま
すか？32-34 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：何
なんおくえん

億円もの負
ふ さ い

債をかかえ
た男

おとこ

は、ゆるされるに価
あたい

するようなことを
していましたか？それとも、王

おうさま

様が彼
かれ

をあ
われに思

おも

ったのでゆるされたのですか？こ
の男

おとこ

が、2000 円
えん

しか借
か

りていない別
べつ

の
家
け ら い

来をゆるさなかったことを、あなたはど
う思

おも

いますか？何
なんおくえん

億円もの莫
ばくだい

大な借
しゃっきん

金を
ゆるしてあげた後

あと

で、王
おうさま

様が男
おとこ

に対
たい

する
気

き も

持ちを変
か

えたことは、正
ただ

しいことですか？
もし王

おうさま

様が、男
おとこ

のしたことを見
み の が

逃してあげ
たとしたら、あなたはどう思

おも

うでしょう？
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金
き ん よ う び

曜日

イエス様
さま

はこのように、
けちな家

けらい
来、つまり、

自
じ ぶ ん

分は王
おうさま

様から何
なんおくえん

億円もの
負
ふさい

債をゆるしてもらったのに、
2000 円

えん
しか借

か
りていない人

ひと

をゆるさなかった男
おとこ

の 物
ものがたり

語
を終

お
えました。それからイ

エス様
さま

は、聞
き

いていた人
ひと

たちを真
しんけん

剣に 考
かんが

えさせるようなことを言
い

われました。マタイ

18:35。

この物
ものがたり

語を聞
き

いたペテロとほかの弟
で し

子
たちは、この物

ものがたり

語を聞
き

いて、 ３回
かい

ゆる
すだけで十

じゅうぶん

分だというラビ〔ユダヤ教
きょう

の
教
きょうし

師〕たちがまちがっていることを知
し

りま
した。また、７回

かい

もゆるせば十
じゅうぶん

分だろうと
考
かんが

えたペテロもまちがっていました。それ
だけではありません。ほかにも覚

おぼ

えておか
なくてはならないことがあります。わたし
たちは、心

こころ

からゆるさなくてはいけないと、
イエス様

さま

は言
い

われました。それはどういう
意
い み

味ですか？エペソ4:32, コロサイ 3:13。

わたしたちはイエス様
さま

に、罪
つみ

をおゆるし
下
くだ

さいと、なんどもお願
ねが

いしますね？その
たびに、イエス様

さま

は聞
き

いて下
くだ

さいますか？
もちろんです。イエス様

さま

は、わたしたち
が何

な ん ど

度もなんども、くり返
かえ

しお願
ねが

いするの
で、うんざりしておられるでしょうか？いい
え、そうではありません。わたしたちがよく、
イエス様

さま

の助
たす

けがつねに必
ひつよう

要であること
を忘

わす

れて、まちがいを犯
おか

してしまうことを、
イエス様

さま

はご存
ぞ ん じ

知です。しかし、イエス

様
さま

がわたしたちをゆるすこと
ができないようにさせるもの
が、何

なに

かありますか？マタイ

6:15, ルカ 6:37,38。

イエス様
さま

は、わたしたちと
ずっと一

いっしょ

緒にいたいと願
ねが

って
おられます。しかし彼

かれ

は、ほ
かの人

ひと

に対
たい

して意
い じ わ る

地悪な思
おも

いをもった人
ひと

たちを天
てんごく

国にい
れることができるでしょうか？

わたしたちがイエス様
さま

からされたように、
人
ひとびと

々にもしてあげることを、イエス様
さま

は望
のぞ

んでおられます。そうすれば、わたしたち
は親

しんせつ

切で愛
あい

があり、またほかの人
ひと

にどん
なことをされても、イエス様

さま

のようにゆる
すことのできる人

ひと

になります。それが、イ
エス様

さま

に似
に

た者
もの

になるということです。

考
かんが

えてみよう：あなたは、イエス様
さま

に
毎
まいにち

日ゆるしを求
もと

めますか？おそらく、そうし
ているでしょうね。わたしたちは、ゆるさ
れる必

ひつよう

要がありますか？はい。それならば、
イエス様

さま

がして下
くだ

さったように、わたした
ちが他

ほか

の人
ひと

をいつでもゆるせるように、イ
エス様

さま

に助
たす

けていただきましょう。そして、
ただわたしたちが他

ほか

の人
ひと

をゆるすときだ
け、イエス様

さま

もわたしたちをゆるすことが
できることを、決

けっ

して忘
わす

れないで下
くだ

さい。
このことをよく考

かんが

えて下
くだ

さい。ゆるすという
のは、本

ほんとう

当に大
たいせつ

切なことなのですから。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★マタイ 18:21-35

★キリストの実
じつぶつきょうくん

物教訓 第
だい

19 章
しょう
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この物
ものがたり

語は、エレンがオーストラリ
アで、イエス様

さま
の光

ひかり
を輝

かがや
かせる

働
はたら

きを助
たす

けていたときのことです。彼
かのじょ

女は、
イエス様

さま
が学

がっこう
校をここに建

た
てるべきだとお

示
しめ

しになった、大
おお

きな農
のうじょう

場に住
す

んでいまし
た。彼

かのじょ
女は、住

す
んでいる家

いえ
を「サニーサイド」

と名
な

づけました。

ある朝
あさはや

早く、エレ
ンは 家

いえ

の 近
ちか

くにあ
る、庭

にわ

のまわりを歩
ある

いていました。そこ
は、友

ゆうじん

人といっしょ
に種

たね

を植
う

えた場
ば し ょ

所
です。ひじょうに暑

あつ

い天
て ん き

気がつづいていたため、地
じ め ん

面は渇
かわ

い
てひびが入

い

り、彼
かれ

らが植
う

えた植
しょくぶつ

物はほこり
をかぶって、しおれていました。エレンは、
植
しょくぶつ

物に水
みず

が必
ひつよう

要だと気
き

づきました。

「ホワイト姉
し ま い

妹」農
のうじょうぬし

場主が彼
かのじょ

女に言
い

いま
した。「ここには風

ふうしゃ

車が必
ひつよう

要ですよ。地
ち か

下
にはたくさんの水

みず

がありますからね。」

「よい風
ふうしゃ

車は、どれくらいの値
ね だ ん

段で買
か

えますか？」エレンは彼
かれ

にたずねました。
彼
かのじょ

女は、何
なに

かの時
とき

のために、切
き

り詰
つ

めて
貯
た

めてきたお金
かね

のことを考
かんが

えていました。
もしかすると、風

ふうしゃ

車を買
か

うべき時
とき

なのかも
しれません。

農
のうじょうぬし

場主は、それがいくらかかるのかを
急
いそ

いで調
しら

べました。ところが彼
かれ

がもどる
前
まえ

に、息
む す こ

子のウィリーが彼
かのじょ

女に会
あ

いに来
き

ていました。ウィリーと彼
かれ

の家
か ぞ く

族は、道
みち

の反
はんたいがわ

対側に住
す

んでいました。自
じ ぶ ん

分のとこ
ろへ歩

ある

いてくる息
む す こ

子が、不
ふ あ ん

安そうな表
ひょうじょう

情
を浮

う

かべているように見
み

えました。「おは
よう、ウィリー！」彼

かのじょ

女
は、あいさつしました。

「雨
あめ

が降
ふ

り始
はじ

めれば、
すべては良

よ

くなるはず
よ。」

ウィリーは、首
くび

をふ
りました。「お母

かあ

さん、
僕
ぼく

は天
て ん き

気のことが心
しんぱい

配
なわけではありません。新

あたら

しい療
りょうようじょ

養所の
働
はたら

き人
ひと

たちに給
きゅうりょう

料を支
し は ら

払わなくてはいけ
ないんだけど、そのお金

かね

がないんです」
と彼

かれ

は言
い

いました。

これは一
い ち だ い じ

大事です。エレンは風
ふうしゃ

車のこ
とを考

かんが

えました。しかし、働
はたら

き人
ひと

たちに
給
きゅうりょう

料を支
し は ら

払うことのほうが、もっと大
だ い じ

事で
す。彼

かのじょ

女は、こつこつ貯
た

めてきたお金
かね

をと
りに行

い

き、ウィリーにわたしました。「これ
で、働

はたら

き人
ひと

たちにお給
きゅうりょう

料を払
はら

ってあげな
さい。」彼

かのじょ

女は息
む す こ

子に言
い

いました。ウィリー
は、本

ほんとう

当に感
かんしゃ

謝しました。母
ははおや

親が実
じっさい

際に
どれだけの犠

ぎ せ い

牲をはらったかを、知
し

って

お話
はな

しひろば 

むずかしい選
え ら

びとすてきなサプライズ
エイミー・シェラード

Little Folk Visuals
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いたからです。

その夜
よる

、エレンは窓
まど

を開
あ

けてひざまず
きました。彼

かのじょ

女は、神
かみさま

様の数
かずかず

々の祝
しゅくふく

福と
尊
とうと

いお約
やくそく

束のすべてに感
かんしゃ

謝しました。オー
ストラリア全

ぜ ん ど

土で真
し ん り

理の光
ひかり

を燃
も

やし始
はじ

め
るのを、神

かみさま

様が助
たす

けて下
くだ

さっていることを
彼
かのじょ

女は知
し

っていました。そして、どの家
か て い

庭
でもしているように、彼

かのじょ

女は雨
あめ

を求
もと

める祈
いの

りをささげました。

次
つぎ

の朝
あさ

、エレンはもういちど、窓
まど

から外
そと

をのぞきました。稲
いなびかり

光が黒
くろ

い雲
くも

をつきぬ
けています。はるか遠

とお

くで雷
かみなり

が聞
き

こえ、そ
の音

ね

はだんだんと大
おお

きくなってきました。
まもなく、渇

かわ

いた植
しょくぶつ

物の上
うえ

に大
おおつぶ

粒の雨
あめ

が
ザーザーと音

おと

をたてて降
ふ

りかかり、ほどな
くして植

しょくぶつ

物たちは、ふたたびまっすぐに立
た

ちました。

エレンは、イエス様
さま

に感
かんしゃ

謝をささげまし
た。それから数

す う じ つ ご

日後、一
いっつう

通の手
て が み

紙がエレ
ンのもとへ届

とど

きました。それは、ある友
ゆうじん

人
からの多

た が く

額のお金
かね

のプレゼントでした。そ
のお金

かね

は、指
し ど う し ゃ

導者たちを悩
なや

ませていた、
いろいろな支

し は ら

払いを、全
ぜ ん ぶ

部すませられる
ほどの金

きんがく

額でした。

エレンは、もういちどひざまずいて、イ
エス様

さま

に感
かんしゃ

謝しました。それから外
そと

へ
出
で

て、庭
にわ

を歩
ある

きました。土
つち

ぼこりはきれ
いに洗

あら

い流
なが

されていました。葉
は

っぱの
一
いちまいいちまい

枚一枚が、輝
かがや

いていきいきしています。

そこへ、農
のうじょうぬし

場主が立
た

ち寄
よ

りました。彼
かれ

はにっこりしながら言
い

いました。「おやま
あ、ホワイト姉

し ま い

妹、神
かみさま

様は、わたしたち
の問

もんだい

題をどうやって解
かいけつ

決するのかをご存
ぞん

じ
なのですね。だって、そうでしょう？風

ふうしゃ

車

の代
か

わりに、天
てん

の窓
まど

を開
ひら

いて下
くだ

さったの
ですから。」




